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　　　　　　　１







「吸血種を掃そう討とうするために拳けん銃じゆうを用いるなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

　その男はそう言って、机の上に並べられたベレッタやスミス＆ウェッソンを冷ややかに一いち瞥べつし、列席した警察関係者に視線を移した。

「銃の欠点はいくらでもあるが、その最大のひとつは、発射された後の弾たまが操作不能だという点だ。引き金を引いた瞬間から主導権を敵に渡すことになる。しかも弾道が直線的だから目視してからの回かい避ひも容易だ」

　男の口調は決然としていた。ぴっちりと纏まとった襟えりの高い浄じよう血けつ官かん制服は純白、髪の色は透き通るような銀、静かな信念の燃える瞳は深い灰色。曇くもり一つない、という形容詞しか思いつかない人物だった。

　特とく別べつ防ぼう疫えき局きよく、別べつ等とう浄じよう血けつ官かん──志し津づ谷や竜りん胆どう。有名人だ。様々な意味で。

「……い、いや、待ちたまえ、志津谷くん」

　あきれかえっている一同の中で、最初に口を挟はさんだのは特別防疫局の参事官だった。

「いくら吸血種の身体能力が高くても、見てから避けるのは無理だろう。音速以上だぞ」

「できる個体はいます」と志し津づ谷やは素っ気なく答えた。「たとえばそこに座っている認可第十六号には可能でしょう」

　会議机を囲む全員の視線が、入り口そばの席に集まる。

　不機嫌そうに顔をそむけるのは、場違いなほどあどけない少女だ。しかしジャケットの襟えりには警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第だい九きゆう課かの捜査官であることを示す赤バッジが留められている。

　認可吸血種第十六号、櫻さく夜や倫とも子こ。彼女の戦せん闘とう能力の高さは、警察内でも特とく防ぼう局きよく内でもよく知られている。生まれながらの吸血種《真祖クドラク》ならば、銃じゆう弾だんを見てから避けることも──

「できンのか？」

　右隣に座った捜査一課長の大おお村むらが耳打ちしてきた。他のだれが訊きいてきても無視しようと決めていた倫子だが、世話になっている直属の上官には答えないわけにはいかない。

「……活性化していれば、体調次第では、できなくもないです」

　しぶしぶ言うと、会議机を挟はさんで反対側に座った特防局の面々の半信半疑の視線が倫子の顔に集まってくる。

「そこで──」

　志津谷の声が全員の注意を引き戻す。

「最適な武器は、これだ」

　持ち上げられた志津谷の右手に握られたものを見て、警察関係者はそろって啞あ然ぜんとし、特防局員たちはそろって嘆たん息そくした。

　黒塗り鞘さやにおさめられた一振りの刀だった。

　志津谷が鯉こい口くちを切り、鞘を払うと、見事に研とぎ上げられた銀刃が現れる。

「刃物ならば随意に軌道を変化させられる。しかも日本刀は刺す・斬きる・叩たたくの三通りの使い分けが可能だ。頸けい部ぶ切断や心臓破壊といった即時の判断を求められる対吸血種戦闘においてはこれより適した武器は存在しない。警察と我が局の協同体制を敷しくということであれば、まずは全警察官に日本刀の配備をすべきだ」

　いがみ合いを続けてきた警察と特防局だが、このときばかりは会議室内がひとつの思いでまとまっていた。なにを馬ば鹿かなことを言っているんだこの男は、どうしてこんなやつを参加させたんだ──と。

　しかし一人だけ例外がいた。

「かっっっっこいいですね！」

　倫子の左隣で紅く朗ろうが興奮気味に言う。頰ほおを紅潮させ、日本刀に視線を釘くぎ付づけにさせている様子はまるで中高生かという幼さだ。

「おれも刀使いたいです、リンコさん、九課でも使いましょうよ！　おれも世の中の悪をズババババっと斬ってみたいです！」

「その舌をちょん斬ぎれ」と倫子はため息まじりに言った。志津谷が続ける。

「日本刀が銃じゆう弾だんに勝る点は他にも存在する。たとえば緊急時には食材の調理もできる」

「リンゴの皮むいたりですか！　おれウサギさんの形にするのやってみたいです！」

「空中に投げ上げた大根を五ミリの厚さの輪切りにできる」

　二人まとめて外に放り出そう、と倫子が腰を浮かせたところで、志し津づ谷やの隣の若い女性浄じよう血けつ官かんがあわてて半立ちになって口を挟はさんだ。

「あ、あのっ、志津谷別べつ等とう、今日は協同体制立ち上げの最初の会合ですし、具体的な装備の話などは重要事項がまとまってからに」

「日本刀の配備は最重要事項だろう？」

　志津谷は不思議そうに首を傾かしげた。

「別等、そのお話は会議の後で、そう、特別講義とかそういう形でお聞きしますから」

　四十がらみの一等浄血官も止めに入る。

「別等、どうかここは」

「ご遠慮ください、別等」

「お願いします別等」

　同どう僚りようである特防局の者たちに寄ってたかって諫いさめられ、志津谷は無表情になってパイプ椅い子すに腰を下ろした。これでおとなしくなったかと思いきや、合同訓練の場所について話し合っている最中に志津谷はやおら口を開いた。

「警視庁の最上階には剣道場があると聞くが、真剣での稽けい古こはできるのか？」

「志津谷別等っ」女性浄血官が悲鳴に近い声で止めに入った。
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「──なんッなんですか、あの日本刀馬ば鹿かは！」

　会議室から捜そう査さ一課に戻ってきて宇う佐さ見み警部補は開口一番吐はき捨てた。

「あんなのが会議に出てくるなんて警けい視し庁ちようなめられてるんじゃないですか？」

「そう言うな。お偉えらいさんらしいんだよ、あれでも」

　大おお村むらが苦い顔でなだめる。

「あの若造、ベットー、ベットー、って呼ばれてましたけど、ありゃなんなんです」

　やはり会議に同席していたベテラン刑事の樺かば沢さわが大村に訊たずねる。

「俺も特防局のことはよく知らねえ。櫻さく夜やの方が詳くわしいだろう」

　九課のオフィスに戻ろうとしていた倫子は、いきなり話を振られてびっくりして足を止め、振り返る。わたしだってそんなに詳しくないのだが、と声に出さずに前置きする。

「浄血官には四等から零ゼロ等とうまで階級があるんですが、指揮系統に属していない浄血官が何人かいるんです。等級とは別だから『別』等、ってことでしょうけど」

「なんだそりゃ。厄やつ介かいもんの味み噌そっかすってことですか」

　宇う佐さ見みが嫌けん悪お感かんもあらわに訊きいてくる。

「序列としては零ゼロ等とうと一等の間なので、そういう低い扱あつかいなわけでは──」

「いや、今の話で合が点てんがいきましたよ。たしか特防局の副長も志し津づ谷やって名字じゃありませんでしたか？」

「ああ、そういやあ」と大おお村むらがうなずく。「志津谷竜りん胆どうは副長の甥おいっ子だとか」

「コネ人事ですか」聞いていた樺かば沢さわが渋じゆう面めんをつくった。「仕事と趣味の区別もついてねえボンボン押しつけられて、名前だけの階級に据えたってわけかね……そんなのを会議に連れてくるなんて、あちらさんもなに考えてんだか」

「けっきょくあっちも警察おれらと協力する気なんかさらさらないってことでしょ」

　宇佐見はそう吐はき捨て、会議資料を自分の机に放った。

「どうせお上かみが思いつきで言い出したことだし、あんなの真ま面じ目めに相手してられないですよ。チャンバラごっこで遊んでる暇ひまなんてねえっつうの」

「いや、特防局もそんなつもりでは──」

　倫子が口を挟はさむと、宇佐見のきつい視線が返ってくる。

「警部、あんたどっちの味方なんです？　前回の事件であんだけの目に遭あわされたってのに、飼い主だからって肩持つんですか？　あんたも警察官でしょうに」

　倫子はむっとして宇佐見をにらみ返した。それから嘆たん息そくして視線を外す。

「警部とは呼ばないでくれと何度も言っているはずです。わたしは内ない閣かく府ふの人間です。どっちの味方でもありません。肩を持つとかそういうことじゃなく、あの志津谷という男は」

　宇佐見は舌打ちした。

「あんたまだそんなこと言ってんですか？　あのねえ、色々あったけどこっちは同じ捜そう査さ課かとしてあんたとも一緒にぼちぼちやってこうってつもりなんですよ！　それを……」

　声を荒らげたのはさすがに行き過ぎだと自分でも気づいたのか、宇佐見は言葉を切って、椅子をがたつかせて立ち上がり、コートを取り上げて肩に引っかける。

「警部って呼ばれたくないなら辞めりゃいいんですよ」

　そう言い捨て、捜査一課を出ていった。他の刑事たちの冷たい視線が倫子に集まる。倫子は口を引き結んで大村に頭を下げ、九課のオフィスであるフロア奥の掃そう除じ用具倉庫に向かった。

　わたしが悪いのか？　これまでもずっと部外者扱あつかいだったし、わたしとしてもその方がやりやすい。今さら警察官であることを求められても迷惑なだけだ。

　とにかくつまらない言い合いをしてしまった、と反省する。そのせいで志津谷竜胆がほんとうはどういう人物なのか刑事たちに伝えるのを忘れてしまった。

　まあ──いいか。

　あの男が厄やつ介かい者もので、関わり合いにならない方がいいのはその通りなのだ。

　九課のオフィスに戻ると、紅く朗ろうがドアに背を向けてなにかぶつぶつ言っている。

「剣の道は修しゆ羅らの道……一瞬たりとも油断してはならない……」

「桐きり崎さき？　なにをして──」

　倫子が声をかけた瞬間、紅朗はつむじ風のような勢いで振り向くと同時に、腰に差していた日本刀──代わりのモップを引き抜いて突きつけてきて鋭するどい声を発する。

「なにやつだ！」

「わたしだッ！」

　倫子は紅朗を殴なぐり倒してモップをロッカーに戻した。紅朗は涙を浮かべて訴える。

「日本刀が配備されたときのために練習してたんですよ！」「仕事しろ！」

　紅朗は頭のこぶをさすりながらコーヒーメーカーの掃そう除じを始めた。

「まったく、子供みたいに影えい響きよう受けて……」倫子は深々と嘆たん息そくする。

　ほんとうに、志し津づ谷や竜りん胆どうとは関わり合いにならない方がいいのだ。
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「……では、筑ちく摩ま川がわ梨り紗さ。厚こう生せい労ろう働どう省しよう特とく別べつ防ぼう疫えき局きよくは、あなたを認可吸血種第二十号と正式に認めたことをここに通達します」

　絹きぬ川かわリンネアは無表情に言って、認可状をベッド脇わきのサイドテーブルに置いた。

　ベッドに腰掛けた少女は、無表情に小さくうなずいた。その表情に、かつての華やいだ可か憐れんさはみじんもない。十五歳で時を止められてしまった彼女は生気を失って、琥こ珀はくのようなぬるりと硬い美しさだけが残っている。

　筑摩川梨紗。

　先月の事件で犯人グループに拉ら致ちされ、感染させられた少女。完全に吸血種になる前に倫子の血によって上書き感染したため、凶暴化のおそれのない《第二世代》となることができた。今日、こうして特防局からの認可が下りたため、制約はあるものの人間社会での生活を許されたことになる。

　祝う気には──なれない。

　薄暗い病室での認可状交付の立会人は、三人。担当医師と、倫子と紅朗だ。

「二十号。あなたの担当官は、十六号と同じくわたし絹川です」

　リンネアは言った。氷細工のような美び貌ぼうと青ざめた金髪を持つこの女は、倫子の大学時代の同期でもあり、今は倫子を監視・管理する担当官でもある。

「最後に、十六号の二十号に対する支配強度を確認します」

　リンネアの言葉に、倫子は身をこわばらせる。医師も椅い子すから腰を浮かせた。

「待ってください絹きぬ川かわさん、我々が確認済みですから、今ここで試さなくとも」

「わたしは二人の担当官です。直接確認するのは当然です。十六号、やってください。自傷を命じるのがいいでしょう」

　倫子は怒りに震える下した唇くちびるを嚙かみしめてリンネアをにらみつけた。ただひとり紅く朗ろうだけがなにもわかっておらず首を傾かしげてリンネアと倫子と梨り紗さの顔を順じゆん繰ぐりに見ている。

「倫子さん」

　梨紗が乾いた笑みを浮かべてささやいた。

「いいよ。やってよ。あたしは平気だよ。なんべんもやり直しさせられるのも面倒だから、わかりやすい命令にしてよ。どうせ、さ、怪け我がなんてすぐに治るんだし」

　倫子は歯を軋きしらせ、それから息をついて、かさかさの声で言った。

「わかった。梨紗、……おまえの右の人差し指をわたしの左の眼球に突き刺せ」

　息を吞のむ音が重なった。啞あ然ぜんとしていないのはリンネアだけだった。

「……やっ、ど、どうして、倫子さん」

「早くやれ。命令だ」

　梨紗の右手が痙けい攣れんしながら浮く。ベッドから腰を上げ、倫子に一歩、また一歩近づきながら梨紗は泣きそうな声で言う。

「だめ、やだよ倫子さん、やめて、やめさせて！」

　言葉と裏腹に梨紗は倫子の首を左手でつかまえ、引き寄せながら、右手を顔の高さに持ち上げる。紅朗がうわずった声をあげた。

「なっ、なにやってんですか梨紗姐ねえさん！」

　詰め寄ろうとした紅朗のみぞおちを、倫子は拳こぶしで突き上げた。紅朗はうめいて後ずさり、壁に背中をぶつける。

　梨紗はかすれた声で「やめて」と繰り返し、必死に抗っているが、彼女の指はじりじりと倫子の顔に近づいてくる。倫子はまぶたを閉じない。網もう膜まくを貫つらぬこうとしている爪つめの先を、じっと見つめる。

　視界のほとんどが指先の肌色で埋うめ尽つくされた瞬間──

　真横から伸びてきたべつの手が梨紗の手首をつかんで留とどめた。

「確認しました、やめさせてください」とリンネアが言う。

「梨紗、やめろ」

　喉のどに詰めた息とともに言葉を吐はき出す。梨紗の全身から力が抜け、そのままベッドにへたり込んだ。リンネアは無表情のまま、つかんでいた梨紗の手を放した。







「──さっきのはなんなんですかッ？」

　病室から廊下に出たところで、紅く朗ろうが食ってかかってきた。

「リンネアが言っていただろう。支配強度の確認だ」

「小さい胸部？　ですか？」

「支配強度！　小さくて悪かったなっ」

　怒鳴ってから、はっと我に返って自省し、それから倫子はロビーまで紅朗を引っ張っていった。紅朗をソファに座らせ、まわりに人ひと気けがないのを確認してから口を開く。

「……吸血種は、自分の感染源となった『親』の吸血種の命令に服従する習性がある」

　紅朗は目をぱちくりさせた。

「……ふくじゅ……しゅうせ……え、ええと？」

　倫子は嘆たん息そくして肩を落とした。使った熟語が難しすぎたらしい。

「梨り紗さはわたしが血を分けたから、つまり……わたしの『部下』みたいな意識を植え付けられている。わたしの命令には身体からだが従ってしまうんだ。どれくらいの強制力を持つのかは個人差がある。特とく防ぼう局きよくとしては、その強制力の度合いを把は握あくしておきたいんだろう」

「あ、聞いたことあります。血をあげた方がご主人様になるんですよね。あれ、ほんとの話だったんですね」

　吸血鬼に関する伝承のほとんどは人間の恐怖心が産み出したでたらめだが、中には例外的に真実が含まれているものもある。『血の隷れい属ぞく』はそんな例外のひとつだ。

「口外するなよ」倫子は低い声で言った。「広まると危険な情報なんだ。だれかを言いなりにさせるために感染させるやつが出てくるかもしれないからな。実際は……世代が下れば強制力はどんどん弱まる」

　強制と呼べるほどの効力があるのは、第三世代くらいまでだという。

　ただ、倫子も直じかに目撃して内心驚いていた。梨紗は倫子がはじめて血を分けた相手だ。これまで血の命令を下したことなどなかったし、あそこまで意志に反して行為を強しいることができるとは思っていなかったのだ。

　あらためて、自分たちは生命体として間違った存在なのだと痛感する。命令を聞いたときの梨紗の表情を思い出すと、胸がえぐられるようだ。

　背後でドアの開く音が聞こえ、振り向くとリンネアが病室から出てくるのが見えた。

「手続きは終わりました。十六号、あなたが二十号と同居すると聞きましたが」

　倫子はうなずく。

『キングダム』の事件が終わった後、倫子は心に決めたのだ。梨紗と生活をともにしようと。

「責任感、ですか。自分が感染させてしまった以上は面倒を見ると」

「……それもあるけど、それだけじゃない」

　吸血種の王国を統べる王──久く瀬ぜ七な月つきの目指していた、『吸血種が生き物として当たり前に生きられる世界』。望むものに共感はできたけれど、彼が選んだ方法には賛成できなかった。

　種そのものがどう生きるべきか、などという話になると、どうしても極きよく端たんで非現実的な領域に踏み込むことになってしまう。

　もう少しささやかで現実的な世界を、まずは手に入れ、護りたかった。

　たとえば家族。

　ひとつの家でともに暮らし、語り合い、笑い合い、支え合う、それだけの相手。

　梨り紗さは自分にとって、ほんとうの家族になれるかもしれない一人目だ。

「どんな理由にせよ、二人の同居はわたしには好都合です」とリンネアは言う。「監視の手間が省けます。とすると、餌えさの受け渡し場所は再検討するべきかもしれませんね」

　餌──とは、人血のことだ。認可吸血種は、厚こう生せい労ろう働どう省しようから与えられる血液だけを栄養源として生活しなければならない。

「毎月二人分わたしの家まで持ってくるってことか？」

「その方が効率的でしょう」

「ん……」

　リンネアを定期的に部屋にあげなければいけないというのは気が重かった。倫子は大学時代からリンネアが苦手だったのだ。なにしろひとを平然と番号で呼び、栄養源を餌と呼んではばからない女だ。

「これまで通り警けい視し庁ちようではだめなのか。わたしが特防局に出向いてもいい」

「そのたびに二十号も連れてくるのですか？」

「む……」

　倫子は言葉に詰まった。今はまだ梨紗をなるべく出歩かせたくない。

「それに、警視庁と特防局が協力体制を敷しくなどという愚ぐ行こうを始めた現状、わたしが警視庁に定期的に出向くと、わたしまで捜そう査さ協力していると見られかねません」

「……リンネアは、反対なのか」

「当然でしょう」

　当然だろうな、と倫子は胸中で嘆たん息そくした。

「賛成している浄血官など、志し津づ谷や別べつ等とうくらいですよ」

「リンネアさんは志津谷さんのこと知ってるんですか！」

　ようやく話題に入れそうな糸口を見つけた紅く朗ろうが言う。リンネアはまるで今しがた存在に気づいたかのような目つきで紅朗を見て言った。

「知らないわけがないでしょう。特防局の恥はじですから」

「えっ、あ、あの……」

　紅朗は目をしばたたく。

「志津谷さんですよ。日本刀のすっごい人ですよ？　すっごくえらい人なんですよね？」

「桐きり崎さき巡じゆん査さ、あなたがなにを吹き込まれたのかは知りませんが、志し津づ谷や別べつ等とうは口だけ立派な、ただの無能です。趣味で日本刀を振り回しているだけの戯たわけ者です。訓練でわたしにすら負けるくらいの非力ですよ。支部長の肩書きもコネで与えられたお飾りです、副局長の甥おいですからね。浄血官にはそういう古くさい面があって、辟へき易えきしています」

「えっ……そ、そうだったんですか」

　紅く朗ろうが困惑しきった目を倫子にも向けてくる。志津谷竜りん胆どうに対して憧あこがれなど持っていられては困るし、リンネアの言っていることはたしかにすべてその通りだったので、倫子はなにも言わなかった。

　病院からの帰途で、紅朗の落らく胆たんぶりは心配になるほどだった。
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　翌日、倫子は筑ちく摩ま川がわに梨り紗さのことを報告した。

「なぜわしに言う。マル吸きゆうのことなぞ知らんわ」

　筑摩川は苦り切った顔で吐はき捨てた。

　この、東とう大だい法学部出身のキャリア組とはとても思えない極ごく道どうじみた巨漢は、警視庁の刑事部長であり、梨紗の父親でもあった。マル吸──吸血種への激しい憎悪のために、感染した娘をもはや娘としては受け入れられないのだ。それは倫子もわかっていたが、かといって梨紗の状じよう況きようを伝えないわけにもいかない。

「とにかく、梨紗さんはわたしの家でお預かりしていますから」

「知らんと言っておる。仕事中にそんな無む駄だ話ばなしだけをしにきたんか」

　倫子はふうっと息を吐はき出して、声の調子を変えた。

「先日の特防局との会議、部長は出席されませんでしたが、大おお村むら課長に一任されるということでいいのですか？」

「なんじゃ。大村からわしの意向を聞いとらんのか」

　筑摩川の声も形ぎよう相そうもさらに険しくなる。

「ありゃあ現場を知らん大臣レベルのくだらん思いつきで出てきた話じゃ。阿あ呆ほうさ加減に反へ吐どが出るわ」

　前回の『キングダム』での事件により、警察と特防局の軋あつ轢れきは最悪の状態となった。同じ目的のための機関どうしとしてはさすがにまずい、と政府が危き惧ぐし、関係修復を図って立案したのが今回の協同捜そう査さというわけだ。

　くだらない思いつき──という筑摩川の見解には、倫子も同意してしまう。

「考え直すように今わしがねじ込んどる。話がつくまで協力するポーズだけしとけ」

「……わかりました」

　言われなくてもそうするつもりだった。

「だいたいわしぁな、あの浄じよう血けつ官かんちゅう輩やからが気に食わん。なんなんじゃ、あの連中は。特とく防ぼう局きよくは昔からあんな胸むな糞くその悪いやつらを掃そう除じ屋やに使っとったんか？」

　刑事部長さえ、浄血官という役職についてはよく知らないのだ。秘密主義の特防局の中でも、さらに異質な部署だからだ。

「わたしもそこまで詳くわしいわけではありません。……浄血官は、もともと非合法で吸血種の始末を請うけ負っていた集団を、特防局が雇い入れたのが母体になっているそうです」

「は、どうりで極ごく道どうのにおいがするわけじゃ」と筑ちく摩ま川がわは憎々しげに言う。「吸対法の改正で、マル吸きゆう処理者の要件が軽くなったからのう。最近おもてにしゃしゃり出てくるようになりよった。目に余る。きさまらマル吸よりも先に根絶やしにしてやりたいくらいじゃ。やつら、法なぞケツを拭ふく紙くらいにしか考えとらんから、武装して好き勝手やりよる。協同捜そう査さは良い機会じゃ。尻尾しつぽをつかむ。場合によっては何人かぶち込む」

　さしもの倫子も啞あ然ぜんとした。

　倫子にしたって、警察と特防局が協力などできるわけがないと確信している。やつらには先だっての『キングダム』の事件で重要参考人を巡めぐってスパイまがいのことを仕掛けられたし、警視総監を通じて圧力もかけられた。倫子など浄血官の手でポリ袋に詰められてさらわれそうになったのだ。みんな水に流して協力体制をつくれと命じられても、はいそうですかと仲良くできるわけもない。

　しかし、浄血官を逮たい捕ほすることまで筑摩川が考えていたとは思わなかった。

「そこまで事を構える必要がどこにあるんですか」

「現実に、あいつらは捜査の妨害をしとる」

「それは……そうですけれど」

「櫻さく夜や、きさまはなにかと浄血官と接触する機会も多かろう。連中の問題行動を洗え」

「お断りします」倫子はきっぱり言った。「わたしの仕事は吸血種被ひ害がいを食い止めることです。特防局の健全化じゃありません。部長のご命令に従うのも職務の範はん囲い内ないだけです」

　人間どうしで勝手にやってください、とまで言いそうになり、さすがに言葉を吞のみ込む。筑摩川は苦り切った顔で低くうなる。

「きさまも警察官じゃろうが。警察の仕事ができんなら今すぐバッジを置いて出ていけ」

　倫子は筑摩川をにらみ返した。

「内ない閣かく府ふから新しい辞令が来ればそうします。わたしは便べん宜ぎ上じよう、警視庁に籍せきを置いているだけです。便利遣いされるいわれはありません」

　九課かを潰つぶす、とまで言っていたくせに、都合がいいにもほどがある。

　筑摩川の言葉も待たずに倫子はさっと一礼して部長室を出た。いらだちを踏みつぶすような早足で捜査九課へと向かう。

　どいつもこいつも、都合の良いときだけひとを警察官扱あつかいか、と思う。

　倫子にとっては、警察官も浄血官もさしてかわりはしなかった。どうせ、どちらも吸血種を殺す仕事だ。

　それなら、わたしがすべて済ませたい。

　哀しい血を抱かかえて狂くるってしまった者は、わたしの手で楽にしてやりたい。

　自己欺ぎ瞞まんだとわかっていても。
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「──浄血官てのはね、またちょっと特殊な連中だからね……」

　ＤＮＡ照合作業の合間に、宮みや瀬せはそう教えてくれた。

「正直に言わせてもらえば、私は彼らがちょっと苦手だな」

「はあ」

　紅く朗ろうは手元のタブレットＰＣの画面と宮瀬の顔をかわりばんこに見ながら目をしばたたく。この年ねん齢れい不ふ詳しようの白衣の優やさ男おとこは、科か学がく捜そう査さ研けん究きゆう所じよの吸血種専門の研究員で、不勉強な紅朗はこうして仕事で科か捜そう研けんに来るたびに色々と教わっている。

「リンコさんにひどいことしたからですか？　あの人たち、悪いマル吸きゆうと戦う正義の味方ですよね？　それでリンコさんは悪いマル吸に間違えられて」

「そんな単純なもんじゃないよ」と宮瀬は苦笑いした。「ええと、そうだなあ、どこから説明したものか。桐きり崎さきくん、浄血官っていう役職があること、前から知ってた？」

「こないだはじめて知りました！」

「だろうね。ほとんど表に出ない役職だし、できたのも四年前でまだ新しいからね」

「あれ？　そんなに新しいんですか？　たしか特防局って日本ではじめてのマル吸対策だとかどうとかって聞きましたけど」

「ああ、うん、そこも説明が面倒なところなんだが」と宮瀬は眉まゆ根ねを寄せる。「特防局自体は古いよ。吸血種の実在発覚後の混乱期に設立されたからね。でもお役人と学者の集団だったから実戦力が皆無だった。で、どうしたかっていうと、昔から民間で吸血種を殺す仕事をしてた連中を雇ったんだな。科学的に検証されてこなかっただけで、吸血種は昔から存在してたわけだからね、被ひ害がいもあったし、依い頼らいを受けて狩かる仕事もあったわけだ」

「依頼もらって吸血種狩り、ってなんかかっこいいですね！」

　紅朗がこういう反応をいちいちするものだから、宮瀬の深刻そうな表情は十秒と続かないのだった。

「かっこよくないよ。要するにやくざだ。もともと非合法だった連中だから、特防局も表おもて沙ざ汰たにしてこなかった。浄血官ていう役職名を与えて組織化したのはここ数年のことだよ。だから実態はよくわかってないんだが、法にのっとっていないやり口で吸血種処理を続けてるのはたしかだよ」

「かっこいいですけど非合法はゆるせないですね！　おれ警官なんで！」

「うん、まあ、そこはほんとうに困ったところでね……」

　宮みや瀬せの表情が翳かげる。

「浄じよう血けつ官かんは特殊な訓練を積んで、吸血種を見分けられるようになるらしいんだ。詳くわしくは知らない。見た目、におい、勘かん、とにかく法的に認められていない方法だ。そうして正式な吸血種認定なしに吸血種を殺している。もちろん秘ひ密みつ裡りにね。表立っては言わないが、彼らの理り屈くつは要するに『結果として吸血種を処理できているんだからかまわないだろう』、だ。でもこれは吸対法の精神に完全に反して──」

　紅く朗ろうは目を輝かせた。

「見分けられるんですか！　すごいですね、おれもその訓練受けたいです！」

　宮瀬はため息をついたが、興奮していた紅朗はまるで気づかなかった。
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　紅朗が浄血官の真の姿を思い知らされるのは、その週末のことだった。

　警けい視し庁ちようと特とく防ぼう局きよくの協同捜そう査さの第一弾として選ばれたのは、宇う佐さ見みたちが追い詰めていた事件である。そのせいで宇佐見はずっと不ふ機き嫌げんだった。

「冗じよう談だんじゃないですよ！　先月からずっと追ってた事ヤ件マですよ、大詰めの手て柄がらだけあんな連中にかっさらわれるなんて！」

　課長のデスクを何度も両手で叩たたき、宇佐見は青筋を立てて抗議する。椅い子すに深く身を沈めた大おお村むらは渋しぶい顔で言った。

「べつに手柄をとられるわけじゃあるめェよ。捜査したのは全部おまえらだろ。あいつらは処理を手伝うだけだ」

「だからそれが──」

「あのなあ宇佐見。俺は前から思っていたが、こんなのは捜査一課の仕事じゃねェだろう」

　大村は頭を乱暴に搔かいて言う。

「そりゃあマル吸きゆうを捜さがすためには一般市民の生活にずかずか踏み込むことになるから、俺たち警察がやるしかねえ。だが人間の強行犯とはあまりにもちがい過ぎる。専門部署に任せるのがいちばんだ。さらに言やぁ、実際に処理する段になったら外部の手を借りるのも考えるべきだろう。死なねえ相手と殺し合う訓練も覚悟も、だれにだって強要できるもんじゃねえ」

「俺たちは覚悟もありますし訓練だって受けましたよ」

「おまえだって人間相手の仕事に集中してほしいんだよ、俺は」

「それで九課かみたいなのをでかくして、ついでにあの特防局のアホ白服どもに斬きった張ったを任せろってことですか？　この協同捜そう査さが良い機会だろうって？」

「よくわかってンじゃねェか」

「言わせてもらいますがね課長、あの女は！」

　宇う佐さ見みは声を張り上げた。

「二言目には『自分は警察官じゃない』ですよ？　俺はねえ、腕が四本あろうが尻尾しつぽ生えてようが、警察手帳持ってて仕事さえちゃんとすりゃあ同どう僚りようだって認めるつもりですよ、でも向こうがそう考えてねえんだ！　あんなのに任せられるわけないでしょう！」

　大おお村むらはおもむろに立ち上がり、宇佐見の襟えり首くびを摑つかんで引っ張り寄せ、低い声で言った。

「おまえの言いたいことはわかったよ。この事件が片付いたらゆっくり聞いてやる。今は特防局に渡す資料をとっととまとめろ。いつカチ込むことになるかわかんねェんだぞ。今夜かもしれねェんだ」

　気け圧おされた宇佐見は、「……はい」と答え、課長のデスクを離れた。

　紅く朗ろうはその一部始終を、九課に戻る途中の通路に突っ立って聞いていた。内容は正直難しくてよくわからなかったが、宇佐見がなにやら倫子に怒っているらしいということだけはなんとかわかった。

　二言目には『警官じゃない』と言う……。

　うん。言う言う。リンコさんはしょっちゅう言う。あれ、おれもどうかと思う。なんか哀しくなるんだよな。命預け合ってる刑事仲間！　……ってのがいいのに。

　九課に戻るなり、背後から声をかけられた。

「おい桐きり崎さき」

　振り向くと宇佐見だった。紅朗はなんだか気まずくなってわずかに目をそらして直立不動の不自然な姿勢になる。

「は、はい？」

「中途半端な立ち聞きなんざするんじゃねえよ。俺が言ってたこと、あの女に伝えたきゃ勝手に伝えろ」

「え、ええとそのう」

　紅朗は少し考えてから空々しいくらい明るく言った。

「仲良くしましょうよ！　おれリンコさんのかわいいところいっぱい教えますから、宇佐見さんのかわいいところもいっぱい教えてください」

　宇佐見の反応を見て紅朗は、人間ってこんなに嫌いやそうな顔ができるものなのか、と恐れおののいた。

「馬ば鹿か言ってねえで、例の地下水道の見取り図出せ」

「えっ、えっ？　……すみません、わかりません。リンコさんが警けい察し庁ちようから戻ってこないと」

　宇う佐さ見みは舌打ちし、倫子のデスクのＰＣを開いてファイルを漁あさる。

「い、いいんですか勝手に」

「同時にカチ込むんだから、マル吸きゆうどもの潜せん伏ぷく場所の見取り図を白服どもに教えとかなきゃいけないだろ」

　紅く朗ろうは宇佐見の肩越しに作業を見守る。なるほどメールを出したいときにはあの白い封ふう筒とうのアイコンをぽちぽちするのか、あっ、あんなとこ押すと日本語が打てるようになるのか、と感心しきりだった。宇佐見がエンターキーを叩たたいて送信を終えたとき、不意にけたたましい不快な呼び出し音が紅朗の胸元で鳴った。ぎょっとしてポケットに手をやる。音はいくつも重なって聞こえ、宇佐見はいち早く自分の携けい帯たい電話を取り出してメッセージを確認していた。

　張り込み担当の刑事からだった。監視対象が住居に戻ってきた、との報告。

　捜そう査さ課かフロアはにわかにざわめき立つ。対吸血種武装の準備を指示する大おお村むらの声が飛び、あわただしい足音が行き交う。宇佐見もノートＰＣを叩きつけるように閉じて九課オフィスを飛び出した。紅朗もあわてて後を追う。

「全員出るぞ！」

「特とく防ぼう局きよくには」

「知らねえよあんなやつら」

「同報届いてるはずなんだから勝手に動くだろ」

　銃じゆう器き保管金庫に刑事たちが殺到し、それぞれ拳けん銃じゆうのホルスターを脇わきに吊つり、コートに袖そでを通して廊下へと駆かけ出す。紅朗は緊張に身震いした。







　空を分厚い灰色の雲が覆おおっているせいで、まだ昼過ぎだというのに東ひがし新しん宿じゆくのオフィス街は陰いん鬱うつな薄暗さが立ちこめていた。かなり築の古いオフィスビルの足下に何台かの大型警察車両が駐とめられており、紅朗が大村たちと一緒に到着したとき、物々しい赤外線スコープ装備の特殊班員たちの間に小こ柄がらな少女の姿がすでにあった。

「わたしもいま着いたところです」

　大村の姿をみとめて倫子が言った。出先の警察庁でメッセージを受け取り、直接こちらに駆けつけたのだ。

「十四カ所、八十名で出口ふさいでます」と特Ｓ殊Ｉ班Ｔの係長も大村に寄ってきて報告する。

「特防局の白服どもは来てるのか？」と大村があたりをうかがって小声で訊たずねる。

「いえ、まだ見かけません」

「突入打ち合わせもしてないんですよ」「資料さっき送りつけただけで」「べつにあんなやつらいなくてもいいだろう」「役立たずの日本刀馬ば鹿かどもなんていない方がましで」

　刑事たちが口々に言う。大村は鬱うつ陶とうしそうに手を振って部下を黙らせ、特殊班長と話し合いながら人員を振り分けていく。暗視装備に慣れていない刑事たちはみな地上待機に回され、倫子と紅く朗ろうだけが特Ｓ殊Ｉ班Ｔとともに地下突入役にあてられた。紅朗はモノクル式の暗視装置を四苦八苦しながら頭に取り付ける。

「あれ、リンコさんはつけないんですか、赤外線なんとかかんとか」

「わたしは、……暗くても視みえるから」

　吸血種の体質なのだが、おおっぴらに話すことでもないので倫子はもそもそとした口調で言い、わざとらしく銃じゆうの点検をする。紅朗は目を丸くした。

「そっか、そうなんですね！　真祖様だから夜の女王様ですもんね、すごいです！」

「妙みような言い方はやめろ」

「えっ、あっ、その、やらしい意味じゃないですよ」

「いちいち言わなくてもわかるっ」

　倫子は顔を赤くして紅朗の爪つま先さきを踏んづけた。まったくこいつは、敵地への突入前だというのに緊張感ってものがないのか。

　特殊班長が寄ってきて、足の痛みに悶もだえる紅朗をちらちら見ながら話しかけてくる。

「櫻さく夜や警部、突入経路の最終確認だが」

　先だっての『キングダム』事件のとき、吸血種たちの住居に倫子と同時突入したのがこの係長たちの隊である。倫子の返答もあのときとほとんど同じだった。

「わたしは打ち合わせ不要です。この桐きり崎さきをよろしく頼みます、途中で──」倫子はしばし口ごもって目をそらす。「血の補給が必要になるかもしれないので」

「馬ば鹿か言うな、完全な暗くら闇やみだぞ、打ち合わせもなしにまた単独行動されたんじゃあ」

「どうせわたしの動きにそちらはついてこられないはずです」

　もとより身体能力も反射神経も比べるべくもないし、どれほど高性能な暗視装置を用いても視界の悪さはほとんど補えない。係長も重々わかってはいるだろうが、それでも憤いきどおる。

「またあんたはそれか！　あんたひとりでやる作戦じゃないんだぞ」

　それから係長は声をひそめた。

「なあ、あのときうちの若いのが言ったことを気にしているのか？」

「……なんのことですか？」

「あんたが敵のマル吸きゆうと通じてるんじゃないかって疑ったやつがいただろう。あのことでまだ怒っているというなら俺から謝る。捜そう査さ課かの一員としてのあんたをみんな認めてる」

　倫子は憮ぶ然ぜんとなる。そんなことで謝られても困る。どうせマル吸だ、人間じゃない、化け物の仲間だ──という目で見られるのはもう慣れていた。なのに宇う佐さ見みといい、この係長といい、なぜ今さら同どう僚りよう扱あつかいしようとするのか。

「そんなの根に持ったりはしません。ひとりで動くのがやりやすいだけです」

「しかし！　事前ミーティングもなしでこっちはどうしろと」

「ミーティングなんて浄血官ともしていないでしょう」

　係長は啞あ然ぜんとする。

「あいつらは部外者だろうがっ」

「わたしもです」

　絶句する係長に背を向け、倫子は紅く朗ろうをビルの角の向こうへと引っ張っていった。

「リンコさん、まずいですよ、もっとこうみんなで仲良く」

「なにを言ってるんだおまえは。いいから腕を出せ。……摂せつ取しゆ、するから」

　紅朗の最も重要な任務──倫子に生き血を提供すること。新しん鮮せんな血液の摂取によって、吸血種は活性化して身体能力を爆ばく発はつ的てきに増強できる。

　職務上必要な行為とはいえ、血をよこせと命令するのはひどく気まずい。ところが紅朗はけろりとした顔で言う。

「腕でいいんですか。首筋の方が良い血が吸えるって白パイ麗リーさんに教わりましたけど」

「う、腕でいいんだっ」

　あの女また余計なことを吹き込んだな、と倫子は内心憤いきどおる。たしかに頸けい静じよう脈みやく血けつは栄養価が高いのだが、男を物陰に連れ込んで首筋に歯を立てるなどと想像しただけで顔から火が出そうになる。

　袖そでをまくった紅朗の二の腕に、倫子はそっと顔を寄せ、歯を突き立てた。
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「……っふ……」

　紅く朗ろうが唇を嚙かみしめてくぐもった声を漏もらす。背徳的な熱が喉のどに流れ込み、染み通り、脊せき柱ちゆうを流れ、指先や髪の先にまで広がっていくのを倫子は感じる。

　口を離すと、嚙み痕あとの血混じりの唾だ液えきを手でぬぐい、すぐに目をそらした。

　血を吸い終わった直後は、どうしても紅朗に顔を向けられない。活性化の予徴で瞳どう孔こうが真しん紅くに染まりつつあるのを見られたくないというのもあるが、それ以上に、どんな顔をしていいのかわからない。感謝するのも謝罪するのもなにかちがう気がして、けっきょく視線を外して沈ちん黙もくすることしかできない。

　ところが紅朗は、照れくさそうに笑いをこぼす。

「……な、なにがおかしいんだ」

　そっぽを向いたままぶっきらぼうに倫子は言う。

「いや、その、おれいつも役立たずだけど、これやってもらうときだけはちゃんとリンコさんの役に立ってるから、うれしいんです」

　倫子は思わず紅朗の顔を見てしまい、耳まで熱くなるのを感じてすぐにまた顔をそむける。

「……ばか。つまらないことを言うな。……こんなの、役に立つうちに入るものか」

「あはは、そうですよね。突っ立ってるだけですもんね」

　屈くつ託たくのない紅朗の言葉に、胸の内で答える。そうじゃない。おまえはもっとちがうところで、たしかにわたしの役に立っている。恥はずかしくて口に出しては言えない。代わりに倫子はぶっきらぼうに吐はき捨てる。

「いいから、行くぞ」

　警官たちが待っている方へ歩き出すと、紅朗の弾はずんだ足音がついてくる。







　下水道のかび臭くささと腐ふ臭しゆうは、感覚の鋭えい敏びんな倫子にはかなりつらかった。水路の脇わきに通路が設けられたかなり大きな水道で、天井も高く、特殊班員たちのブーツの足音もそこまであからさまには反はん響きようしていない。

　しかし、相手も吸血種だ。常人の数倍から十数倍の聴ちよう覚かくを持っているから、もうこちらの突入は気づかれているだろう。それは作戦に織り込み済みだ。だから特殊班員たちもことさら足を忍ばせたりはしていないし、通信機で他の班との連絡をしょっちゅう交わしている。

　ただし、照明は点つけていない。襲しゆう撃げきされたときにかっこうの的まとになってしまうからだ。完全な暗くら闇やみの中を、高性能暗視装置を頼りに進んでいる。

「こんなくさい場所で、よく何ヶ月も暮らせるもんですね」

　隣となりを歩く紅朗が小声で言う。

「しかも、ええと、六人？　でしたっけ。文句言うやついなかったのかな」

「住みにくさを我が慢まんすれば、隠れ家としては最適だ」倫子はぼそりと答える。「音が響ひびくから侵入者にもすぐ気づけるし、入り組んでいるから逃げやすい」

「そもそも遠くの町に逃げちゃうとか考えなかったんですかね」

「都心の方が、……人間が多いから、血を得るのも隠れるのもやりやすい」

　これから狩からなければいけない相手のことを考えると、気持ちが沈んでいく。

　先月から、新しん宿じゆくや渋しぶ谷やで若い男女が吸血種の少人数グループに襲われる事件が頻ひん発ぱつしていた。大規模な捜そう査さ網もうを張った警視庁は、つい先頃、ようやくグループのねぐらを突き止めた。それがこの下水道だ。

　目撃情報や襲しゆう撃げき現場の状じよう況きようから当初は四人グループだと思われていたが、ねぐらを張り込むうちに、六人だという新たな報告が入った。最初の見立てが間違っていたわけではない。ほんとうに増えたのだ。襲われた被害者のうち運悪く感染した者が──どのように説得されたのか、あるいは自ら望んだのかはわからないが──加害者の側に加わった。二人も、だ。

　悲劇の犠ぎ牲せい者しやを、これからわたしは始末しなければならない。

　ひっそりと息をひそめて静かに暮らす同族たちのために、その平穏を乱す同族たちを殺す。こんなのが警察官の仕事であるものか。

　張り詰めさせていた倫子の感覚の端はしに、違和感が引っかかる。息づかい、靴くつ底ぞこがコンクリートをにじる音、錆さびた鉄にも似た汗のにおい、空気のゆらぎ、そういったものが渾こん然ぜんとなって、行く手の暗くら闇やみから伝わってくる。

　そっと手をあげて紅く朗ろうを黙らせ、特殊班員たちを振り返って身振りで報しらせる。

　人の気配だ。何人いるのかまではわからないが、複数。倫子はベルトから二本のナイフを両手で引き抜く。コンクリートに囲まれた狭い空間では銃じゆうを用いると跳ちよう弾だんが危険だ。原始的な武器の方がいい。

　できれば逃げないでくれ、と祈る。逃げた先でべつの班に処理させるのはいやだ。全員わたしの手で始末したい。

　饐すえたにおいのする冷たい空気が顔に触れる。やや開けた場所に出たのだ。下水道の合流点にあたる広い空くう洞どうだ。雨水を溜ためる堰せきのあたりに人影がある。六人。確認した。そのうちの四人はすでに吸血種確認が済んでいる。

　今すぐに、ここで殺せる。

「警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ九きゆう課かだ！」

　倫子は叫んだ。声は反響して不気味に歪ゆがむ。

「おまえたちを全員処理する」

　湿しめったコンクリートを蹴けって水路に飛び込むと同時に右手を一いつ閃せん、放たれたナイフが一人の喉のどにすさまじい速度で突き刺さって吹き飛ばし、背後の壁に縫ぬい付ける。悲鳴があがる。続けざまの左手のもう一投で悲鳴をぶっつりと断ち切らせる。汚水を踏み散らして一気に距離を詰め、後ずさろうとしていた男の額ひたいに三本目の刃を深々と埋うめ込む。吹き出した鮮せん血けつが暗くら闇やみに散り、そばにいた若い女が二人とも引きつった声を漏もらしながらくずおれ、残る最後の男が奥の水路へと飛び込んだ。

　倫子は逡しゆん巡じゆんした。追うべきか。いや──

　一人逃走、Ｃ水路だ、と背後で特殊班員たちの連絡する声が聞こえる。

　足下にへたり込んだ女たちを見る。どちらも服はくたびれて汚れているが、ごく普通そうな女子大生ふうの風ふう貌ぼうだ。表情は恐怖で濁にごりきっている。

　かつて被ひ害がい者しやだった女。感染し、獣けものの群れに加わった。なぜ。いや、答えはわかっている。加害者たちからして第五世代だったのだから被害者は第六世代、じきに凶暴化して獣に堕おちる未来は避さけられなかった。すでに人間としての生は失われていたのだ。絶望と憎悪がどんな決断を呼んでも不思議ではない。やめろ、くだらないことを考えるな、とにかくこの女たちはまだ吸血種認定されていないのだ。

　認定するために、わざわざ目の前で仲間の無む惨ざんな様を見せたのだ。

　喉のどや額ひたいに刃を受け、まだ痙けい攣れんして再生しようとしている男たちの心臓に、倫子は次々と死に至る銀刃を突き刺していく。倫子も、二人の女たちも、返り血で濡ぬれる。

　やがて、女たちの喉から漏もれる呻うめき声がねじくれていく。

「……ぅ、う……」

「うぅうウウウウウウッ」

　倫子は多機能腕時計の照明を一瞬だけ点つけた。弱々しい光が、それでも女二人の顔を闇やみの中に束の間浮かび上がらせる。両眼の瞳が鮮血の色に染まっている。耳の先や手の甲も木の皮のように変化しているのが見てとれる。

「桐きり崎さき、瞳どう孔こう赤色化と皮ひ膚ふ硬質化、確認！」

「──えっ、あっ、か、確認！」

　背後で紅く朗ろうの慌あわてた声がする。改かい正せい吸きゆう対たい法ほう第四条第十二項、二つ以上の該がい当とう特とく徴ちようを二名以上の担当官が確認することにより、対象を吸血種と認定できる。

　法的にもそして肉体的にもヒトではなくなった二人の女が涎よだれを散らしながら壁を蹴けって飛びかかってくる。

　倫子はナイフさえも使わなかった。わずかに身を沈めて女たちの爪をかわすと、身を翻ひるがえし、右側の無防備な背中に手刀を突き込む。肉と骨が砕ける感触があり、女がのけぞった。引き抜いた手でまだ脈打つ心臓を握りつぶしたとき、もう一人の女が振り返る。

　顔全面の皮膚が変質したその女は、すでに完全な獣だった。しかし、おびえて硬直している獣の真っ赤な瞳に映っているのは、それ以上に残忍で凶暴な獣だ。

　左手で女のみぞおちをえぐった。

　臓ぞう腑ふの中に突き入れた手を、折れた肋ろつ骨こつの切っ先が搔かきむしる。やがて指先が熱く脈打つ塊かたまりに届く。

　貫かん通つうした背から血が噴ふん出しゆつして背後のコンクリートを黒く塗る。

　紅く朗ろうが駆けつけたとき、倫子の足下には五つの骸むくろが折り重なっていた。流れ出した血が水路に流れ落ち、汚水と混じり合っていく。

「……リンコさん、あ、あのっ」

　紅朗はバッグからタブレットと採取器を取り出した。

「検査はおれがやりますから」

　倫子は紅朗に顔を向けられず、血みどろの壁かべを見つめたまま無言でうなずいた。こんなときに紅朗は余計なことを言わないのがありがたかった。法改正で、処理者自身が事後の採取検査作業をやらなくてもよくなった点も、今は救いだった。

　普通の女性だった。あと数日は理性を保ったままでいられたかもしれない。それを、わたしが凶暴化させたのだ。大量の血を見せ、興奮させて。

　法の下もとに、殺すために。

　いけない、そんなことを悔くいている場合じゃない。一人逃げたのだ。さすがに六人を自分ひとりで片付けるのは無理があった。今頃は特Ｓ殊Ｉ班Ｔの網あみに引っかかって蜂はちの巣にされている頃か。とにかく行かなければ。

「五名、処理しました」

　後ろで特殊班員が連絡を入れる声が聞こえる。

「念のため、血には触るなよ」「川に流す方の水路をふさげ、あとで洗浄業者を入れる」

「下水処理場には流していいんですか？」「大丈夫だ、処理できるから」「一般市民に知られたら大騒ぎだろうがな」「世間は血がちょっとでも身体からだに入ったら感染すると思ってるからな」

　事後処理のやりとりを背中に、最後の一人が逃げた通路へと足を向けたときだった。班員の声がうわずる。

「いない？」

　倫子は振り向いた。紅朗もぽかんとした顔をそちらに向けている。

「たしかにＣ水路ですよ、一本道でしょう！　他の班は？　……ええ、はい、とにかく二人残してあとはそちらに向かわせます」

　通信を切った班員は倫子を見る。

「逃げたやつが消えたらしい」

　班員が詳くわしく話す前に倫子は踵きびすを返して走り出していた。







　わずかな血けつ痕こんと血のにおいをたどって倫子が逃走経路を見つけ出したのは数分後のことだった。Ｃ水路から縦穴をのぼって地上に出たところの、道路脇わきの排水溝の網あみ蓋ぶたが外されていた。

「……地上に逃げやがったのかッ？」

　合流して報告を聞いた特Ｓ殊Ｉ班Ｔの係長は目をむいて怒鳴った。倫子は大おお村むらの携けい帯たいにかける。

「目標が一人地上に逃げました、場所は」あたりを見回して住所をざっと伝える。「二十代の男です、わたしが見たときは緑色のジャケットとデニムでした」

　電話口の向こうから、大村が部下たちに緊急配備の指示を飛ばしているのが聞こえ、倫子は電話を切った。

「我々は引き続き下水を捜す。やつがまた下に潜もぐるかもしれん」

　係長は苦々しい口調で言った。

「お願いします」

「しかし、なぜ」とＣ水路に網あみを張っていた班の班長が憤ふん懣まんの表情で言う。「一本道でしょう、たしかにこっちに逃げたんですよね？　狭い水路だし照明ももう点つけてたし水の中も注意して浚さらいましたよ、人ひとり見落とすわけがない！」

　倫子はうつろな視線を市街地の方へとさまよわせながらつぶやく。

「……暗あん影えい化か……かもしれません」

「なんだそりゃあ」と係長がうめく。

「まだ確かめられたわけじゃありませんが、そういう報告があるんです」

　極度の恐きよう慌こうに達した吸血種が、他者にきわめて知覚されづらくなる現象。報告例だけでまだ検証されていないが、人間の五感を鈍どん麻まさせるなんらかの物質を空気中に分ぶん泌ぴしているのではないかと予想され、伝承中の《吸血鬼》が『鏡に映らない』あるいは『黒い霧きりに変化する』といった特徴を持つのはまったくの妄もう想そうではなくこの暗影化によるものではないかとも考えられている。

「くそッ化け物めッ」

　忌いま々いましそうに係長は言って、それからはっとなり、気まずそうな目を倫子に向けてくる。

「す、すまない、そういうつもりでは」

「ともかく捜します、市街に逃げられたらまずい。すでに凶暴化しているかもしれません」

　倫子がそう言うよりも早く、紅く朗ろうは暗視装備を乱暴に外して植え込みに放り投げ、国道の方へと走り出していた。倫子は紅朗を追い抜き、わずかな血のにおいを頼りに国道に出た。排はい気きガスが吹き寄せてきてにおいを圧おし潰つぶし、散らしてしまう。立ち止まるな、考えろ、こっちにやってきたということは少なくとも地下に戻るつもりはないということだ、人通りの多い方に行った、つまり人混みにまぎれて逃げるつもりか、あるいは渇きのために人を、つまりは餌えさを求めて──

　新しん宿じゆく駅の方へと走り出す。

　悲鳴が聞こえてきたのは三丁目の交差点、伊い勢せ丹たん本店の威い容ようが見えてきたあたりだった。黄信号の交差点を渡り、マルイの向こう側の人通りの多い路地に飛び込む。メトロの出口あたりから大勢が逃げてくる。倫子は階段口に目をやって絶望に襲われた。天井につかえるほどの真っ黒な巨体。新緑のジャケットを突き破って現れた背中の剛ごう毛もう。

　人じん狼ろう化かしている。しかもその太い腕でだれか若い女性を締しめ上げて柱に押しつけている。

「撃ちます！　どいて、どいてくださいッ」

　すぐ背後を走る紅く朗ろうが叫んだ。拳けん銃じゆうを抜いたのが見えたのだろう、押し寄せてきていた人の波が割れる。銃声が続けざまに二度、ビルの谷間に響ひびいた。巨体の脇わき腹ばらあたりの皮がえぐれて毛が散っただけだ。この距離では間に合わない、縊くびり殺される──

　その白い影がいつ眼前に現れたのか、超感覚を有する倫子にさえわからなかった。

　ただ、それは気づけば人狼のすぐ背後にあった。

　地上から天空へと逆様の迅じん雷らいがひらめく。いや──斬きり上げた刃だ。鞘さやから抜きざまに真上へ放たれた電光に等しい斬ざん撃げきが、大木の幹のごとき人狼の右腕を付け根からばっくりと断つ。飛び散った穢けがれの血が、その男の鋼はがね色いろの髪と、処しよ女じよ雪せつのように真っ白な制服とをしとどに濡ぬらす。つかまれていた女性が地面にずり落ち、転げ回ってむせる。

　人狼が苦く悶もんの咆ほう哮こうを吐はき散らして白服の男に向き直った。残った左手がまるで天井の崩落と見まがう勢いで振り下ろされてコンクリートの地面に深々とクレーターをつくり、細かい瓦が礫れきと粉ふん塵じんと血しぶきとを巻き上げる。その場にいただれもが、白服の男は人狼の巨大な掌てのひらで叩たたき潰つぶされて無惨な肉にく餅もちに変えられたのだと思った。

　起きたことをかろうじて視みて捉とらえられたのは、倫子だけだった。

　人狼の動きが止まり──

　その首が、ごとりと落ちた。

　頸けい部ぶの切断面からだくだくと流れ出る血が、たったいま自身の穿うがった地面の穴にたまって池をつくっていく。

　白服の男は──いまや血にまみれてほとんど深しん紅く一色の装いに変わっていたが──人狼の肩の上にいた。平手の一撃が降ってくる一瞬前に跳び、屈かがめられた背に乗って無防備なうなじに刃を振り下ろしたのだ。

　うつぶせに崩れ落ちる人狼の背を踏みしめたその男──志し津づ谷や竜りん胆どうは、太た刀ちを逆手に握り直し、足下に突き立てた。毛むくじゃらの巨体が痙けい攣れんする。心臓が破壊されたことで、傷口の細胞が急激に壊え死ししていくのが見て取れる。遠巻きに見ていた通行人たちが何人も嘔おう吐とした。

「警視庁です！　さがって、さがってください！」

　紅朗が叫んで飛び出し、さっきまで人狼につかまれていた女性のもとに駆け寄る。

「大丈夫ですかっ？　いま救急車呼びます！」

「いま特防局の車が来る。感染のおそれがないとも言えないから我々の専門病院に運んだ方がいいだろう」

　志津谷竜胆が言って、白服の長い裾すそで刃の血と脂あぶらをぬぐい、鞘におさめた。

「えっ、あっ、はい、ありがとうございます」

　志し津づ谷やの方に向き直った紅く朗ろうの目つきが、尊敬と憧あこがれで熱っぽくなる。

「志津谷さん！　やっぱり志津谷さんだ！　やっぱりすっごい強かったんですね、日本刀すごいです！　ほんと危ないとこでした、助かりました！」

　志津谷は相変わらずの無表情で人狼の骸むくろを見下ろし、淡々と言う。

「切断が最も効果的だ。裂傷や銃じゆう創そうは再生しやすい。銃ではどうやっても切断できないから日本刀が最適だ」

「おれも習いたいです！」

　そのとき、背後から大勢の足音が聞こえてきた。

「おい櫻さく夜や！」

　声に振り向くと、野次馬たちをかき分けて大おお村むらや宇う佐さ見みや樺かば沢さわといった捜そう査さ一課の刑事たちが駆け寄ってくるところだった。

　みなメトロの入り口の血みどろの光景を目にして絶句する。

　驚いているのは凄せい惨さんだからという理由ばかりではないだろうな、と倫子は思う。

「……おい、これ……」

　宇佐見がつぶやく。後を引き取って大村が小声で訊たずねた。

「まさかあの日本刀坊ぼつちゃんがやったんじゃねえだろうな」

[image: ]

　倫子はため息をついて答えた。

「別べつ等とう浄じよう血けつ官かんが『処理』しました。事後処理も、たぶんあちらがやると言ってくるはずです」

　血なまぐさくわだかまった沈黙の中、サイレンが少しずつ近づいてくるのが聞こえた。
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「──別等は、全浄血官の中でもたった三人しかいないんです」

　倫子は刑事たちに説明しながら、最初から話しておけばよかったか、と内心後悔していた。

「あまりにも規格外の戦せん闘とう力りよくを有していて、通常の指揮系統の中に置けないので、階級外、という意味です」

「まあ、ありゃあ……たしかに、ひとりでやったってんなら化け物だが……」

　大村がぼやく。

　昨日、事件の後は捜そう査さ課か全員が大量の書類仕事を抱え込まされたため、倫子がことの経けい緯いをこうして刑事たちに話す時間ができたのは翌朝のことだった。それぞれまだ処理しきれていない雑務が残っているだろうに、もやつきを払いたいという欲求には勝てなかったのか、朝から九課のオフィスに集まってきたのだ。

「私もあれからちょっと自分で調べてね」とベテラン巡じゆん査さ部長の樺かば沢さわが口を挟はさむ。「志し津づ谷や家ってなあ、昔からマル吸きゆう狩がりを生なり業わいにしてた家系らしくてね。例の志津谷別等の伯お父じさんが特とく防ぼう局きよくの副長ってことだが、要するに実戦のノウハウをいただくためにポストを与えて特防局に引き込んだっつうことみたいですよ」

　倫子はうなずいた。そうして純粋な狩人かりゆうどである浄血官という役職が生まれたのだ。

　志津谷竜りん胆どうは、狩人の血脈の粋すいだ。

「なんで事前に教えといてくれなかったんスか、警部」

　気まずそうに宇佐見が言う。

「役立たずとか日本刀馬ば鹿かとか言っちまったよ、俺。本人に聞かれたわけじゃねえけど」

「それは」倫子はしばし口ごもる。「話して信じてもらえるとも思えなかったし、それに日本刀馬鹿なのはたしかなので」

「おれも刀教えてもらうって約束しました、あんなふうに立派な日本刀ばかになります！」

　嬉うれしそうに言う紅く朗ろうを倫子はひとにらみで黙らせる。

「それに、志津谷別等──に限らず、浄血官のやり方は間違っています。吸対法に従う気なんて最初からない。協力なんて絶対に無理です」

「でも、今回は助かりましたよね」

　若手巡査の間ま島じまが無遠慮な口調で言った。

「網あみから漏もらしたのはうちのミスだからな」

「犠ぎ牲せい者しやが出てたら課長たちの減げん俸ぽうだけじゃ済まなかっただろうなァ」

　倫子は唇を嚙かんでうつむく。それはたしかにその通りだが、結果論だ。浄血官たちと同じ考え方になってしまう。

「そもそも、連中とはろくに打ち合わせもしていないし、地図を送ったのも昨日の出動直前だってのに、なんでマル吸きゆうの逃げた先に間に合ったんですかね」と宇う佐さ見みが訝いぶかしむ。

「たまたまじゃないのか」

「新しん宿じゆく周辺にてきとうに人を散らしといただけじゃ」

　刑事たちが口々に憶測を持ち出すのを倫子は遮って言った。

「浄血官は、吸血種の存在を感知できるんです」

　全員が息を吞のむ。

「……感知できる？」

「おいそれどういうことだ」

「人間の中に混じってるマル吸が見分けられるってことか？」

「居場所がわかンのか、レーダーみたいに？」

　倫子は、ああ、やはりこういう反応になるのだな、と暗い気持ちになる。

「精度は個人差があります。見分けられる者もいるし、近くに吸血種がいることを感じ取れる者もいるそうです」

「すげえじゃねえか」

「どうやるんです、それ」

「なにか特殊な訓練？　それとも機械で」

「薬品でも使うんじゃ」

　期待に目をぎらつかせる刑事たちに、倫子は首を振る。

「メカニズムはわかっていません。勘かん、だそうです」

　色めき立っていた全員が口を半開きにして固まる。失望の色がそれぞれの顔に波は紋もんをつくって広がっていく。

「……勘……？」

「なんだよそりゃあ」

「科学的な技術として成り立っていたら、とっくに警察も採用しているはずでしょう。とにかく法的に認められた方法で吸血種認定しているわけじゃないんです」

　倫子は辛しん抱ぼう強く言葉を続ける。

「結果的に吸血種を処理できているから法なんて無視していいだろう、というのが浄血官の理り屈くつです。警察が、そんな連中の力を借りるわけにはいかないでしょう？」

　しばしの気まずい沈ちん黙もくの後で、大おお村むらがぼそりと言った。

「……勘、ってことは、……外れることもあるのか」

　刑事たちの顔が一様にこわばる。ぽかんとした表情でいるのは紅く朗ろうだけだった。他はみな、浄血官がやっていることの恐ろしさに気づいている。

「おそらく」と倫子はうなずいた。







　倫子と特Ｓ殊Ｉ班Ｔの係長は、刑事部長室の前でばったりと顔を合わせた。

　倫子は昨日の事件について部長に詳くわしい報告をしに行くところで、係長もおそらくは同じ用事を一足先に済ませたのだろう、ちょうど部長室から出てきたところだった。倫子を認め、精せい悍かんな顔をしかめる。

　頭を下げた。

「昨日は申し訳ありません、わたしが──」

「なんであんたが謝る」

　係長はぶっきらぼうに倫子の言葉を遮った。倫子は視線を上げ、訝いぶかる。

「逃げた六人目をわたしがすぐに追っていれば、地上に出さずに処理できたはずです。完全にわたしのミスです」

「我々のミスだッ！」

　総毛立つほどの剣幕に倫子はたじろいだ。なぜ突然激怒したのかまったくわからなかった。

「網あみを張っていたのは我々だ、下水道突入班の全体指揮は私だったんだから責任は私が負う」

「……いえ……でも、あれは」

「あんたは自分の責任だと言うが、あんたひとりでやった作戦なのか？　我々はいなくても同じだったわけか？」

「そんなことはっ」

「櫻さく夜や警部、あんたはことあるごとに部外者面づらするが」

　係長は声を震わせる。怒りではないものもそこに混じっている気がするが、なんなのかは倫子にはわからない。

「自分でどう考えていようとあんたは警察官だし、うちの作戦で動いてるときは私の指揮下で、責任は私だ」

　大おお股またで歩み去る係長の足音を背中に聞きながら、倫子はドアの前でしばらく立ち尽つくしていた。でも、と声に出さずに答える。わたしが追っていれば済んだのは事実だ。あなたたちではどうにもならなかったのも事実じゃないか。

　最初からひとりでやっていれば、楽だったのに。
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「──勘かん、というならば、そうだろう」

　紅く朗ろうの問いに、志し津づ谷や竜りん胆どうは答えた。

「なにをどう感じているのか、説明はできない。訓練法も、捕ほ獲かくした吸血種に様々な状況で接触させるというやり方もあるにはあるが、基本的には実地だ」

「はあ」

　いま志津谷は聞き捨てならないことを言った気がする──マル吸きゆうを捕獲？　していいんだっけか──が、紅朗はよくわかっていない顔で生返事する。

　二人がいるのは警けい視し庁ちよう最上階にある道場だった。週に一度、昼休みに時間が空いていれば剣の稽けい古こをつけてくれることになったのだ。紅朗だけ面めん胴どう籠こ手てのフル防備で二十分ほど打ち合い、こてんぱんにされた後で、一息入れている間に紅朗が浄じよう血けつ官かんについて色々訊きいたのである。

「大昔からそうやってマル吸を見つけてきたんですか？」

「そうらしいな。志津谷家は、記録に残っている限りでも、江戸末期から吸血種狩がりを営んでいたことがわかっている」

「江戸時代！　すごいですね、ちょんまげですか！」

「かなり卑いやしまれた職だったらしいから、ざんばら髪だろう」と志津谷はまじめに答える。

「そんな昔からじゃ、科学的な方法とか無いですよね……」

　紅朗は腕組みする。リンコさん、そこを気にしてたっけ。

「吸血種かどうかわからないことって、ないんですか」

「ない。人間か猿さるか、いちいち科学的な方法で調べなくとも間違うことはないだろう。それと同じだ」

「はあ。そんなにちがうんですか。おれには無理かなあ」

　これまでに逢あった吸血種たちを一人一人思い出してみる。どれも、黙って人間の群れの中に紛まぎれ込まれたら区別はつかない気がする。

「最終的には遺い伝でん的てきなものも関係するのではないかと私は思っている。浄血官の技術の多くが、志津谷家の直系だけに伝えられてきたものだ」

「かっこいいですね！　じゃあ志津谷師し匠しようもお父さんに鍛きたえられたわけですか」

「私の父は私が産まれてすぐに、ある強力な第一世代の手にかかって殺されている。私を育てたのは伯お父じだ」

「あっ、……す、すみません」

　志津谷は首を傾かしげた。

「なぜ謝る？」

「……なぜ、って、いやあ、そのう」

　そういえば、と紅朗は思う。自分も、両親を吸血種に殺されたという身の上を話すと、聞いた相手に必ず謝られ、困惑したものだった。相手の気持ちが今わかった。謝っちゃうものなんだなあ。

　そして、『だから仇あだ討うちのために吸血種捜そう査さ官かんになったのか？』という質問が次に必ず飛んでくる理由もようやくわかった。自分も今、志し津づ谷やに同じ質問をしたくてしょうがない。

　だいぶ迷ってから、ほんとうに質問してみた。

「じゃあ志津谷師し匠しようがマル吸と戦うのは、お父さんの仇かたきだからですか」

　反応は半ば予想通りだった。質問の意味がわからない、という顔をされたのだ。おれもこういう顔してたんだろうなあ、と紅く朗ろうは思う。

「父の顔も、どんな人間だったかも知らないし、殺したその第一世代も行方ゆくえがわからないし、他の吸血種を仇討ちとして殺す意味はひとつもない」

　そりゃあそうだ。

　要するに、わかりやすい理由がほしくなるんだろうな。わざわざ吸血種と戦うなんていう危険な仕事を選ぶのは、やっぱり変だから、仇討ちっていう説明がつくと安心できる。おれと話していた人たちもそうだったし、今のおれもそうなんだろう。

　おれは、少しでも役に立ちたかったからだけど、この人は……そんな理由で戦うような人じゃないよな。

「私が吸血種と戦うのは、血のせいだ──としか言えない」

　紅朗は呆ぼう然ぜんと、志津谷の氷ひよう壁へきのような横顔を見つめる。

「剣をとってやつらを狩る以外の生き方が理解できない。吸血種が人の血を啜すすって生きるしかないように、志津谷の者は吸血種の血を浴びて生きるしかない」

「……マル吸なら、だれでも殺すんですか」

　おそるおそる訊きいてみる。

「準備ができていればな」

「わ、悪くないマル吸の人だっていますよ？」

「そんな区別になんの意味がある。悪い吸血種とやらは、本人やまわりの者にとっては悪くない者かもしれない。悪くない吸血種とやらも逆のことが言える。分けるだけ無意味だ」

　自分や倫子が処理してきた大勢の吸血種のことを思う。

　志津谷の言う通りかもしれない。良い悪いなど、こちらが勝手に決めつけているだけだ。

「……そうでした。おれ、お母さんの目の前で、マル吸の息子さんを──殺しちゃったことがあります。あの人にとってはおれの方が……悪いやつ、ですよね」

「そんなのはいくらでもある」

　ふと思いつき、ぞっとする。

　この男はいつか倫子を殺すかもしれないのだ。認可吸血種がどうとか、関係なく。ただ血が求めるままに。

　志津谷に倫子を殺されたら──自分はどうなるだろう。殺したいくらい憎むだろうか。わからない。考えたくない。

「恨まれますよね。……どうしてるんですか、そういうの」

　自分でもなにを訊きいたのかよくわからなかった。恨みなど気にしていない、と切り捨てられて終わるにきまっていた。

「どうもしない」と志し津づ谷やは静かに答え、しかし、こう続けた。「ただ、一人も忘れないようにはしている」

　紅く朗ろうは、なぜかまぶしさを感じて目を細めた。

「忘れない？」

「今まで殺してきた吸血種、一人残らず」

「憶えてられるもんですか？」

「頭で憶えるのは限界がある。だから傷で憶える」

　袖そで口ぐちや襟えり元もとからのぞく志津谷の素肌は古傷だらけだ。胴どう着ぎをはだけさせ、片腕を袖から抜いて厚い胸板をみせる。肌にびっしりと刻まれた傷きず痕あとをひとつひとつ指さし、語っていく。いつどこで狩ったのか、男か女か、歳はどれくらいだったか、どんな仕事に就いていたか……。

「相手が弱く、私に傷ひとつ負わせられなかったら、自分で刻む。そうすれば忘れない。強かった者は忘れようもない」

　左の脇わき腹ばらから臍へそあたりにかけて、まだ皮ひ膚ふが埋うまったばかりの新しい傷痕が大きな三日月を描いていた。

「……それは……まさか自分でつけたものじゃないですよね」

「これは、二ヶ月前の任務で、第二世代の男にやられた傷だ」

　志津谷は傷痕を指でなぞる。

「強かった。これまでに狩ったどの吸血種よりもだ。あれはおそらく、護る者がいたからだろうな。恋人か妻か、とにかくもうひとり吸血種の女が一緒にいた。女を逃がすために男は応戦してきた。ここまでの傷を負わされたのははじめてだ」

「その……女の人はどうなったんですか」

「逃げた。さすがにこの傷では追えなかった」

　紅朗は安あん堵どしている自分に気づいた。逃げられたなら、男が戦って死んだのも無む駄だにはならなかったわけだ。マル吸きゆうが処理されなかったことにほっとするなんて、おれは捜そう査さ官かん失格だろうか、と思う。

　しかし、志津谷は無表情のまま、こう続けた。

「あの女は、おそらくもう一度私の前に現れる」

「……え？　ど、どうしてですか」

　志津谷の指が傷痕を上へとたどり、自分の心臓の上に至る。

「復ふく讐しゆう者しやの目をしていた」










　　　　　　　２







　宮みや瀬せが九課かオフィスにわざわざやってきたのは、新しん宿じゆく三丁目駅での人じん狼ろう化か事件の翌日の夕方だった。

「どうしたの倫子ちゃん、顔色悪いけど」

「ん……」倫子は言いよどむ。「ちょっと仕事が溜たまりすぎて、くたびれてる」

「珍しいね。きみたちはそういうのと無む縁えんなのかと思ってたよ」

　たしかに吸血種は肉体的疲ひ労ろうをほとんど抱え込まない。驚異的な回復力が備わっているせいだ。疲れているとしたら精神的なものだ。

　特殊班係長に言われたことを、まだうまく吞のみ込めずにいるのだ。自分が悪かったのか。だとしても、どうすればよかったのか。

　考えるのはよそう、と倫子は首を振った。

「わざわざ捜そう査さ課かに来るなんて、そっちこそ珍しいじゃないか。なにかあったのか」

「人に聞かれたくない話なんだ」

　倫子は少し面食らったが、オフィスのドアを閉めた。

「科か捜そう研けんの人間にも聞かれたくないのか？」

「うん。まだだれにも話していない」

　宮瀬はロッカーに寄りかかって、しばらく言葉を探した。

「昨日の、『処理』された人たちの解剖は、まだ終わってないんだけどね。ひとまず、男性全員が第五世代、女性が二人とも第六世代なのは確認した」

　倫子はうなずく。

「人狼化したあの男も……第五世代か」

「そう。第五世代の人狼化は、知る限りこれで二件目だ。一件目は先月の、倫子ちゃんが処理したファミレスのやつ」

　人狼化は、吸血種のより原始的な遺い伝でん情報の発はつ露ろだと考えられている。これまで、最低でも第四世代までしか報告例がない。異例の事態がなぜ近辺で二件も続いたのか。

「それに、『キングダム』を騙かたっていた連中の薬。あれもおかしかった。あまりにも感染力が高すぎる」

　宮瀬の言葉に倫子は眉まゆをひそめる。

　吸血種は元来、感染力が非常に弱い。しかし先月に起きた事件はどれも異常に高い感染力が引き起こしたものだった。Ｆ大学の食堂の店員だった吸血種は料理に血液を混入させただけで二十六名もの感染者を出したし、薬物密売グループはビルの貯ちよ水すい槽そうに薬を投じ、ビル全体を感かん染せん禍かに巻き込んだ。

「これはまだ推測で、証拠はなにもない」

　そう宮みや瀬せは言って、いったん言葉を切り、声を落とした。

「『白はく楼ろう』の技術が漏ろう出しゆつしてるんじゃないかと思う」

　倫子は目を見開いた。
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　東京拘こう置ち所しよは、葛かつ飾しか区にある日本最大の拘置所である。ほとんどの警察官にとっては用のない場所で、紅く朗ろうも来るのははじめてだった。中央の塔から六本の棟が放射状に伸びる独特の造りの巨大な建物で、上空から見下ろすと『＊』の形をしているという。

「ところでリンコさん」

　エントランスの前で、隣を歩く倫子に訊たずねる。

「拘置所ってなんなんですか。刑務所とどうちがうんですか」

　倫子は足を止め、ザリガニの死し骸がいでも見るような目を紅朗に向けてくる。

「ほんとうにそれでも警察官なのか？　刑務所は懲ちよう役えきとか禁きん錮この刑を受けさせるところ、拘置所は刑を受ける予定の人間を閉じ込めておくところだ」

　紅朗は首を傾かしげる。ちがいがよくわからない。チョウエキとキンコってなんだっけ？

「キンコの刑って金庫に閉じ込めるんですか？　まわりがお金いっぱいで嬉うれしいんじゃ」

「おまえが閉じ込められてろ！」

　倫子は激げつ昂こうした。それから嘆たん息そくして説明する。

「ああもう面倒くさい。いいか、刑務所に入れられるのはそれ自体が刑けい罰ばつだ。でも拘置所に入れられるのは、刑罰を受けるのを待っている人間だ。わかったか？」

「はあ。……ええと、待ってる人っていうと、どんな」

「たとえば」倫子は声をひそめた。「死し刑けい囚しゆうだ」

　さしもの紅朗も、ぞっとした顔でビルの高みを見上げた。

　拘置所の入り口でこんなやりとりをしていれば、当然ながら職員からじろじろ見られる。倫子は恥はずかしそうに顔を伏せながら、紅朗の背中をぐいと押して入り口をくぐった。

　下りのエレベーターを三回乗り継いだ。そのたびに長い廊下を歩き、職員に警察手帳をチェックされ、身体検査まで受けた。さすが死刑囚を閉じ込めておく建物だなあ、厳重なんだなあ、と最初のうちは思っていたが、三回目のエレベーターでおかしいなと気づき始める。

「……あのう」

　開閉以外のボタンも階数表示もないエレベーターの中を見回しながら紅朗は訊ねる。

「今日なんの用で来たんですか？　後で話す、って……」

「着いたら話す」

「ど、どこにですか？　なんかめっちゃ地下に潜もぐってる気がするんですけど、このままじゃ地球の裏側に出ちゃうんじゃ」

「ばかな心配してないで静かにしてろ」

「ところで地球の裏側ってブラジャーでしたっけ」

「ブラジルだっ！　どういう頭してるんだおまえはっ？」

　怒鳴ってから、静かにしろと自分で言っていたのをはっと思い出したのか、倫子は顔を赤らめて黙り込んだ。リンコさんって胸の話するといつも怒るなあ、と紅く朗ろうは思う。

　エレベーターが停まるまで、実際にはほんの一分ほどだったのだろうが、紅朗には二時間くらいに感じられた。ドアが開き、あふれ出てきた思いがけないほど強い光に紅朗は目を細める。倫子は一歩踏み出した。紅朗は立ち尽つくしたままだった。

　目にしているものが信じられなかった。

　青々とした芝生、花か壇だんにあふれる彩り豊かな花々、その奥の慈いつくしみ深い陰をたたえた林。幹の間に見えるあずまや、白しら樺かばのベンチ、土の香り、群れる蝶ちようや蜂はち、そしてどこからか聞こえてくる鳥のさえずりとせせらぎの音。紅朗はめまいがしてきた。地下……に……おりてきたんじゃなかったか？　ほんとに地球の裏側に出ちゃったのか？

「桐きり崎さき、ドア閉まるぞ！　なにやってるんだ！」

　倫子に言われ、はっとして紅朗はエレベーターから出た。閉じかけたドアに身を挟はさまれそうになってしまう。

　あらためてあたりを見回す。

　注意して見てみれば、屋内だ。天井はあきれるほど高く、昼光色の照明がたくさん並んでいる。背後の壁も一面のコンクリートで、今しがた出てきたエレベーターのドアの他にも、いくつかの戸口や排はい気き口こうらしき四角い穴が見える。

　地下に人工的に造られた庭園なのだ。どれだけの広さなのだろう。エレベーター前の広場をぐるりと囲む木々が深いせいもあるが、正面も右も左も、向こう側の壁はまったく見えない。

「……な、なんですか、ここ」

　紅朗はほとんど独り言のように訊ねる。

「『白はく楼ろう』だ」と倫子は言った。「この場所のこと、だれにも言うなよ。……たぶん、常人で足を踏み入れたのはおまえがはじめてだ」

「はあ」

　紅朗は目をぱちくりさせる。さらになにか訊きこうとしたとき、幼い声が響ひびいた。

「ねえさま！」

「ともこねえさまだ！」

　木陰から駆かけ出してきたのは、真っ白なワンピース姿の少女二人だった。年の頃十歳くらい、片方は髪かみが短く、もう片方は長い一本の三つ編みで、二人とも金のバックルつきの黒いチョーカーを首に巻いている。面おも立だちが似ているところを見ると姉妹だろうか。どちらも裸足はだしであることに紅く朗ろうは驚いた。あちらも紅朗を見とめて警けい戒かい心しんをありありと目に浮かべる。
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「ジーラ、ニーナ、おはよう」

　倫子は言って、二人の頭をなでた。

「この男は大丈夫だ。わたしの仕事仲間だから」

　ジーラとニーナ（どちらがどちらかはわからないが）はほっとした顔になり、嬉うれしそうに倫子の両腕にぶら下がろうとする。

「今日来てくれるって聞いて楽しみにしてた！」

「あたし最近シューベルトを何曲か弾ひけるようになったの、聴きいて聴いて！」

「シャルたちがバスケやりたいって言ってたよ、今日は長くいられるんでしょ？」

「ハナとラウラが劇げきの練習してて、だれかに見せたがっててね、それでそれで」

　倫子は困ったように笑って言う。

「すまない、今日も仕事できたんだ。大人ターレンはもう起きている？」

　二人はそろって不ふ機き嫌げんそうなむくれ顔になった。







　二人の少女に案内されて林を抜けた先に、やや開けた窪くぼ地ちがあり、藤ふじ棚だなを屋根代わりにした小さなあずまやがあり、木製のテーブルと何脚かの丸まる椅い子すが置かれ、籐とう製せいのカウチに一人の初老の男が寝そべっていた。

「よく来てくれたね、倫子」

　男は穏やかな声で言った。しわのついたワイシャツを腕まくりし、膝ひざには毛布をかけている。髪もあごひげも真っ白だったが、それほど高齢には見えなかった。六十代はじめくらいだろうか。その整った面おも立だちは、紅く朗ろうになにかを思い出させた。しばらく考えてから思い至る。ギリシャだったかローマだったかの彫像だ。

「おはようございます、大人ターレン」と倫子は慇いん懃ぎんに頭を下げた。「今日はおかげんがいいみたいですね」

「ああ、おかげで久しぶりにラボで作業ができたよ。そちらが例の彼かい」

「はい。同どう僚りようの桐きり崎さきです」

　倫子にちらと目配せされ、紅朗はまだ状況をよく吞のみ込めていないながらも一歩前に出て最敬礼した。

「はじめまして、桐崎紅朗です！　リンコさんにはいつもお世話になっています」

「白パイだ。下の名前はもう忘れてしまった」と男は微笑ほほえんだ。

「白パイ大人ターレン、今日はなぜ桐崎を連れてこいと言ったんですか？」と倫子が複雑そうな面おも持もちで訊たずねる。「だいたい『白はく楼ろう』に普通の人間は入れてはいけないのでは」

「べつにそんなきまりは作っていないよ」と白パイは小さく首を振る。「たしかに久命種メトセラのために造った庭だし、子供たちが怖がるからなるべく同族しか入れないようにしているがね、私が気に入ればだれだって歓迎するさ。……紅朗。いい名前だね」

「……はあ。ありがとうございます」

「紅朗、きみのことは白パイ麗リーや白パイ竜ロンから聞いていたんだ。面おも白しろそうな子だから逢あってみろ、とね。ちょうど倫子が私に用があるというし、ついでに来てもらったんだよ」

「白パイ麗リーさんと白パイ竜ロンさんですか！　お知り合いですか？」

　白パイ麗リーと白パイ竜ロンというのは、北きた池いけ袋ぶくろで中華料理店を営む吸血種で、倫子の知り合いだ。紅朗もなぜか気に入られて何度か店に足を運んだ。

「あれ？　名字が同じってことはご親しん戚せきですか？」

「まあ、そのようなものだな。二人とも私の娘と息子みたいなものだ」

「えっ、じゃああの二人って姉弟だったんですか、全然似てませんでしたけど」

　傍そばで聞いていた倫子が嘆たん息そくした。

「そうじゃない。白パイ大人ターレンはあの二人に血を分けた第一世代だ」

　紅朗は目をぱちくりさせて白パイと倫子の顔を見比べた。やがて口を間抜けに開く。

「あー、ああ、ああ！　わかりました！」

　そういえば白パイ麗リーさん、第二世代だって言ってたっけ。だれか第一世代に血をもらってマル吸きゆうになったわけで、その『親』がこの人なのか。

「おじいさんの吸血種もいるんですね、みんな見た目が若い人たちばっかりかと思ってましたけど」

　紅く朗ろうの言葉に、今度は白パイが不思議そうな顔をする番だった。倫子を見やって言う。

「……たしかに、面おも白しろい子だね」

「ただのばかです」倫子は渋しぶい顔で言う。「非礼はお赦ゆるしください」

「皮肉で言ったのではないよ。ほんとうに興味深いという意味だ」

　それから白パイは紅朗に目を戻す。

「我々の加齢速度はきみたちに比べればひどく遅いし、しかもどんどん減速していくが、まったく老いないわけじゃない」

「あー、じゃあ白パイさんはもっっっっのすごく長く生きてるってことですか。何百年も」

　白パイはなんだか嬉うれしそうにうなずいた。

「桁けたはもうひとつ多いがね」

「桁？　ええと……百年じゃなくてもう一桁……」紅朗は目玉をぐるぐる回して考え込み、それから決然と目を見開いて言った。「百万年！　ですか！　すごいです！」

「ほんとうに申し訳ありません」

　倫子が弱り切った表情で何度も頭を下げた。

「百万年。ふふ、こんな地底で暮らしていると、ほんとうにそれくらい経たってしまったように思えてしまうから危ういね。たとえ昔の出来事は忘れても、時がすべての人々に等しく流れ過ぎていくということだけは忘れないようにしたいものだ」

「白パイさんはずっとここに住んでるんですか？」と紅朗は目を丸くして庭園を見回す。「えっと、ここって拘こう置ち所しよなんですよね？　つまり、その、白パイさんは閉じ込められて……」

「そうじゃない」と白パイは笑った。「私が造った庭の上に、拘置所を建てられてしまったんだよ。しかし色々と便利なので、エレベーターでつなぐのを許可したんだ」

「はあ」

「きみもだいたいわかっているだろうが、この『白はく楼ろう』に住んでいるのはみんな久命種メトセラ、きみたちが呼ぶところの吸血種だ。さっき迎えにいったニーナもジーラもね。ここで生まれ、育ち、学び、やがて私の研究を手伝ってくれる」

「学者さんだったんですね！　なんの研究をしてるんですか？　こうやって地下で森を育てる研究でしょうか。すごいですよね、ここ！　おれこういう秘密基地みたいなのめちゃくちゃ好きなんです、探検したいなあ」

　倫子がまたあきれて叱しかりつけようとしたのを察して白パイが遮った。

「これはただの趣味だよ。私の研究対象は──我々自身さ」

　白パイは自分の胸に手をやり、紅く朗ろうの顔を見て、足下の草に視線を落とし、それから倫子の顔に目を移した。

「倫子の無ぶ粋すいな用事も、私の研究の話だろう？」

　倫子は目を伏せた。

「……はい」

「では紅朗、きみともっと話したいのもやまやまだが、子供たちの相手をしてやってくれないか。倫子の話は長くなりそうだ」

　白パイが何人かの名前を呼ぶと、少しの間を置いて、木立の間から揃そろいの白いワンピースを着た裸足はだしの少女たちが走り出てきた。先ほどのジーラとニーナもいる。同じ服とチョーカーを身につけているせいもあるのだろうが、全員見分けがつかない。取り囲まれた紅朗は無遠慮にじろじろと見られ、動物園のゴリラにでもなった気分だった。白パイが「遊ゆう戯ぎ部屋にお連れしなさい」と言うと、少女たちは紅朗の背中を押し、あるいは腕を引っ張って、林の奥へとずんずん歩き出した。







「──たしかに、ここの技術ならできなくもない」

　白パイは硬い口調で答えた。

　二人は庭園のさらにもう一階層下にある研究室に来ていた。試験管やビーカーや大型の測定器が並ぶ薬やく品ひん臭しゆうの充満した空間は、倫子にどうしようもなく科か警けい研けんを思い出させた。かつて育ての母親を死なせた場所。禍わざわいを呼ぶ、この血で。

「いくらか応用は必要だがね。知っての通り、私の興味の対象は感染を防ぐこと、凶暴化を抑えること。まったく逆だ。しかし、止める技術と促うながす技術は表ひよう裏り一いつ体たいだからね」

「単刀直入にお訊ききしますが、ここの技術が外に漏もれる可能性はありますか」

　ない、という即そく答とうを予想していた。白パイは外部との接触にはかなり慎重だからだ。

　ところが白パイはうなずいた。

「実を言えば心当たりはある」

　倫子は身を乗り出していた。心当たりがある？

「もう何年も前のことだが、私の子供たちのひとりがここを抜け出して地上にいってしまったんだ。優秀な子だった。いずれこの研究室を引き継がせようと考えていたくらいだ。しかし、地の底は狭すぎたのだろうな。若かったし、野心に燃えていた。この研究は定命種モルタリスたちと共有するべきだ、と言って、止めても聞かなかった。そして出ていった」

「……追わなかったんですか？」

「追えなかった。その子は戦せん闘とうにかけては私より上でね」

「まさか」

　倫子は目を剝むいた。白パイは倫子の知る限り最古の真祖だ。子供たちのひとり、ということは相手は第二世代で、白パイにかなうわけがない。

「倫子、きみは私を買いかぶっている。私は学者だよ。荒事は得意じゃない。きみだって私には簡単に勝てるだろう」

「そんなことは──」

　否定しようとして、話がそれているのに気づき、倫子は咳せき払ばらいする。

「どんな子ですか。名前は？」

「子供、といってもきみより年上だよ。ここを出ていったとき、すでに四十だったか。名前はフリオとつけた」

「……男性……ですか？」

　この『白はく楼ろう』には女の子しかいないものだと思っていたので倫子は少し驚いた。

「男だ。昔はね……男の子も育てていたんだ。フリオの件があってから、女の子だけにしようと決めたんだよ。男はね──やはり、飛び立とうという心を抑えきれない」

「そのフリオという男、行方もわからないんですか」

「わからない。白パイ麗リーに頼んで調べてもらったが、杳ようとしてつかめない。我々の種族が定命種モルタリスたちの社会で暮らしていこうとしたら、どうしても食糧補給の問題に直面する。供給ルート上に、なにがしかの手がかりが残る。白はく竜りゆう軒けんの情報網もうにかからないということは……」

「自分で言っていたように、人間と協同で研究を進める代わりに血を提供してもらっている、という可能性はありませんか」

「あるね」

　そこから、吸血種に関する高度な生物学的技術が流出した。

「なぜ──そんなことが起きていたなら、すぐに警察なり特とく防ぼう局きよくなりに報しらせなかったんです」

　訊たずねる声が震えているのが自分でもわかった。

「いけないね、倫子」

　白パイがやさしい口調で諭す。

「答えがわかりきっている質問をわざわざ口にするのは、最も愚かな行為のひとつだ」

　そうだ。わかっている。わかりきっている。白パイの目にたたえられた穏やかな虚無を、倫子はほんの少しの間だけのぞき、すぐに顔をそむけた。

「定命種モルタリスたちがどうなろうと、私はどうでもいいんだ。私の研究はすべて私たちのため。私たちが──定命種モルタリスという、餌えさでもあり敵でもあり友でも恋人でも親でもある生き物に、依存せずに生きていく方法を見つけるため。……いや、これさえもほんとうはどうでもいい」

　老人の口元に浮かぶ笑みは、嵐の夜が明けた後の白々とした空に透ける月のようだ。

「私はただ知りたいんだ。いったい私たちはなんなのか。なぜ生まれて、なぜこのように生きて、そしてどこに行くのか」
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　紅く朗ろうは少女たちにつきあってずっとバスケットボールやバドミントンをやらされていたらしく、倫子がエクササイズルームに迎えにいくと、汗みずくになって床にへたり込んでいた。

「クロウ、ほら立って！」

「次はチャンバラしよう、警察官だから得意でしょ？」

　取り囲んだ少女たちが容よう赦しやなく紅朗の腕をつかんでぐいぐい引き起こそうとしている。

「……わ、わかりました、おれも剣の道を極きわめようと思っている男です、全員まとめてかかってきやがれです！」

　立ち上がった紅朗は息も絶え絶えに言う。少女たちが手に手にスポンジ製の剣を握って嬉うれしそうに紅朗に襲いかかったところで、倫子は止めに入った。

「ともこねえさま、ずるい！」

「クロウをひとりじめして！」

「ひ、ひとりじめってなんだっ、わたしたちは仕事で来てるんだぞ」

　言い返すと少女たちはそろってむくれる。

「今度来たときにはわたしが相手になってやるから！　桐きり崎さきは普通の人間なんだ、おまえたちの相手をしてたら身体がいくつあっても保もたない」

「でもクロウはなんでもつきあってくれたよ」

「ねー」

「一対八のドッジボールとかすごく楽しかったよね」

　桐崎にはあとで昼食でもおごってねぎらってやるか、と倫子は思った。

　名残なごり惜おしそうな大勢の少女たちに賑にぎやかに見送られて二人は『白はく楼ろう』の庭を後にし、エレベーターに乗り込んだ。

「楽しかったです！」

　まだ顔を上気させた紅朗が言う。

「やっぱりマル吸きゆうの人たちって運動すごいんですね、みんなあんなにちっこいのにダンクシュートとかジャンピングスマッシュとかばっしばっし決めてくるんですよ！」

　ああ、うん、と生返事しながら、倫子は紅朗の顔をしげしげと観察する。

『白楼』の子供たちにしてみれば、はじめて目にする常人だったはずだ。しかも、男。最初は当然ながらかなり警戒されていたのに、気づけばああして帰るのを惜しまれるくらい親しくなっている。不思議なやつだ、とつくづく思う。

「あんな場所があったんですね、ほんとびっくりしました」

「……ああ、うん。わたしもはじめて白パイ麗リーに連れていかれたときは、驚いた」

　あの庭の建造にも維持にも、どれだけの費用と手間がかかるのか、想像もつかない。

「ちゃんと……あったんですね」

　紅く朗ろうの口調が、湿しめり気を含んだものに変わっている。倫子は訝いぶかしんで紅朗の横顔を見つめる。どうしたのだろう。

「……なっちゃんさんが造ろうとしてた王国って、ああいうのですよね」

　倫子は爪つま先さきに視線を落とした。

　紅朗の口から、七な月つきの名前が出てくるとは思っていなかった。

　久く瀬ぜ七月。吸血種の生活集団『キングダム』を率いていた第一世代の少年。高校生として人間社会に潜もぐり込み、梨り紗さの同級生になって紅朗や倫子に接近し、情報を収集していた。

　紅朗にも、七月が正体を偽いつわってこちらを欺あざむいていたことはすでに伝えてある。この男なりにどう真実を吞のみ込んだのだろう、と倫子は気になっていたのだ。

「なっちゃんさん、さっきの場所を見たら喜ぶんじゃないかなあ。ていうか、なっちゃんさんたちもあそこでみんな一緒に暮らせば──」

　倫子は皮肉な薄笑いを浮かべて紅朗の言葉を遮った。

「喜ばないだろうな」

　紅朗は目をしばたたいて倫子の顔を見つめる。

「どうして……ですか」

「『白はく楼ろう』は、おまえが考えてるような場所じゃない」

「え？　……あの、マル吸きゆうの子供を育てて、みんなで暮らして、っていう場所じゃ」

「たしかに、みんな安全に暮らしている。でも、あの子たちは『白楼』から出られない」

「ええと、それは、外は危ないからっていう」

「そうじゃない。白パイ大人ターレンが許さないんだ。なぜって、『白楼』の子供たちは全員、白パイ大人ターレンが自分の研究の実験用に生ませた子だからだ」

　紅朗は口を半開きにしたまま固まった。

「穏やかで好意的な人に見えたなら、それは幻想だ。あれは千年生きている化け物だ。憶えておいた方がいい」

　その後、エレベーターが地上に着くまでの間、紅朗は無言のままだった。







　拘こう置ち所しよ一階のロビーに、地味なスーツ姿の男が待っていて、倫子と紅朗をみとめると手を振ってきた。宮みや瀬せだった。白衣を着ていないのでだれなのか一瞬わからなかった。

「ご老人、なんて言ってた？」

　そう訊きいてくるので、倫子は白パイから聞いた話をそのまま伝えた。『白楼』の子供たちの一人であり優秀な研究助手でもあったフリオという男が逃げ出したこと。研究結果が持ち出された可能性がたしかにあること。

「……そう……か」

　宮みや瀬せは複雑そうな表情になる。悪い予想が的中したがゆえの苦々しい思い──だけではないのがわかる。

　惜しんでいる。残念がっている。

「なんで警察に来てくれなかったかなあ、そのフリオって人」

　この男もまた研究者なのだ、と倫子は思う。

　意識の底に、白パイと同じ、他のなにもかもを干上がらせてしまうような知識への渇かつ望ぼうがある。

「『白はく楼ろう』の技術をね、もっと科か警けい研けんや科か捜そう研けんに提供してくれればね……それこそ、私と一緒に……ああ、いや、今はそんな話はいいか」

　宮瀬は咳せき払ばらいする。

「ご老人は私が『白楼』に入る許可は──くれない、よね、やっぱり」

「無理だろうな」

　倫子が即そく答とうすると宮瀬はため息をついた。

　かつて白パイが何度か科捜研の持つデータを所望したことがあり、宮瀬はそのときの協力と引き替えに『白楼』から情報提供を得た。吸血種自身による詳しよう細さいで深い研究成果に驚きよう嘆たんした宮瀬は、それ以来『白楼』との協同研究を熱望しているのである。

　警視庁に向かう車中で倫子は言った。

「ともかくそのフリオという男を追ってみる。偽『キングダム』の線は手がかりなしか？」

「ないね。あのオフィスビルの拠点は、ＰＣとか書類とかが一切見当たらなかった。逃げ出すつもりで前もって処分していたんだろう。おまけに当人たちはみんな殺されてしまったし、手詰まりだよ」

「そうか……」

　しかし、白パイ麗リーの情報網もうにもかからない相手の消息を、果たして警察がつかめるだろうか。

　なにしろ『白楼』の子供たちには外界での人間関係が一切存在しない。たどろうにも糸口さえないのだ。

　そのとき、運転席の紅く朗ろうがふと言った。

「なっちゃんさんに訊きいてみればいいんじゃないんですか」

　助手席の倫子は、眉まゆをひそめて紅朗の横顔をにらんだ。

「……なに言ってるんだおまえは」

「だって、その」紅朗はおそるおそる言う。「なにか知ってるかもしれませんよね。ボスだったわけですし、あと、薬造ってた連中にも最後に逢あってるわけですし」

　そのあと殺しちゃったわけですけど、と小声で付け加える。倫子はあきれて腕組みした。

　薬やつ禍か事件を起こした吸血種たちは、かつて七月の王国の構成員だった。王国を裏切って逃げ出し、あまつさえ『キングダム』の名を騙かたって吸血種化薬を捌さばいていたのだ。裏切り者たちを一人残らず殺したのは、他ならぬ王──七な月つき本人だった。

　七月がなにか知っている可能性は、紅く朗ろうの言うとおり、たしかにある。

「だからって、どうやって連絡をとるっていうんだ。行方ゆくえもわからないんだぞ」

「それは、ええと、なっちゃんさんにしかわからないようなメッセージを新聞とかテレビとかにですね」

「スパイ映画じゃあるまいし──」

「いいんじゃないの、その案」

　後部座席の宮みや瀬せが身を乗り出してきた。

「吸血種関連のニュースリリースにさ、キーワードを混ぜたちょっと違和感のある文章を入れてさ、何日か続けて」

　紅朗と宮瀬がアイディアを出し合うのを横で聞きながら、倫子はため息をついた。

　あんな別れ方をした七月を、こちらから呼び出せというのか。気が重かった。
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　ニュースリリースを出した三日後のことだった。

　夕方、倫子が自宅のマンションに着替えをとりに戻ったとき、エントランスのソファにセーラー服姿の小こ柄がらな人影があった。退屈そうにスマートフォンをいじっている。一見して、おとなしそうなショートカットの女子高生という風ふう貌ぼうだったが、倫子にはだれだかすぐにわかった。あちらも気配を隠そうともしていなかった。

　立ち上がり、微笑ほほえむ。

「久しぶり、倫子さん」

　倫子はあたりをうかがった。他に人の気配はない。

「……なんで女のかっこうなんてしているんだ」

「変装ですよ。ほら、ぼくの同級生とかにばったり遭あうかもしれないでしょ」

　口の中のもやもやしたものを嚙かみ潰つぶすと、倫子は七月を非常階段口に連れていった。

「まさかほんとうに来るとは思ってなかった。……あんな連絡方法で」

「同族関連のニュースはずっとチェックしてるから。捕まった容疑者が『時間を七月に戻してやり直したい』と言っていた、なんて……わけがわからないし、そもそもそんな証言をニュースに出す理由がないでしょ。だからすぐにぴんときました」

　倫子はそのアイディアには半信半疑だったし、よしんばニュースが七月の目に入っても接触してくるとは思っていなかった。まさか、こんなにすぐにやってくるとは。

「それで、やっとぼくと一緒に来てくれる気になったってことですか？」

　七な月つきは満面の笑みでにじり寄ってくる。こういう話になるから呼び出すのはいやだったのだ、と倫子は苦く思う。

　あの事件が終わった後の別れ際に、七月は言った。自分の王国に倫子を迎え入れたい、と。吸血種だけがひっそりと穏やかに暮らす王国に……。

「そんなんじゃない。誤解しないでくれ」

　倫子はきっぱりと言った。

「ぼくの国の王妃にするのは倫子さんしかいないってきめてるんです」

「な、なんだ王妃って」

「きまってるじゃないですか、ぼくと結ばれて子供を」

「ばっ、ばか言うな！」

　七月は淡くはにかんだ。

「今の倫子さんには紅く朗ろうさんがいるから、ぼくは気長に待ちますけれど。だってぼくの方が紅朗さんよりずっと長生き──」

「なんで桐きり崎さきが出てくるんだっ？」

　思わず声を荒らげてしまった倫子は、はっとしてドアの方を振り返る。わざわざ人ひと気けのないところに連れ込んだのに、大声を出したら意味がない。咳せき払ばらいして本題に戻す。

「と、とにかく、おまえを呼び出したのは訊ききたいことがあったからだ」

　薬物密売犯たちに技術提供していたのが何者なのかを調べている、という話をすると、七月は露ろ骨こつにつまらなそうな顔になった。

「……せっかくあんなにロマンティックな方法で呼び出してくれたのに、そんな無ぶ粋すいな話だったんですね……」

「わたしの仕事をなんだと思ってるんだ」と倫子はむくれる。

「倫子さんこそ、ぼくをなんだと思ってるんですか？　警察の仕事なんかに喜んで協力するとでも思ったんですか？」

　そう言われると口ごもるしかない。

「それとも、ぼくを見逃したから貸しが一つあるとでも思っているんですか」

「……そんなに自うぬ惚ぼれていない」

　先月の事件で、吸血種集団『キングダム』の真の指導者である七月と、残りの大部分のメンバーたちを、倫子は見逃した。処理したのがほんの一部に過ぎないことも報告せず、紅朗と宮みや瀬せにしか打ち明けなかった。理由は二つある。

　一つ目は、薬物密売犯たち、そして特防局襲しゆう撃げき犯はんたち、どちらも処理できていたこと。

　二つ目は、七月に勝てるとは思えなかったことだ。わずか一撃を交わしただけだが、実力差は痛感させられた。

　もちろん、意識にはのぼらせない三つ目の理由として、『キングダム』の生き残ったメンバーたちには望むとおり静かに暮らしてほしいと思っていた面もある。

「おまえをどうこうするなんて無理だから、放置したんだ。貸し借りなんて考えてない。今回呼んだのは、つまり……純粋に、おまえの厚意にすがりたいってことだ」

「……たしかにぼくは、倫子さんのお役に立てそうなことを知ってますけど」

「ほんとか？」

　一歩詰め寄る倫子に、七な月つきは意地の悪い笑みを見せる。

「ただで、というのは虫が良すぎるんじゃないですか？」

「む……」倫子は口をすぼめる。「じゃあ、どうすればいい。わたしにできることなら」

「ぼくと一緒に来てください」

「それはだめだ」

　即そく答とうするが、七月がしょんぼりした顔になるので申し訳なくなってくる。

「そ、その、……他のことなら、なんとか、でもわたしにだって今の仕事があるし」

「わかってます。言ってみただけです」

　七月は小さく舌を出した。落ち込んだ様子は演技だったようで、倫子は遊ばれている気分になる。

「ひとつ貸し、ってことにしておきます。それでいいですよね？」

　ただより高いものはない、と倫子は思いながらも渋しぶ々しぶうなずいた。

「ハチは──あの偽にせキングのことですけど──ぼくの『キングダム』では薬品類の調達を担当させていました。完全に任せていたせいであんなことになっちゃったんですけど……」

　七月は皮肉な笑みをこぼす。

「そのハチが電話しているのを何度か聞いたことがあるんです。オカジマさん、という名前が出ていました。知らない名前です。その電話の翌日に、血液製剤などが届く。そういったことが何度かありました」

「オカジマ。……それで？」

「それだけです」

　それだけか。倫子は肩を落とす。

　いや、なにもないよりはずっとましだ。七月にとっては広げようもない些さ細さいな情報かもしれないが、こちらには警察という圧倒的な捜そう査さ力りよくがある。

「じゃあ、これで話は済みましたね」

「うん。……ありがとう」

「どういたしまして。お代として倫子さんになにをしてもらうか、思いついたらまた連絡しますね」

　非常口のノブに手をかけ、七月はふと言った。

「……梨り紗さちゃんは、どうしてますか。元気ですか？」

「元気だよ。体質も落ち着いてきたし、厚こう労ろう省しようの認可も出た。今はわたしと住んでる、上の部屋にいるぞ。逢あっていくか」

「まさか」

　七な月つきは振り向いて儚はかなげな笑みをみせる。

「どんな顔をして逢えばいいっていうんですか。だいたい……ぼくのこと、梨り紗さちゃんに話してるんですか？」

　こいつも梨紗に対しては罪悪感を抱いだいているのか、と倫子は少し意外に思う。

「なにも話してない。おまえのことを話したのは、あのとき病室にいた宮みや瀬せと、それから桐きり崎さきだけだ」

「そうですよね。それがいいです。梨紗ちゃんは、ぼくのことなんて忘れた方が──」

「でも、梨紗は知っている」

　七月の表情が凍こおる。

「おまえを呼び出すためのあのニュースを見た後で、梨紗から頼まれた。七月に逢ったら伝えてくれ、ほんとうに気にしていない、七月のせいじゃない、いつか落ち着いたらまた逢いたい、って」

　鳶とび色いろの瞳が水底に沈んで揺らぐ。

「あいつは知ってるんだ。おまえが吸血種だってこと。最後におまえが病院に面会に来たときに全然そんなそぶりを見せなかったのも、おまえを気遣ったから」

「……どう……して？　いつから、ですか」

「だっておまえ、梨紗が偽にせ『キングダム』に捕まっているところに乗り込んだじゃないか。梨紗に見られているだろう」

「あっ、あのときは、だって、仮面をしていたし、活性化で体格も──」

「そうだ。わたしだって気づかなかった。でも梨紗は気づいてた。だっておまえたち、学校でずっと一緒にいたんだろう」

　七月の偽いつわりの高校生活において、梨紗はただひとりの友人だった。多くの時間を、七月にとっては失われて二度と手にすることができないはずの日々を、ともに過ごした。

　気づかないわけがない。

　七月は倫子から顔をそむけ、壁かべに背中を押しつけた。

　唇が震えているのがわかる。

「……梨紗ちゃん……。そんな、そんなの」

　笑いをこらえているのか泣きそうなのかわからない途切れ途切れの声。

「そんなのってないよ。……ほんとうにぼくのせいなんだよ。ぼくがハチたちを見つけるためにわざと……それなのに……」

　倫子は黙ってじっと七月を見守った。

　こいつもまだ若い第一世代なのかもしれない、と思う。

　吸血種は見た目では年齢がわからない。高校生のような風ふう貌ぼうを保ったまま百年以上生きている者も何人か知っている。しかし、そういった連中はきまって精神が摩ま滅めつし、感情をほとんどあらわにしない。

　梨り紗さを想って揺らいでいる七な月つきは、永遠を生きる種族としては、あまりにも幼い。倫子と同じように。

　肌に染み通るような沈ちん黙もくの中でしばらく待ってから、倫子は言った。

「梨紗に、なにか伝えることがあれば聞いておく」

　七月は顔をそむけたまま首を振った。

　やがて一言もなく、非常口から出ていってしまう。倫子は暗がりの中でわびしさにそっと身を震わせた。
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　オカジマという名前の出所は明かせない、と言うと、大おお村むらは露ろ骨こつに渋しぶい顔をした。

「俺らにも言えねえってのか」

「はい」倫子は硬い表情で答えた。「そういう条件でもらった情報ですから」

「出所も重要な手がかりになるんですがねえ」

　横で聞いていた宇う佐さ見みが不満たらたらの口調で言う。

「情報提供者もマル吸きゆうってことでしょう。俺らは浄じよう血けつ官かんどもとちがってマル吸と見たらぶち殺せなんて考えはないんですがねえ。部外者の警部は俺らが信用できないってことですか」

　宇佐見の厭いや味みには閉口するが、実際に言う通りなので倫子はなにも言い返せない。

　刑事たちを信用していないから、七月のことを隠しているのだ。

「申し訳ありません。ですが、今のところ他に糸口がないんです。お願いします」

　倫子は素直に頭を下げた。宇佐見は舌打ちした。他の刑事たちの冷ややかな視線もやってくるが、大村が立ち上がってその険悪な空気を払う。

「しかたねえ、しらみつぶしだ。製薬会社、大学、薬局、病院、片かたっ端ぱしからオカジマってのがいないかどうか調べる。辞めたやつも含めてだ」

　捜そう査さ課か全体から嘆なげきが聞こえた。

「オカジマ……」

「もうちょっと珍しい名字にしてくれりゃよぉ……」

　倫子も同感だった。吸血種関連の薬物を扱あつかう場所など数え切れないほどあるし、オカジマなる人物がどういう立場の人間なのかもわかっていない。広い海の中で、捜す魚の色だけが判明しているようなものだ。

　しかし、警察は海を総そう浚さらえする力を持っているのだ。

　捜そう査さ分ぶん担たんを話し合うため、倫子はノートＰＣを持って大おお村むらたちとともに会議室に向かった。
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　吸血種たちの地下楽園──『白はく楼ろう』には、出入り口が二つある。

　一つは、東京拘こう置ち所しよにつながる長大なエレベーター。

　もう一つは、その逆側の端にある、六メートルほども高さのある大きな両開きの鉄扉だ。山水画が浮き彫りにされたそちらが『正門』である。

　長い間閉ざされたままだった鉄扉を、その日、ニーナとジーラは苦労して引っ張り、開いた。いくら吸血種が常人とは比べものにならない膂りよ力りよくを持ち合わせているとはいえ、数百キロの鉄板は幼い少女の腕にはかなりの負担だった。

　少しずつ広がっていく扉の隙すき間まから、冷気とともに黴かびと錆さびのにおいが流れ込んでくる。

　扉の向こうは、縦穴の底だった。十メートル四方ほどもある巨大なリフトが今まさに到着したところで、壁際から圧あつ搾さくされた空気の音が漏もれ聞こえ、緑のランプが闇やみに点てん滅めつしていた。

　リフトの真ん中に、人影がある。扉をさらに引くと、庭園側から漏れ出る光が伸びて人影を照らす。

　若い女だった。薄うす紫むらさき色のハーフコートを身に固く巻き付けて、顔を青ざめさせている。出迎えが幼い少女で驚いたのか、目を見開いた。

「白パイ老師せんせいに言われてむかえにきました」とニーナは上目遣いでお辞儀をした。

「ようこそいらっしゃいませ」とジーラもニーナにならって頭を下げる。

　女はふうっと息をついた。

「ありがとう。……ほんとうに入れてもらえるなんて思わなかった。わたしの話を、信用してもらえるなんて」

　二人は女をじろじろ見てから言った。

「あなたは、なにかなつかしいにおいがするから」

「うん。……知ってるにおい」

　ジーラとニーナの言葉に、女は目を見張り、それから視線を落としてコートの胸に手をやってぽつりと言う。

「それはたぶん、……わたしじゃなくて、ここに持ってきたものでしょうね」

　二人に案内され、女は林を抜けて藤ふじ棚だなのあずまやのある広場に着いた。葉は陰かげのカウチでは白パイが分厚い本を読んでいたが、来客に気づいてテーブルに本を置く。

「正門からの来客は、何十年ぶりになるかな。近頃は裏門からやってくる無ぶ粋すいな客ばかりで」

「辻つじ村むら霧きり子こと申します」と女は頭を下げた。「白はく竜りゆう軒けんの白パイ麗リーさんにお願いして、今日こうして伺うかがいました」

「白パイ麗リーから話は聞いている。フリオの──恋人、だそうだね」

　霧子は沈痛そうな面おも持もちでうなずいた。
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「お座りなさい。あの子の話を聞かせてほしい。ここを出て、どうしていたのか」

　しばらく霧子はうつむいたまま黙って立ち尽つくしていた。

　白パイの指示でジーラとニーナが木々の合間に消えてしまうと、霧子はやがてテーブルに一歩近づき、コートの胸ポケットに差し入れた手を抜き出し、握ったものを白パイの前に置いた。

　金色のバックルがついた黒いチョーカーだった。ベルトはすり切れているが、ジーラやニーナが首に巻いていたものと同じだ。

　バックルには[image: ]JULIO[image: ]と刻まれている。

「……あの子のものだね」と白パイはつぶやいた。

「フリオとは、もう──何年前なのか憶えてないですけれど……」

　霧子は消え入りそうな声で語り出す。

「上うえ野ので逢あいました。わたしが拾った、というか、拾われたというか、その……」

　ありふれていてみじめな霧子の話を、白パイは聞き流した。不景気で両親ともに職を失い一家離散し十九歳で風ふう俗ぞく嬢じようになり薬に手を出し……などという定命種モルタリスのせせこましい悲劇には一ミリも興味が持てなかった。つまりは、覚かく醒せい剤ざいの過か剰じよう摂せつ取しゆで死にかけたこの女と、『白はく楼ろう』から逃げ出したばかりで身寄りのないフリオとが出で逢あい、この女の命を助けるためにフリオが血を分け与えた、という話だ。若く愚かな久命種メトセラにはありがちな、つまらない、品のない血族の増やし方だ。正直なところ白パイはフリオに少々失望していた。その程度の男だったか。この女も、特段興味をそそるところもない凡ぼん庸ような人間にしか見えない。

　二人が生活手段を得た経けい緯いは少しだけ興味を引いた。霧きり子この情夫だった暴力団員が、二人まとめてとある製薬会社に売り飛ばしたのだという。上位世代の吸血種は被ひ験けん体たいとして非常に貴重なのですぐさま話がまとまった。

　その後二人はずっと会社の施設で生活した。フリオはその知識と技術を買われて被験体でありながら研究者としても扱あつかわれていたが、自由がないことには変わりがなかった。

　なるほど、と白パイは話を聞きながら小さくうなずく。ここを抜け出してすぐに企業に確保されていたのか。それでは白はく竜りゆう軒けんの情報網もうにかからないのも無理はない。

「それで？　あの子は今どうしている」

　話に倦うみ始めていた白パイは先を促うながした。

「死にました。……二ヶ月くらい前です」

　霧子はぼそりと言った。

　白パイが片かた眉まゆを持ち上げる。霧子は悔しさを表情ににじませて言葉を続ける。

「自分の研究が、とんでもないことに使われているのを知って、わたしと……一緒に逃げて。でも追われて、……殺されました」

「だれに？　あの子が本気で抵抗したなら敵かなう者などそうはいないはずだ」

「それをずっと捜していたんです。わたしも、……遠くから見ただけでした。フリオはわたしを逃がすために……。わたし、なにもできなかった。フリオが斬きり殺されるのを、ただ見てることしか。……でも」

　自分のコートの胸に霧子はきつく爪を立てる。なめらかな布地が歪ゆがむ。

「見つけたんです。先週、新しん宿じゆく三丁目で起きた人じん狼ろう化か騒ぎです。ご存じですか」

　白はうなずいた。

「ニュースは見た」

「現場に居合わせただれかがネットにあげた画像を見ました。間違いありません。フリオを殺した男です」

　霧子の瞳が真っ赤に染まり、頰ほおや首筋の皮ひ膚ふがほんの一瞬波立つように硬質化してすぐにすべらかな柔やわ肌はだに戻る。

「白パイ麗リーさんに調べてもらいました。浄じよう血けつ官かん、志し津づ谷や竜りん胆どうという男です」

「……それで？」

　白パイは無表情に先を促す。

「わたしは、あの男に復ふく讐しゆうしたいんです。いえ、あの男だけではなく、浄血官すべてに」

　霧きり子この声はとげとげしく凝こり固まっていた。

「志し津づ谷やの御おん曹ぞう司しに？　我らを狩るためだけに血脈を煮詰めてきた一族の、最悪の傑けつ作さくであるあの男にか？　ふむ、その無む謀ぼうをどう通すのかは知らないが」

　ぞろりと舌を見せて白パイは笑った。

「私になんの関わりがある？」

　言葉と裏腹に、白パイは目の前の女に少しずつ興味を持ち始めている自分に気づいていた。つまらない人間だと思っていたが、復讐、とは。

「手助けしてください」

「する理由がない」

「殺されたのがフリオなのに、ですか」

　霧子はいらだたしげに言う。

「そんなことで憤いきどおる気持ちはどこかに置いてきてしまったな。永く生きていると面倒なことは忘れてしまう」

　しばらく、焦こげくさい沈黙があった。霧子はテーブルに両手をつき、顔を伏せて肩をわななかせていた。

　幾いく重えにも茂しげった梢こずえの葉に漉こされて、子供たちの楽しげな声と足音、ボールを撞つく音が聞こえてくる。ピアノとフルートの頼りない合奏もどこからか流れてくる。目の前の女に興味を失くしかけた白パイが本に手を伸ばそうとしたとき、霧子は顔を上げた。

「──白パイ大人ターレン。フリオがどんな研究をしていたか、ご存じですよね」

　白パイは手を止めてかすかに眉まゆを寄せた。

「……ここを出ていくときに、どんな研究をやりたがっていたかは、知っているよ」

「同じはずです。フリオは、ずっと同じ研究を進めていました。会社には秘密で、会社の設備を使って独力で」

　霧子の顔を、白パイの温度のない視線がそうっとまさぐる。

「成功したのか」

「一例だけ。もうすぐ──」

　霧子は自分ののど元のあたりに手をやった。

「実証される、はずです。時間がかかるんです。でもフリオは成功だと言っていました」

「あなたはフリオの被験体だったわけだ」

「……はい」

「そうして拾った人生を、復讐なんかに使い捨てるのかね」

　そのとき霧子ははじめて、白パイの目をまっすぐににらみつけた。

「いけないんですか。もうフリオはいないのに。わたしなんて生きてたってしょうがないのに。使い道くらい自分で勝手に決めちゃいけないんですか」

　白パイはぞくりという愉悦をおぼえた。

　煮詰められ、ひとときで燃え尽つきるいのち。

　自分たち常夜の種族が永遠に失ってしまった熱。

　それが、空気を伝わってくる。

　私はフリオの中にも同じものを見ていたのかもしれない、と白パイは思う。ゆえに翼つばさを手た折おり、庭に留め置こうとした。嫉しつ妬と、羨せん望ぼう、憧どう憬けい……。

「力を貸そう」と白パイは言って、ぼろぼろのチョーカーを手にとり、バックルに刻まれた懐かしい名前を指でなぞった。
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　十四人目の『岡おか島じま』は、自殺していた。

『岡島はすでに退職しておりますので、弊へい社しやとしては申し上げられることはなにも……。はあ、労災については係争中ですので』

　勤務先の製薬会社との電話ではそんな木で鼻をくくったような返答だったので、宇う佐さ見みは紅く朗ろうとともにまず自殺を処理した所しよ轄かつ警けい察さつ署しよに向かった。

　刑事課の警部補が薄っぺらい捜そう査さ資料を持ってきて説明してくれた。

「岡島智とも典のり。四十六歳。アマネライフ製薬の、ええと、臨りん床しよう開発本部の主任ですな。いや、元主任か。先月はじめに心労を理由に退職。二週間後、自宅で死亡しているのをマンション管理人に発見される。死因は塩化カリウムの注射です。遺い書しよは無しですが、自殺ですよ」

　警部補は宇佐見の顔をちらちら見ながらどんどん早口になる。

「玄関にも窓にも鍵かぎがかかってましたし、部屋はきれいに片付いてました。激務続きで鬱うつ病びようになって会社辞めた直後でした。薬も、会社から岡島が自分で勝手に持ち出したものだってのがわかってます。……そのう、なにかありましたか？　わざわざ本庁から──」

「そのなにかを調べてるんですよ、あったかどうかもわからないですがね」

　宇佐見は無愛想に言って、おそらく社員証のものだろう、岡島の真正面からの顔写真を見つめる。ぼさぼさの髪に分厚い眼鏡の冴さえない中年男性だ。

　所轄を後にすると、アマネライフ製薬の本社に足を向けた。

　臨床開発本部の部長は、元もと木きという名前で、ワイシャツのボタンが飛びそうなほどでっぷり太った脂あぶらっぽい五十がらみの男だった。

「警察の方ですか。岡島のことでなにか？　亡くなったときにお話しした以上のことは……」

　落ち着いた丁てい寧ねいなしゃべり方で、見た目の印象よりもずっとまともな社会人という印象だった。所轄で聞いた以上の話は出てこなかった。岡島が使っていたデスクやロッカーを見せてもらいたいと宇う佐さ見みは言ったが、退職時にすべて処分してしまったとのことだった。

　オフィスビルを出て、地下鉄の駅で電車を待つ間、開発本部長・元もと木きの名刺をじっと見つめながら、宇佐見がぽつりと言った。

「……この『岡おか島じま』が当たりかもな」

　紅く朗ろうはぱあっと顔を輝かせて宇佐見を見た。

「ほんとですか！　……でも、どうしてですか。刑事の勘かんですか！」

「おまえは馬ば鹿かか。空っぽの頭でもちょっとは使えよ。まず日付だ。岡島の死亡推定日が、あの『キングダム』のマル吸きゆうどもがオフィスビル感染事件起こした次の日だろ」

「ああ！」と紅朗はわざとらしく両手を打ち鳴らしてから、首を傾かしげた。「……ええと、それがつまりどういうことでしょう」

　宇佐見は線路に落っこちそうになった。

「おまえほんとにどうやって警察官になれたんだよっ？」

　それからまわりの乗客たちをうかがって気まずそうにプラットフォームの端はしへと歩き出す。人ひと気けがなくなったあたりで声を落として言った。

「この岡島智とも典のりがマル吸どもに薬を流してたやつだとするぞ？　マル吸どもが手入れを受けたら岡島んとこまで捜そう査さが来るよな？　まあ実際はあのマル吸どものヤサはそういう手がかりになりそうなもんは処分済みで薬物入手ルートはたどれなかったんだが」

「自分もパクられそうだって思ったから自殺しちゃったんですか」

　宇佐見の眉み間けんに深いしわが寄る。

「……まあ、その線もある。……が、他殺もあり得る。会社が口くち封ふうじでやったって線だ」

「すごいですね宇佐見さん、なんか刑事ドラマの刑事みたいです！」

「本物の刑事だよ！」

　またも声を荒らげてしまい、宇佐見は深く息をついた。

「もう一つの理由は……まあ、理由になってねえんだが……あの元木って部長な」

　手にしていた名刺をトレンチコートのポケットに押し込む。

「どうもマル吸くせえ」

　紅朗は目を見張る。

「わかるんですかっ？」

「わかりゃしねえよ。なんとなくだ」

「マル吸っておデブさんはいないと思ってましたけど」

「あいつらは代たい謝しや機能が俺らとちがうからな、たしかに肥ってるやつは滅めつ多たにいない。だが絶対ってこともない。勘ぐられないようにわざと肉をつけるってこともあるだろ。あいつ、やけに瞬まばたきが多かったよな？　マル吸がな、眼がなんかのひょうしに赤くならないようにって気をつけてると、瞬き多くなるんだよ」

「ほんとですか！　じゃあじゃあＤＮＡ検査して」

「てめえそれでも九課かか」

　宇う佐さ見みに爪つま先さきを踏みつけられ、紅く朗ろうは悶もん絶ぜつする。

「確証はねえんだから検査なんざできるか」

　法手続きなしに行われた検査でたとえ吸血種だという結果が出ても、それを元に逮たい捕ほや処理はできない。デュー・プロセスの原則なのだが、紅朗の頭ではその理屈がよくわからない。

「俺らはなあ、マル吸きゆうと見ればぶっ殺して回る特とく防ぼう局きよくの白服どもとはちがうんだよ」

　やがてやってきた列車に二人は乗り込む。しゅんとした紅朗を見て宇佐見はあきれた口調で言う。

「ほんと、なんでおまえと組んで回らなきゃいけないんだよ。九課の二人で回りゃあいいだろうが」

「勉強させてもらってます！　あの、ほら、リンコさんは戦うとすっごいですけど、捜そう査さってことじゃ宇佐見さんたちの方がぜんぜん上ですし」

「ふん。あの女は警察じゃねえってことだからな。さっさと辞めて、浄じよう血けつ官かんみたいにマル吸狩がりだけやってりゃいい役職でも作れってんだ」

　不快感もあらわに宇佐見が吐き捨てるので、紅朗はおずおずと言う。

「リンコさんもべつに警察がいやなわけじゃ──」

「いやなんだよ、見りゃわかるだろうが。だいたいなあ、オカジマっつう名前の出所も筋も知らねえままこっちは捜査やらされてんだぞ？　あの女が警察を信用してねえからだ」

「あうう、それは、ええと」

「おまえだって教えられてねえんだろ。信用されてねえんだよ。それなのにいつまでも肩持ちやがって、どっちの味方なんだ」

「正義の味方です！」

　顔をひっぱたかれた。

「──マル吸専門課ができるって聞いたときは、刑事部全員で大喜びだった」

　いらだちを言葉の端はし々ばしににじませて宇佐見は言う。

「化け物退治なんてどう考えたって刑事の仕事じゃねえ。でも他に任せられねえ以上は俺らがやるしかねえ。専門部署ができるなら大助かりだ。……それが、ふた開けてみりゃ、変な女が一人配属されただけだ。そりゃああいつはいざ殴なぐり合い撃ち合いってなったら化け物以上だよ、みんな一人で終わらせちまう。でも捜査のイロハも知らねえ。けっきょく俺らがこれまで通りやるしかねえんだ」

　額ひたいをさすりながら紅朗は聞いていたが、「そうだ！」といきなり顔を輝かせる。

「宇佐見さんが九課に来ればいいんじゃないですか、ちょうど課長もいないから宇佐見課長ってことで、おれとリンコさんの面倒見てください！」

　宇う佐さ見みの顔が引きつる。

「よく次から次へと馬ば鹿かなことだけひねり出せるな。おまえの上官なんてまっぴらごめんだし、だいたいあの女は警部だろうが。なんで警部補の俺があの女の上官になれるんだよ」

「警部補の方がえらいんじゃないんですかっ？　一文字多いし、宇佐見さん態度でかいし」

　宇佐見は絶句し、それから警視庁に戻るまでついに一言も口にしなかった。







「──アマネライフ製薬か。かなり濃いな」

　宇佐見からの報告を聞いた大おお村むらは、タブレットで大量の資料を流し読みしながら言った。

「しかしまあ、オカジマって名前の出所を知らない俺たちには最終的な判断は難しいが」

　デスクの横に立つ倫子へ向けた言葉には、かなりの皮肉が含まれていた。

　倫子はじっと考えてからうなずいた。

「……はい。この岡おか島じま智とも典のりに絞しぼりましょう」

　大村はふうっと鼻から息を吐はき出した。

「しかし、死んでやがる。家族は？」

「独身、目め黒ぐろのマンションに独り暮らし、実家は和わ歌か山やまで両親とも健在です」

　宇佐見が手帳を繰くって言う。

「自宅と……オフィスと……あとは女がいるかどうか……」

　大村は今後の捜そう査さ分ぶん担たんを手元のメモに殴なぐり書きしていたが、ふと手を止めて顔を上げる。

「宇佐見、おまえはどっちだと思う」

「他殺ですね」

「……そうか」

「なんでわかるんですか！」隣となりで黙っていた紅く朗ろうがいきなり色めき立つ。「あっ、おれが気づいてない理由があるんですよね？　なにかな、なに見落としてたのかな、ちょっと待ってください考えますから」

「うるせえよ馬鹿。勘かんだ」

「刑事の勘ですか！」

「恥はずかしいからいちいち『刑事の』ってつけンじゃねえ！」

「じゃあ、あの、さっきの本部長だとかって人がマル吸かもしれないっていう刑事の勘も報告しといた方が」

「いや、それはなあ」

「なんの話だ」大村が聞きとがめる。宇佐見は渋しぶい顔になった。

「アマネライフ製薬で話を聞いた、岡島の上司の元もと木きっていう男がですね」

　言いにくそうに語調を曇くもらせる。

「まあ、つまり……マル吸きゆうくさい気がしたんですが、ちょっとそう思っただけです、特に根拠はないです」

　大おお村むらはまた倫子をにらんだ。

「どう思う」

「……アマネライフから『キングダム』に薬物の提供があったとしたら、アマネライフ社内に隠れ吸血種がいてもおかしくはないです」

　そう答えながら、倫子はフリオのことを考えている。『白はく楼ろう』を逃げ出したフリオがだれかに匿かくまわれたとしたら、その人物はやはり吸血種ではないのか。食料調達ルートも、世間から正体を隠す手段も、すでに持っている。製薬会社開発部に勤めている隠れ吸血種。フリオが身を寄せるにはうってつけの相手だ。

　そうしてフリオは会社の開発に協力するようになり、『白楼』の技術が会社に流れる。会社は岡おか島じまを通して偽にせ『キングダム』と取引があり、密売グループの手によって高感染力の吸血種化薬が世間に出回る。

　筋道は立つ。

「つまり、その……『キングダム』が密売していた薬は、とても高度な技術を必要とするものだというのが科か捜そう研けんの見解です。連中が独力で開発していたとは考えづらく、製薬会社が関わっていたという方が納得できます。その開発部にも吸血種がいるというのはあり得る話です」

　伏せなければいけないポイントが多すぎて、もどかしい話し方になってしまう。大村の視線は冷ややかだったし、宇う佐さ見みの顔にははっきりと不満があらわれていた。

　大村はふんと鼻を鳴らした。

「会社ぐるみで関わってたなら、岡島は口封じで殺されたか。まあ、その開発本部長がマル吸だったところでなんの証拠にもならねえが、材料にはなるな」

「櫻さく夜や警部どのなら一目見るだけで御同族かどうかわかったりしないんですか？　真祖様でしょうに」

　宇佐見が憎たらしい口調で言う。そんなことできるわけもないと重々知った上での厭いや味みだった。倫子はため息をついて首を振った。

「見ただけでわかるならみなさんにこんなに苦労をかけてません」

「そうだっ」

　紅く朗ろうがぽんと手を打った。その場の全員の気持ちが一つになったのを倫子は感じた。

　またろくでもないことを考えついたな、と。

「志し津づ谷や師し匠しようにお願いしましょう、あの人マル吸は見るだけでわかるらしいです」

「馬ば鹿か抜かせ」と宇佐見が吐はき捨てた。「浄じよう血けつ官かんに頭なんて下げられるか」

「でもでも、これからは協力しようっていう話でしたよね。こないだは助けてもらったし」

「助けられたから余計に頼み事なんてできねえんだよ、これ以上借り作りたくねえだろ！　だいたいあいつらの勘かんなんざ信用できるか」

「志し津づ谷や師し匠しようの眼力ほんものですよ！　おれがばかなのもすぐに見抜きました」

「だれでも一秒で見抜ける！　だいたいその『師匠』ってのはなんなんだ」

「おれ最近あの人に剣術習ってるんです」

「そのまま浄じよう血けつ官かんになっちまえ」

「おい、ちょっと静かにしろ」

　大おお村むらがどすのきいた声で言い、紅く朗ろうは直立不動の姿勢になり、宇う佐さ見みは気まずそうに横を向いてしまう。

「いいか桐きり崎さき、俺としては連中を捜そう査さ段階から関わらせるつもりは」

　そのとき、捜そう査さ課かオフィスの出入り口のあたりが騒然となった。

「お、おいあんた」「勝手に入るな！」「アポをとって──」

　倫子たちもそちらを振り向く。長身の真っ白な人影が、刑事たちを押しのけて机の島の間を抜け、こちらに大おお股またで歩み寄ってくるところだった。

　志津谷竜りん胆どうだった。

「師匠！」紅朗ひとりが嬉うれしそうな反応をする。

「なにか用か」と大村は敵意もあらわに言った。「次の協同捜査の話なら、おたくの局長と」

「頼みがあって来た」

　大村の言葉を遮って志津谷は言った。刑事たちが一様に怪け訝げんな表情をつくる。

「私の部下の二等浄血官が、二日前に連絡を絶ったまま見つからない。掃そう討とう対象の調査中だった。捜そう索さくに協力してほしい」










　　　　　　　３







　特とく防ぼう局きよくと警けい視し庁ちようによる行方不明浄じよう血けつ官かんの捜そう索さくは、むなしく空振りに終わった。捜索開始の翌早朝に、行方不明者が荒あら川かわ区の路上でジョギング中の付近住民によって発見されたからだ。

　その二等浄血官は薬品で気絶させられ、路ろ傍ぼうに放置されていた。命に別状はなく、目立った外傷もなかった。意識が戻った彼は、記憶している限りのことを語り出した。

　それは──奇き妙みような、ほんとうに奇妙な証言だった。




　　　　　　　[image: くぎり]




　エレベーターのドアが開き、『白はく楼ろう』の庭のまばゆい緑が視界に広がると、梨り紗さもやはり息を吞のみ、感嘆した。

「……すごい……地下なのに」

「うん。長居すると、外に出たときに気分が変になることがあるから気をつけろ」

　倫子はそう言って先にエレベーターを出た。

「ねえさま！」「ともこねえさま！」

　たくさんの声と柔らかい足音が聞こえてきて、木々の間から白い小さな人影がいくつも現れる。白ワンピースとチョーカー、裸足はだしというそろいのかっこうをした『白楼』の少女たちだ。その日は八人もいっぺんに出迎えにきていた。梨紗もすぐに見つけられ、エレベーターから引っ張り出され、まとわりつかれる。

「先生だ！」「あたしたちの先生だよね？」「ともこねえさまのおともだち？」

「え、ええ……」

　梨紗は目を白黒させているが、ただ驚いているだけで、気を悪くしたわけではなさそうだった。少女たちに両手を引かれて林の奥へと向かう。倫子も苦笑して追いかけた。

　その日の白パイは、溜ため池のそばでクロッキー帳を広げてなにかを一心に書いていた。風景の素描かと思いきや、ちらと見えたページは数式や化学式でびっしり埋まっていた。子供たちが梨紗を連れてきたのに気づくと、クロッキー帳を閉じて足下の草の上に置く。

「よく来てくれたね。私が白パイだ」

　微笑ほほえみかけられた梨紗は緊張の面おも持もちで立ち止まり、頭を下げた。

「筑ちく摩ま川がわ、梨紗です。……ええと、今日から、よろしくお願いします」

「こちらこそ。基き礎そ的な勉強を教えられる同族というのはなかなかいなくてね、助かったよ。子供たちもみな独学では少々不安だったところだ」

「あの、あたし、普通の中学高校の勉強しか教えられませんけど。そんなに頭良くないですし。いいんですか？」

「かまわない。私よりずっと適任だ」

「白パイ老師せんせいのお話はむつかしすぎるの！」「ゲームも歌もつきあってくれないし！」

　少女たちが一いつ斉せいに白パイを楽しそうに糾きゆう弾だんする。

「リサ先生、勉強部屋にいこう」「どれくらいいてくれるの？」

「え、ええと、三時までっていう話で」

「もっといてよ！」「バドミントンやろう」「マドレーヌつくるから食べてって？」

　梨り紗さは少女たちに囲まれ、困った笑いをみせている。

　彼女が作り笑いではなくほんとうに笑うところを見るのはいつ以来だろう、と倫子は思う。あの顔を見られただけでも、ここに連れてきた意味があった。

　しかし、哀しいことに意味はそれだけではない。子供たちの家庭教師や遊び相手をさせるためだけに梨紗を連れてきたわけではないのだ。

「私が案内しよう」と白パイが椅い子すから腰を上げる。

　勉強部屋は林の中に埋もれるように建つ小屋で、三面の壁が本ほん棚だなに囲まれ、机と椅子が丸く並べられていた。ホワイトボードとスクリーンも備え付けられている。必要な教科と範はん囲いについて梨紗が白パイから説明をうけている間じゅう、子供たちは口々に自分の得意分野を梨紗にアピールしていた。

　入り口そばの壁にもたれて見ていた倫子は、思わず笑みをこぼす。

　これが、わたしたちにとっての当たり前の光景だったなら、どんなに素晴らしいことだろう。木こ洩もれ陽びの差し込む教室で子供たちは学び、大人たちは教え、見守る。せせらぎを聞きながら写生に興じる。球技に汗を流す。陽が沈めばソファでブランデー入りのあたたかいコーヒーを手にその日の出来事を語らう。

　でも、この光景はなにもかも偽にせ物ものだ。

　陽光は調整された電灯だし、子供たちは未来をなにひとつ与えられていない実験動物だ。そして梨紗さえも、ただの教え手ではない。

　梨紗がテキストをめくり、たどたどしいながらも授業を始めた。倫子は勉強部屋を出た。すぐ後から白パイも出てくる。

「梨紗を引き受けてくださってありがとうございます」

　倫子は頭を下げた。

「気にしなくていい。実際、助かるよ。子供たちには幅広く学んでほしい。私が与えられるのは、けっきょく私の千年間で得たものだけだ。彼女の十五年間もまた、子供たちにとっては大切な糧かてになる」

　あなたはなぜ──と倫子は問いかけそうになる。

　なぜ、実験のためだけに産み出し、永遠にこの庭から出すつもりのない子供たちに、知識と教養を与えるのか。白パイが情や倫理など持ち合わせていないことは知っていた。なぜもっと単純に家畜として扱あつかわないのか。

　訊きいても答えてはくれないだろう。

「梨り紗さはきみのはじめての『子』だったね」

　白パイはぽつりと言う。倫子は小屋のそばを流れる小川の水面を見つめながら硬い表情で小さくうなずく。『子』とは、吸血種の間においては、自分の血で感染させた相手を意味する。梨紗を前にして倫子がおぼえるのは、胸をふさぐ罪悪感だ。

「認可を得るためにかなり無茶をしたと聞く。体質が安定していない間はきみの血を飲ませて落ち着かせていたそうだね。今も同居していると。なぜそこまでする？」

　なぜ？　当然のことではないのか。

「……わたしには、梨紗をこちら側に引き入れた責任がありますから」

「定命種モルタリスが我が子に扶ふ養よう義務を感じるように？」

「……同じようなものだと思います」

「そのわりに、あの子にはずいぶん危険な仕事をさせるのだね。私のところに潜もぐり込ませるなどと」

　背中を冷たいものが這はった。無む駄だとは知りつつ、倫子は表情を変えないようつとめた。

　気づかれている。当然だ。千年生きてきた怪物が相手なのだ。しかし、どこまで？　こちらの意図はどこまで読まれている？

「危険ではありません。……わたしは、白パイ大人ターレンを信用していますし」

　そう言ってみて顔色をうかがう。

「そうしてくれ。あの子は大切に預かるし、この庭で学べることがあればなんでも学んでいけばいい」

　ぞっとした。

　隠すつもりはない──ということなのか。







　路上で発見された二等浄じよう血けつ官かんは、行方不明になっていた間の体験を訥とつ々とつと語った。

　例の六人組グループの潜せん伏ぷくしていた下水道にまたも出入りしている怪しい人物を見た、という市民からの通報を受けて、マンホール内を調査していた彼は、背後から何者かに襲いかかられ、絞しめ落とされた。意識を取り戻した彼は、自分が柔らかいものの上に仰あお向むけに寝かされていること、拘こう束そくされているわけでもないのに全身がまったく動かせないこと、目隠しをされていることを把握した。

　何者か──おそらく彼を拉ら致ちした者──が、彼の胸の上に指で文字を書いて状況を教えてくれた。ある目的でおまえを拉致した、危害は加えないし二十四時間で解放する、と。

　腕や胸や額ひたい、首筋といった十数カ所に、なにか粘着テープのようなものを貼はられた。それから放置されたのだが、五感を制限するものは目隠しだけで、物音ははっきりと聞き取れたし空気の動きやにおいを感じ取ることもできた。

　彼が拘こう束そくされている場所は、ドアの開閉音の反はん響きよう具合からしてかなり狭せまい部屋だとわかった。時間を置いて何度もだれかが出入りした。複数人のことも多かった。気配から、かなり小こ柄がらな者ばかりであることが感じ取れた。

　ドアあるいは壁越しに、かすかな話し声も聞こえた。

　内容まではわからなかったが、幼い女の声だった。

　そして──と二等浄血官は表情を引き締めて声を落とした。

　おそらく、全員が吸血種だった。

　浄血官の証言に立ち会っていた倫子は、背筋がぞわりとした。たくさんの少女吸血種。

　……『白はく楼ろう』？







　倫子が地下庭園を後にし、エレベーターを乗り継いで東京拘こう置ち所しよに戻ると、エレベーターホールで待っていた紅く朗ろうとリンネアがなにか話し込んでいるのが聞こえた。

「リンコさん大学の頃はそんなにちっちゃかったんですか！」

「認可第十六号は大学生時代の外見年齢はだいたい十歳くらいでしたから事情を知らない学生や教員からは必ず小学生かと言われていました。法医学の教授など、非常に高齢で視力が不安でしたので毎回お孫さんと間違えて」

「おれもリンコさんみたいにかわいい孫ほしいです！」

「桐きり崎さき巡じゆん査さ、あなたが孫を持つためにはその前に子供を持つことが必要です」

「そういえばそうでした！　おれ結婚もしてないです」

「十六号のような孫を持つためには十六号と結婚し十六号のような娘をつくることがまず得策だと思います」「がんばります！」

「……なにを──話してるんだおまえらは……」

「あっリンコさんお帰りなさい！」

　紅朗がエレベーターの前の倫子に駆け寄ってくる。

「今リンネアさんにリンコさんの昔の話を聞いてたんです」

　昔のこと以外にもっととんでもない話をしていたが、そこを糾きゆう弾だんして話題が延焼しても困るので倫子は叱しつ咤たの言葉をぐっと吞み込んだ。代わりにリンネアをにらむ。

「桐崎に妙みようなことを吹き込まないでくれ」

「職務上必要な情報を交換していただけですが」

「今の話のどこが職務上必要なんだッ」

「ここから、実は認可吸血種には結婚が認められていないことなどを教えて桐きり崎さき巡じゆん査さに吸血種の知識を深めてもらうつもりでしたが」

「そんなこと教えなくてもいい！　桐崎も、な、なんでそんなショックな顔してるんだ！」

「ところで十六号、ここは拘こう置ち所しよですので静せい粛しゆくに」

　倫子は口をつぐんだ。ちらと振り返ってみれば、職員の視線が痛い。

「それで、二十号の就労は認められたのですね？」

　リンネアがようやく仕事の話に戻す。倫子はうなずいた。

「週に四日、十時から十五時までだ」

「担当官であるわたしが雇用者に面会できないのは不満ですが……」

　当然だった。白パイが特防局の人間を『白はく楼ろう』に立ち入らせるわけがない。

「内ない閣かく府ふが認めろとねじ込んできたのですから認めないわけにはいかないでしょう」

　権力で横車を押すのはなるべく避さけたかったが、『白楼』についての詳くわしい情報を特防局に与えたくなかったので、しかたなく内閣府を頼ったのである。

「どのみち二十号の就労先は確保しなければならなかったところです。あの年齢で体質がまだ不安定となると引受先はなかなかないでしょうから、そういう意味では助かりました」

　まるで感謝の気持ちの感じられない口調でリンネアは言った。

「マル吸きゆうの人って働かないとだめなんですか？　梨り紗さ姐ねえさん、まだ十五歳なのに」

　紅く朗ろうが今さらなことを訊きいてくる。

「当然でしょう。厚こう労ろう省しようが餌えさを与えているんですよ。自分の餌代は自分で稼いでくれなくては困ります」とリンネアは言う。

「働かざる者食うべからずってことですか」

　紅朗の言葉を聞いたとたん、倫子はめまいをおぼえ、そばにあったソファにへたり込んだ。顔を手で覆おおい、荒くなってきた呼吸を必死で整える。異変に気づいた紅朗が心配そうな声をかけてくる。

「……リンコさん？　ど、どうしたんですか、具合悪いんですか？」

「……なんでもない」

「貧血ですか？　どうしよう、ええと、お、おれの血飲みますか」

「なんでもない。……外で軽々しくそういうこと言うな、ばか」

　しばらく肩で呼吸を繰り返してから、倫子は立ち上がって頭を振った。脳の奥にしびれが残っている。

「まだ顔色悪いですけど」

「さっきの、ことわざ」

「……はい？」

「働かざる者──っていうやつだ。あれ、わたしの前で言うな」

「は、はあ」

「苦手なんだ。聞くと気分が悪くなる。ここまでひどいのははじめてだけど……おまえにそんな教養があると思ってなかったからちょっとびっくりして……」

「え、な、なんでことわざを聞くと気分が悪くなるんですか」

「聖書の言葉だからだと推測されます」

　傍そばで見ていたリンネアが言った。紅く朗ろうは目を丸くする。

「いわゆる吸血鬼にまつわる伝承に、いくらか真実が含まれていることは桐きり崎さき巡じゆん査さもご存じですね。これもそのひとつです。上位世代の吸血種は、聖書の中の特定の語句に奇き妙みような反応を示すことがあります。理由はわかっていません」

「はあ……」

　紅朗は倫子とリンネアの顔を見比べ、何度も目をしばたたいた。

「じゃあ結婚は教会じゃなくて神社になっちゃうんですね」

「なっ、なんの話をしているんだおまえはッ？」







　紅朗の運転する車で三人は警視庁に戻った。

　紅朗が車を返しにいき、二人だけになったところでリンネアが小声で訊きいてくる。

「二十号の仕事はほんとうに家庭教師ですか？」

　見透かすような目つき。倫子は警視庁のエントランスを見回し、他に聞いている人間がいないことを確認する。

「……もちろん。他になにができるっていうんだ、こないだまで梨り紗さは高校生だったんだぞ」

　慎重に答え、リンネアの表情を探る。なにか勘かんづいているのか。

「二等浄じよう血けつ官かんが何者かに拉ら致ちされ、二日後に発見されるという事件がありました。もちろん知っていますね？　特防局と警視庁で協同捜そう査さしているはずですから。……ここの地下に住むという吸血種はその事件に関わっていて、あなたは二十号を調査のために送り込んだのではありませんか」

　倫子はリンネアの空色の瞳を見つめ返した。

「関わりはないし、だいたい梨紗にそんな危険なことはやらせない」

　内心、舌を巻く。なにもかもその通りだったからだ。しかしリンネアはやがて視線を外す。

「そういうことにしておきましょう。しかし、志し津づ谷や別べつ等とうがやってきて警察の助力を要よう請せいしたというのはほんとうですか」

「ああ。捜査課まで来たぞ」

「信じられません。特防局員としてのプライドがないのでしょうか」

「志し津づ谷や師し匠しようは立派な人ですよ！」

　いきなり紅く朗ろうの声がして倫子はびっくりして振り向く。戻ってきたのに気づいていなかった。リンネアはさして驚いた様子もみせずに紅朗をにらむ。

「あの男に剣を習っていると聞きましたが」

「はい！　師匠はまじ剣豪ですから！　そういえばリンネアさんは志津谷師匠のことでひどい噓うそを言ってましたよね、弱いとか無能とか！　最初だまされちゃいましたよ」

「噓などひとつも言っていませんが」

　リンネアは平静な顔で答える。

「へっ？　いや、でも、あの」

「役に立たない剣術に精を出すのはほどほどになさってください、桐きり崎さき巡じゆん査さ」

　リンネアは一礼し、警視庁を出ていった。呆ほうけた顔で見送った紅朗は助けを求めるように倫子を見たが、倫子はなにも言わずにエレベーターに向かった。リンネアはたしかに噓はひとつも言っていないし、剣術なんてほどほどにしろという意見には全面同意だった。
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　教えるのは数学と物理と日本語文法だけでいい、と梨り紗さは白パイに言われた。

　文化的な知識は、子供たちが勝手気ままに本を読んで学ぶ。きみに提供してもらいたいのは知識の基き盤ばんとなるものだ。

　梨紗は暗記を求められる英語や日本史や世界史などが苦手だったので、助かった。

『白はく楼ろう』にいる子供たちは全部で十二人、みんな小学校高学年くらいの見た目だ。白パイも子供たちも、人種はよくわからない。顔立ちは日本人ではない気がするが、アジア系のにおいもヨーロッパ系の雰ふん囲い気きもない。どこにもない国の住人──という感じがする。

　だれもが梨紗にはやさしい。

「先生、血がよどんできたらカモミールのお茶がいいよ」

「運動は毎日した方が楽になるの、一時間くらい」

　吸血種になったばかりで体質が不安定な梨紗を、少女たちはいちいち気遣ってくれる。

「活性化は、醜みにくい所業ではあるが、定期的にやっておく必要がある」

　白パイもまた吸血種の生活について丁てい寧ねいに教えてくれる。

「衝しよう動どうをコントロールすることを早く憶えた方がいい。自分の中の獣性と向き合うのだね」

　勤務時間は十時から十五時までだが、ティータイムが四十五分、運動の時間が一時間とられているので、ほとんど遊んでいるようなものだった。出される自家製の飲み物や菓子も素晴らしく美味だった。吸血種になってから人間の飲食物はまったく受け付けなくなってしまった梨紗だが、『白はく楼ろう』のものは吸血種向きに作られているのか、久々に味わう楽しみを思い出させてくれた。

　ほんとうにここは楽園だと思った。隠し事をしている自分がひどく後ろめたく思えた。しかし、自分で言い出したことなのだ。

　吸血種になってから、聴ちよう覚かくが異様に鋭くなった。倫子も油断していたのだろう、自宅にいるときに科か捜そう研けんの宮みや瀬せと電話していて、隣りん室しつにいた梨り紗さはその内容をほとんど聴きき取ってしまっていた。吸血種だけが暮らす地下庭園、『白楼』。いま九課の追っている事件と関わりがあるかもしれないという。

　自分ならその庭園に、なにかしらの名目で潜もぐり込めるのではないだろうか。新しい住人として、あるいはアルバイトとして。

　提案してみると倫子は激怒した。そんな危険な仕事をさせるわけにはいかない、と。

　しかし、認可吸血種はいずれなんらかの仕事に就かなければならない。国から与えられる職務はどれも危険なものばかりだ。他ならぬ倫子の対吸血種捜そう査さ官かんという役職がまさにそうだし、研究職に配されれば待っているのは人体実験の毎日だ。放射能汚お染せん区域に作業員として送り込まれる場合もあると聞く。

　それに比べれば、ずっとましだ。

　宮瀬からも説得してもらい、なんとか倫子の了承を取り付けた。

　あたしのわがままだ。ちゃんと、倫子さんの役に立ちたい。あたしにはもうあの人しかいないのだから。倫子さんはいつもあたしを見ると済まなそうな顔をする。あたしのお母さんを死なせた上に、あたしの人生まで台無しにした、そういう罪悪感に浸ひたされた表情だ。倫子さんのせいじゃない、とあたしが何度言っても無む駄だなんだろう。そんなのはあの人もわかっているのだ。頭でわかっていても心が痛むのはどうしようもない。べつの想いで塗り込めてしまうしかない。あたしが隣にいてよかったと思わせるしかないのだ。

　そう心に決めて、梨紗はこの『白楼』にやってきた。

　でも、勉強部屋に響ひびく子供たちの鉛えん筆ぴつの音を聞いていると、けだるい幸せに包まれて仕事を忘れそうになってしまう。

「先生、できた！」

　数学が一番得意なエルザが手を挙げ、テキストを持ってくる。全員が書き終えるのを待ってから、それぞれの答えを発表し、解き方について話し合う。オーブンの切れる音が休きゆう憩けい時間を報しらせるチャイム代わりだ。庭に出て、焼きたてのスコーンがたっぷり盛られた皿を囲み、花の香りのするお茶を楽しむ。

　こんな素敵な場所に、けれどあたしはスパイをしに来ている。







　梨り紗さがその女と『白はく楼ろう』で遭あったのは、家庭教師を始めて一週間目のことだった。

　その日は、少女たちが全員参加する大がかりな実験があるということで、授業は十二時からになった。白パイからは、事前に言っておかなくて申し訳ない、待っている間は庭を好きなだけ見て回っていい、と言われたので、梨紗はこの庭園がいったいどれくらいの広さなのか確かめようと壁沿いを巡ってみることにした。

　しかし心地よい土の香りのする林の中を歩いているうちに当初の目的はさっぱり忘れてしまい、梨紗は葉は陰かげにリスの姿を探したり蟻ありの行進をたどったり小川を素足で遡さかのぼってみたりと気ままな時間を過ごした。

　自分が庭園のどのあたりにいるのかもよくわからないまま小道を歩いていくと、いきなり視界が無骨な金属の壁で断ち切られた。『白楼』の反対側の端はしに来てしまったようだ。

　と、軋きしみが聞こえ、眼前の金属壁の真ん中にまっすぐな切れ目が入った。あまりにも大きいので最初気づかなかったが、壁ではなく扉だったのだ。ゆっくりこちらに向かって開こうとしている。冷たい空気が吹き込んでくる。

「う、ううううん」

　向こう側から扉を押している何者かの呻うめき声が聞こえた。そうとう重いのだろう。だれだか知らないが、梨紗は扉の引き手を探して引っ張ってやった。

「くううううう」

　ほんとうに重い。踏ん張った足が土にめり込む。しばらく奮ふん闘とうするとようやく抵抗が少なくなり、人ひとりが通れるほどの隙すき間まが開いた。

「……ありがとう……」

　息を切らして言いながら庭園に入ってきたのは、見憶えのない若い女性だった。服装は地味な色合いのセーターにスリムジーンズ、髪もこざっぱりと短いが、どこか陰があり、危険なにおいのする女だった。

　だれだろう、この人。この扉はたしか、あたしがいつも使っている東京拘こう置ち所しよからの出入り口ではなく、もう一方の出入り口へと通じるエレベーターだったはず。外の人？

　向こうも目をぱちくりさせていたが、やがて目を細めて言う。

「あなた、ひょっとして家庭教師の子？　白パイ大人ターレンが言ってた」

　梨紗は唾つばを飲み込んでうなずく。どうやら白パイの知り合いらしいが、まだ信用できない。

　疑っていながらもすぐに白パイを呼びにいかなかったのは、自分の仕事を思い出したからだった。情報収集だ。『白楼』にいきなり入ってきた部外者らしき女。事件と関わりがあるかもしれない。観察して、なにか話させて、できるだけ情報を引き出そう。

　警けい戒かいの視線を察したのか、女は表情を硬くして手を振った。

「怪しい者じゃないの、ちゃんとここに入る許可はもらってるから。でなきゃドア開くはずないし。いつもならニーナかジーラが迎えにきてくれるんだけど」

　たしかに、出入り口までいつも迎えにくるのはニーナかジーラだ。この庭に何度も招かれている人間だということは信じてよさそうだった。

「……今日はなにか大きい実験があるとかで、みんなラボにこもっちゃってます」

「ああ……そうか、今日だったか」

　十二時まではまだだいぶあったので、二人は白パイがいつも読書に使っている藤ふじ棚だなのあずまやで待つことにした。

　女は辻つじ村むら霧きり子こと名乗った。

「追われてるから、白こ楼こに色々と世話になってるの。ほら、食料とかね」

「追われて……？　だれにですか」

「浄じよう血けつ官かんに」

　梨り紗さは身をこわばらせた。

「……浄血官、知ってる？」

「……はい。厚こう労ろう省しようの……ハンターですよね」

「そう。わたしの彼氏が、白こ楼こで育った人で。彼は浄血官に殺されちゃった。わたしはおめおめ生き延びて、……彼のつてで白パイ大人ターレンを頼ったわけ」

　これは──当たり、だ。大当たりだ。梨紗は背筋に冷たいものをおぼえる。

　倫子が心配していた《危険》が、今まさにテーブルの向かい側に座っている。落ち着け。慎重になれ。まだ事件と『白はく楼ろう』とこの女がどんなつながりかもわかっていない。

「ここって、女の子しかいないんじゃなかったんですか」

　なにげないそぶりで訊いてみる。

「今はね。昔はいたの。彼が出てっちゃってからは女の子しか育てないようにした、って大人ターレンは言ってた」

「ああ、ひょっとして……フリオ、って人ですか？」

　訊きいてしまってから、これはさすがに迂う闊かつな質問だったか、と梨紗は後悔した。フリオという名前は倫子から聞かされたものだ。臨時雇いの家庭教師ごときが知っていてはいけない情報だったかもしれない。けれど霧子は眉まゆを少し浮かせただけだった。

「ええ。大人ターレンに聞いたの？」

「あ、いや、あの、……あたしの、『親』の人に聞いたんです。大人ターレンの知り合いで」

「ああ、そう」

　霧子はすんなり流した。梨紗は内心安あん堵どした。その知り合いというのはだれなのかと突っ込まれたら、どこまで正直に話すべきか悩まなければいけなかったところだ。

「わたしの話は……聞いてない？」

「はい。フリオさんがここにいた頃の話しか」

「そっか」

　会話が途切れた。梨り紗さは逡しゆん巡じゆんし、思い切って訊きいてみた。

「霧きり子こさんは、……そのフリオって人の、『子』なんですか」

「ええ」

「どうして、吸血種になったんですか。やってくれって言ったんですか？」

　情報収集のため、と自分に言い聞かせてはいたが、ほんとうはただ知りたくてぶつけた質問だった。

　霧子の視線は、しばらくまばゆい緑の中をさまよう。

「死にかけてて、フリオに助けてもらったの。他にどうしようもなくて。……一応、フリオには訊かれたけど。血を受けたらこれまでの人生は終わりで、もうまともには生きられなくなるけれど、それでも生きたいかって。……わたしはそのときシャブで頭やられてたから、もうどうでもよくて、なんて答えたかも憶えてないんだけど」

　梨紗はぐっと唾つばを飲み込んでさらに訊たずねた。

「後悔してませんか」

　そのときはじめて霧子は、かすかな笑みをみせた。

「してない。だって、それまでの人生なんてゴミみたいなものだったから。親なんていない方がましな人たちだったし、まあ実際にいなくなったし、ろくな仕事しなかったし、身体も壊して薬もやめられなくて……。それに比べたら、吸血種になるなんてどうってことない。それに、なにより、フリオがいたから」

　霧子は目を細め、にせものの陽光に目を細める。

「同族にならなきゃ、フリオと一緒にいられなかった」

「フリオさんは、霧子さんを……感染させちゃったこと、済まないと思ってたりしませんでしたか」

「全然」と霧子は首を振った。「だって、助けたくて助けたんだから」

　梨紗は膝ひざの上で拳こぶしをきつく握った。

　倫子さんは、あたしに何度も謝る。胸が痛むからやめてほしかった。助けたくて助けたんだと言ってほしかった。でも、倫子さんが罪悪感に潰つぶされそうになっているのはあたしのせいだ。あたしはやっぱり、心のどこかで恨んでいる。倫子さんを──というわけではないけれど、自分をこんな身体にしてしまった運命を。

「あなたは後悔してるの？」

　霧子がそっと訊ねる。梨紗はうつむいたまま答えられない。

　あたしが受け入れられないでいるから、倫子さんはずっとずっと苦しんでいる。

「事故かなにかで感染しちゃったの？」

　問いが重ねられる。梨紗は膝ひざ頭がしらを見つめて小さく首を振った。

「……霧子さんと同じです。死にかけてて……ううん、正確に言うと……もっと世代が下の血で感染しかかってて……それで、上の世代の血をもらって」

「……そう」

　霧きり子こは息を吐はくようにそれだけ言って、しばらく沈ちん黙もくした。

　責め立ててほしかった。詰なじってほしかった。どうせ感染しており暴走して殺処分される身だったのを助けてもらったのに、感謝するどころかなぜ恨んだりするのか、と。

　でも霧子はこう訊きいてきた。

「感染する前は？　学生？」

「……え？　……あ、はい。普通の高校に通ってました」

「友だちは多かった？」

「ええと……それなりには」

「じゃあ、当たり前」

　梨り紗さは目をしばたたいて霧子の横顔を見た。

「あなたはわたしとはちがう。感染する前、幸せだったんだから。恨むのは当たり前」

「そんな──そ、そうだけど、でも」

　唇を嚙かむ。あたしはなにを話してるんだ？　初対面の人に、しかも、事件に関わりがありそうな監視対象を相手に。それでも言葉は止まらなかった。

「でも、倫子さんがあんなにつらそうな顔しているのが、哀しくて。あたしのせいで」

[image: ]

　倫子、という名前を口にしてしまっていることに、梨り紗さは自分で気づいていなかった。犯罪に関わっているかもしれない相手に、捜そう査さ官かんの名前などという情報を軽々しく出してはいけないのに、そんな留意はあふれ出した感情に押し流されてしまっていた。

　あたしはたぶん、倫子さんに怒ってほしいんだ──と梨紗は思う。他にどうしようもなかったのに、いつまでぐじぐじと悔くやんでいるんだ、早く受け入れろ、と。そんなことを言う人じゃないとわかっていても。

　ひどく長い間の後で、霧きり子こがふと言った。

「……赤ん坊って、産まれたら必ず泣くでしょ？」

「……え？」

　いったいなんの話を始められたのかわからず、梨紗は目をぱちくりさせた。

「フリオが言ってたの。赤ん坊が産まれてすぐ泣くのは、実はほんとに親を恨うらんでるからなんだって。せっかくあったかくて心地よくて安全な神さまの国でぬくぬく眠ってたのに、親の勝手な都合で息苦しい地上に産み落とされたんだから、恨むのが当たり前だって。……どこまで本気で言ってたのか、今となってはもうわからないけど。でも、わたしたちもそんなものなんだ、って。血をあげた方と、もらった方。ほんとの親子じゃないけど。ちがう世界に連れてきてしまったんだから、泣かれるのが当たり前で、でもちゃんと育ててればいつか子供は泣かなくなるし、笑ってくれるようになるし……」

　梨紗は茫ぼう然ぜんとなって、霧子の形の良い耳をじっと見つめる。

　もっとこの人と話したい、と思った。フリオという人の話を。それから霧子自身の話を。もっとたくさん聞きたい。そしてあたしの話も聞いてほしい。

　けれどそのとき、無遠慮に茂しげみをかき分ける音が近づいてきた。

「あ、いた！」

「リサ先生！」

「キリコも！」

　白い小さな人影がいくつもあずまやに飛び込んでくる。ニーナ、アリサ、ジーラ、アンナ。この庭園の子供たち。そして最後に林の奥から現れるのは、白衣姿の長身の老人。

「白パイ大人ターレン、すみません」

　霧子が立ち上がって頭を下げた。

「だれも来なかったので、勝手に入ってしまいました」

「いや、かまわないよ。急に実験することになってしまって、すまなかった。梨紗、きみもだいぶ待たせてしまったね。だいぶ時間がなくなってしまったが、授業をやってくれないか」

「……は、はい」

　子供たちに囲まれた梨紗は勉強部屋の方へ引っ張られていき、霧子は白パイとともに反対方向の小道を歩き出した。二人の会話が背中に小さく聞こえてくる。

「……あと何日くらいでしょうか」

「……なんとも言えないね、今日の検査次第だ」







　霧きり子このことを、梨り紗さは倫子に報告できなかった。

　その夜遅く、帰宅した倫子に『白はく楼ろう』でなにか変わったことがなかったかと訊きかれても、勉強を教えただけだ、と答えた。

　寝室にこもり、枕まくらを腹に抱え込み、胸の内で倫子に謝る。

　でも、霧子のことを知ったらきっと倫子は「もう危険だから『白楼』での家庭教師は終わりにしよう」と言い出すにちがいない。

　梨紗は、もう少し霧子と話したかった。家庭教師を続けていれば、また訪たずねてくるかもしれない。

　ごめんなさい倫子さん。もう少し。もう少しだけ。もう少し色々とわかったら、まとめて報告するから。声に出さずに言い訳を繰り返した。
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　次の日も霧子は『白楼』に姿を見せた。

　ちょうど子供たちが午ご睡すいの時間だったので、手の空いていた梨紗は霧子と少し話した。

「あなたは認可吸血種なんだって白パイ大人ターレンに聞いたけど」

「はい。知り合いがお役所につてがあって。でもあたしも認可ってどういうものかよくわかってないんです」

　担当官のリンネアは色々と説明してくれた。生活する上でうんざりするほどたくさんの制約があることはわかったが、つまり認可吸血種とはなんなのかは教えてくれなかった。

「認可じゃない吸血種の人もたくさんいて……でもみんな普通に生活してるように見えるし。認可じゃなければ必ず殺されちゃう、ってことでもないんですよね？」

　霧子は唇をすぼめてしばらく考え込んでいた。

「このたとえは気を悪くするかもしれないけど」と霧子は言った。「認可は飼い犬。わたしたち非認可は野の良ら犬。ちがいはそれだけ」

「犬……ですか」

「そう。野良犬だからといって必ず殺されるわけじゃないでしょう？　だいたいは普通に街で生きてる。ゴミをあさって自分で食べ物見つけて。でも、人に嚙かみつけば殺される。汚きたなくて病気を持ってそうだと思われたら殺される。殺してもいいことになっているから、とにかく目をつけられれば殺される」

　梨り紗さは寒気をおぼえて、そっと霧きり子この表情をうかがった。

「……霧子さんは、どうして目をつけられたんですか」

「わたし、というよりも、フリオがね。わたしの前の男が──まあ、ヤクザだったんだけど、わたしは吸血種になっちゃうし、もう一人身元もよくわからない吸血種を抱え込むしで、持てあまして、ある会社に二人まとめて引き渡したの。第二世代と第三世代だから、血は濃いし暴走のおそれはないし、実験材料としてはすごく貴重なわけ」

　霧子の話し方は深い水の底で息を少しずつ吐はいているようだった。

「それでフリオは実験台になるだけじゃなくて研究者としても開発を手伝ってた。ここの出身だからすごく優秀で。その会社も、吸血種感染を抑える新ワクチンとかをつくってたから、フリオとしても喜んで協力してた。……でも、つくってたのはそれだけじゃないことに気づいちゃった」

「……それだけじゃない？」

「逆の薬もこっそりつくってたの。効率よく感染させたり、吸血種の凶暴性を増幅させたり。フリオが目指していたのとはまったく逆。それでフリオは怒って、わたしを連れて逃げ出したんだけど、会社がわたしたちを浄じよう血けつ官かんに通報したの」

　寒気が止まらなかった。梨紗は気づかれないように手のひらの冷や汗をスカートでぬぐった。倫子さんが探っていたのはまさにこの事実だ。

　どうして。どうしてこんなに正直にべらべら喋しやべるの？　ここまで聞いてしまったら、あたしはもう倫子さんに伝えないわけにはいかない。この人を警察の手に引き渡すしかない。

「わたしたちが食料用の血を貯ためてある場所があって。逃げるときにそこに立ち寄ったら、真っ白い服のやつらが待ってた。フリオは、ひとりで──」

　霧子の言葉が不意に熱を帯び、融解する。

「戦おうとした。わたしを逃がすために。……それで、殺された。あいつらに。どうして。わたしたちは、なんにもしてない。ただ、野の良ら犬だっただけ。他にどうしようもないからゴミをあさって生きていただけなのに。あいつらはわたしたちを見るなり、なにも言わずに襲ってきた。フリオを斬きり刻んだ。……ゆるせない。そんなの。あいつら、一人残らず──」

　霧子は口をつぐんで目を上げた。今の今まで隣となりに座った梨紗の存在を忘れていたかのようだった。白々しい薄笑いを浮かべる。

「……ごめん。今のは気にしないで。こんなこと、言うつもりじゃなかった。あなたには関係ないことだし」

　梨紗は何度も何度も首を振った。

　二人は黙り込む。言葉が傷に響ひびいて痛むのを怖がるかのように。

　沈ちん黙もくを破るのは、いくつもの軽やかな足音だ。

「先生、おはよう！」「おべんきょう！」「寝坊しちゃった！」

　子供たちが木々の間から現れてあずまやに駆かけ込んでくる。

「キリコ、顔色わるいよ」「おなかいたいの？」

　霧きり子こはまわりを取り囲まれて心配される。

「なんでもない」と無理に笑顔をつくる。「梨り紗さ先生と、ちょっと怖い話してただけ」

「こわい話きらい！」とジーラが口をとがらせる。

「白い服のこわい人の話？」

　ニーナの言葉に梨紗はぎょっとした。だが霧子の答えはさらに梨紗を驚かせた。

「そう。でも大丈夫、もう連れてきたりしないから」

　連れてきた。連れてきた……？

　あの人たちきらい、いやなにおいがするから、と子供たちは口々に言いながら霧子と一緒に林の小道を歩き出す。べつの子供が梨紗の腕を引っ張るので、呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がる。

　倫子さんの推測は当たっていた。

　拉ら致ちされた浄じよう血けつ官かんが連れてこられたのは、やっぱりこの『白はく楼ろう』だ。

　辻つじ村むら霧子の手によって。恋人を浄血官に殺された女の──復ふく讐しゆう？

　疑念が梨紗の足をもつれさせる。霧子の背中を追うことができなくなる。なぜ漏もらした？　あたしを疑ってない？　認可吸血種だと知っているのに？　官かん憲けんとつながっているかもしれないとは考えないのか？

　とにかく、倫子さんに伝えなければ。

　梨紗はバッグから携けい帯たいを取り出し、そこで地下なので電波が届かないことを思い出し、携帯をポケットにねじ込んで電話のある休きゆう憩けい室しつへと走った。
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　警視庁最上階の剣道場に倫子が入ったとき、ちょうど気合いほとばしる掛かけ声とビルを揺らすほどの踏み込みの音が響ひびき、防具をつけた小こ柄がらな人影が吹き飛ばされて壁に叩たたきつけられたところだった。

「甘い。真剣ならおまえはもう今日だけで七回死んでいるぞ、桐きり崎さき」

　畳たたみの中央に竹刀しないを手に立つのは、真っ白な胴どう着ぎ姿すがたの志し津づ谷や竜りん胆どうだった。防具は一切着けていない。壁際にぐったりと倒れ込んで、なんとか面を外して肩で荒い息をしているのは紅く朗ろうだ。汗で濡ぬれた顔は真っ赤に火ほ照てっている。

「師し匠しよう、も、もう一本──あれ、リンコさん」

　倫子に気づき、紅朗は折れた竹刀を杖つえがわりにしてなんとか立ち上がった。髪をまとめていた手ぬぐいがほどけて落ちる。

「リンコさんも師し匠しように剣術習う気になったんですかっ？」

　嬉うれしそうに近づいてくる紅く朗ろうを無視して倫子は志し津づ谷やに詰め寄った。

「志津谷別べつ等とう、話がある」

「なんだ。ここで聞く」

　むっとしたが、押し問答している場合ではなかったので倫子は続けた。

「今日、アマネライフ製薬の岡おか島じまの自宅を捜そう索さくしようとしたが、部屋がほとんど空っぽだった。マンション管理人に訊きくと、特とく防ぼう局きよくの職員がすでに来て色々と押収していった、と」

　志津谷は無表情にうなずいた。

「昨日、おまえたちからアマネライフ製薬が感かん染せん拡かく大だいに関わっていると聞いたので、うちの者に調べさせたが」

「なぜ勝手なことをするッ」

　倫子は頭二つ分長身の志津谷をにらみつけて怒鳴った。襟えり首くびをねじり上げてやりたい気分だった。

「そんなことをさせるために情報共有したんじゃない！」

「どちらが調べてもいいだろう。それに、早い方がいい」

「特防局は捜そう査さ機関じゃない、素人しろうとなんだから警察の領分に手を出すな」

「素人というなら警察こそ素人だろう。我々には百年以上吸血種たちと戦ってきた積み重ねがある」

　倫子は歯は嚙がみする。話にならない。

「もういい。とにかく、押収物をこっちに引き渡してくれ」

「できない。調査中だ」

「こっちでやると言ってるんだッ」

「協同でやるというなら捜査官を特防局に何人かよこせば──」

「筑ちく摩ま川がわ部長は今回の件で、今後一いつ切さい特防局との協同捜査などしないと言っている。当たり前だ。おまえたち、なにをやったのかわかってないのか？」

「なぜそちらがそこまで怒るのか理解できない。だれが捜査しようが吸血種を始末できればそれでいいだろう」

　脇わきの紅朗はおろおろと二人を見比べ、口を挟はさめないでいる。倫子はいらだちのせいで皮ひ膚ふが硬質化しかかっているのを自覚する。なぜ刑事たちが怒るのか理解できないだと？　オカジマという名前だけからアマネライフ製薬にたどり着くまでに、どれだけの労力をかけたと思っているんだ。その成果を横からかっさらわれて平気でいられると思うのか？

「あ、あの、リンコさん、師匠も、その、ひとまず」

　紅朗がわけのわからないことを言いながら割って入ってくる。黙って引っ込んでいろ、と怒鳴ろうとしたそのとき、やかましい足音が道場に駆かけ込んできた。出入り口を振り返ると、真っ白な制服に身を包んだ若い浄じよう血けつ官かんだった。

「──志し津づ谷や別べつ等とうっ」

　息せき切らして呼ぶ。

「よかった、こちらにいらしたんですね……。お願いですから電話は常時携けい帯たいしてください、連絡がとれないから別等にまでなにかあったのかと」

「金曜のこの時間は桐きり崎さき巡じゆん査さに稽けい古こをつけていると言ってあるだろう。なにがあった」

　若い浄血官は、倫子の顔にちらと視線を走らせ、引きつった口調で報告した。

「岡おか島じま智とも典のりが私的利用していたと思われる倉庫を捜そう査さしにいった第十四班の三名ですが、昨日から連絡がとれません」

　志津谷の表情はほとんど変わらなかった。目め尻じりにかすかにしわが寄っただけだ。

「そんなところまで勝手に調べを入れたのかッ？」と倫子は食ってかかる。

「吸血種のための血液を保管していた可能性がある。調べるのは当然だ」

「闇やみ雲くもにやればいいってもんじゃない！」

　ほんとうに、なぜこんな連中と情報共有してしまったのか。倫子は後こう悔かいの念で身がねじ切られそうだった。







　連絡を絶ったという浄血官三人のうち、一人はすぐに発見された。

　以前のような甘い結末ではなかった。胸部を潰つぶされて絶命していたのだ。倫子や志津谷、宇う佐さ見みら捜査一課の刑事が倉庫に踏み込んだとき、床も壁も冷蔵庫のドアも血みどろで、先に到着していた浄血官たちが死体のまわりにかがみ込んでなにかの機器で傷口を調べていた。宇佐見がいきり立って怒鳴る。

「勝手に現場に入るんじゃねえ、死体もいじくるな！　俺らの仕事だ！」

　浄血官たちがこちらをにらむ。中の一人が立ち上がり、宇佐見を無視して志津谷に近づいてきた。

「相手は吸血種でしょう。素す手ででやられています」

　実験の結果でも読み上げるような平べったい口調で報告する。見ると、死体は両手両足をビニル紐ひもできつく縛しばられている。倫子は戦せん慄りつした。戦せん闘とう訓練を積んでいるはずの浄血官を、しかも複数人相手にして……。いったい何者なのか。

　現場は世せ田た谷がやにあるオフィスビルの一階倉庫だった。岡島智典の個人名義で借りられ、急な自殺だったために賃ちん貸たい契けい約やくはそのままだったという。廊下を出てすぐのドアから駐ちゆう車しや場じようにつながっており、なにかを引きずったときにつけられたらしきかすかな血の痕あとが倉庫から駐車場へと続いていた。

「一人は殺して二人は連れて逃げたのか？　人質ってことか」

「食料として連れてったのかもしれませんよ」

「食料なら冷蔵庫にいくらでもあるじゃねえか。この血液パック、マル吸きゆう用にため込んでたやつだろう」

「岡おか島じまはマル吸じゃなかったんですよね？」

「そもそも死んでる。だれが……」

　宇う佐さ見みや樺かば沢さわら刑事たちがひそひそ声で推測を交わしている。そこに、死体を検査していた浄じよう血けつ官かんが志し津づ谷やに報告する声が聞こえてくる。

「吸血種化薬を投与された形跡があります。ただ、感染は不完全に終わっているようですが」

　宇佐見も耳ざとく聞きつけ、死体を囲む志津谷たちの方をにらんだ。

「薬でマル吸にされかけてた？」

「じゃあ、ここにいない二人は感染に成功したんじゃねえのか」

「仲間にしたってことですか」

「馬ば鹿か、マル吸になったからってほいほい仲間になるわけねえだろうが」

　いや──あり得る、と倫子は声に出さずに反論する。

『白はく楼ろう』の技術は、吸血種の様々な特質を増幅させることを可能にしていた。たとえば感染力。たとえば凶暴性。あるいは人じん狼ろう化かに至るほどの身体能力。

　だとすれば──

　血を分けた『子』世代を『親』世代が服従させる力も、増幅できるのではないか。

　この恐ろしい推測を伝えるためにはどうしても刑事や浄血官たちに『白楼』とアマネライフ製薬のつながりを説明しなくてはならない。それはだめだ。

　と、倫子のジャケットの内ポケットで携けい帯たい電話が震えた。取り出してみると、『白楼』からだ。ぎょっとして廊下に飛び出し、電話に出た。

『──倫子さん？　あの、いま、「白楼」にいるんだけど』

　梨り紗さだった。声がうわずっている。

「なにかあったのか」

　早口で梨紗は話し始めた。聞くうちに倫子は血がふつふつと沸わくような錯さつ覚かくをおぼえた。

　辻つじ村むら霧きり子こ。恋人であるフリオを浄血官に殺され、自身も追われ、『白楼』に協力を求めてやってきた女。浄血官を拉ら致ちして『白楼』に運び込んだ犯人。

　浄血官への復ふく讐しゆう。

　梨紗の話の途中で倫子は、血のにおいの漂ただよってくる倉庫のドアを見ずにはいられなくなる。推測と事実がつながっていく。『白楼』の技術はやはり、逃げ出したフリオを通じて流出していた。梨紗は製薬会社の名前までは聞き出していなかったが、アマネライフ製薬で間違いないだろう。

　岡おか島じま自身は吸血種ではなかったのだから、この倉庫にある血液は岡島が世話をしていた吸血種のためのものだろう。つまりフリオと、その辻つじ村むら霧きり子こという女。

　辻村霧子が飢うえのためにこの倉庫に血をとりにきて、浄じよう血けつ官かんたちと出くわし、殺した。あるいは浄血官たちを尾つけていて、人気のない閉へい鎖さ空間に入ったので襲って殺した。もしくは岡おか島じまの周辺を調べているのを知って、ここで待ち伏せして……

　どれも推測だ。まだわからない。しかしとにかくその女は危険だ。

「梨り紗さ、その辻村って女は今はどうしてる？　まだいるのか」

『……今さっき帰ったところ』

　もう『白はく楼ろう』を出ていったのか。今から行っても間に合わない。倫子は唇を嚙かむ。

「わかった。梨紗も家に戻れ。いま現場にきてるが、浄血官が殺されてる」

　電話の向こうで梨紗が息を吞のむ。

「その女が『白楼』に来たのはいつだ？　梨紗が今日行ったときにはすでにいたか？」

『ううん、あたしより後。……お昼くらい』

　浄血官を殺し、その後『白楼』に顔を出した。前の件と同じように、拉ら致ちした二人の浄血官を『白楼』に連れ込んだのかもしれない。その目的はまださだかではないが、可能性はじゅうぶんある。

「もう危険すぎるから『白楼』での家庭教師は今日で終わりだ、わたしから白パイ大人ターレンに謝っておくから、すぐにそこを出ろ」

　白パイはすべて知っているはずだ。つまり辻村霧子の協力者だ。この件に関しては倫子や梨紗にとって、少なくとも味方ではない。今の『白楼』にはいるだけで危険だ。

『……はい。……倫子さんも、気をつけて』

　電話を切る直前の梨紗のもやもやした口調が、妙みように胸に引っかかった。
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　電話を切った梨紗は、いつも行き帰りに使っている東京拘こう置ち所しよへのエレベーター口ではなく、反対側にあるゲートに走った。

　霧子が帰っていったのはほんの数分前。間に合うはずだ。ここはとてつもない地下深くで、地上までは長い長いエレベーターでゆっくりと運ばれるのだから──

　階段を使えば、先回りできる。

　鉄扉を開いて闇やみの中に身を滑すべり込ませる。金属の削けずり屑くずが混じっているかのような冷気が押し寄せてきて肌を搔かきむしる。リフトは目の前になく、太いシャフトが等とう間かん隔かくの小さな電灯に照らされながら上へと伸びている。見上げると、まるで深い穴をのぞき込んだような気分になって天地の感覚が狂い、めまいがした。

　梨紗はすぐ右手にある手すりを飛び越え、緑色の非常灯の下の扉を開いて飛び込み、階段を走って登り始めた。

　気が遠くなるほど長い階段だった。かび臭くさく、酸さん素そもかなり薄かった。明かりも踊おどり場ごとにぽつんと壁に張り付いた蛍けい光こう灯とうだけ。寒さはすぐに吹き飛び、汗が噴き出してきた。

　何千回、踊り場で折り返したかわからない。脚が萎なえてきて身体から現実感がふわふわと漂ただよい出ていく。ぜえぜえという自分の呼吸音が、まるで遠くの駅を通り過ぎる列車の音みたいに聞こえた。立ち止まるな、と梨り紗さは自分に必死で言い聞かせた。吸血種の身体能力は常人の何倍もあるはずなんだ。こんなときに役に立たなくてどうするんだ。

　霧きり子こに、絶対に追いつく。

　危険なのは倫子に言われなくてもわかっていた。それでも梨紗は追いかけずにはいられなかった。倫子の役に立ちたい──という思いが、くたびれきった脚を動かしているなけなしの活力だった。もうひとつ、霧子がいったいなにをしようとしているのか、自分の目で確かめたいという思い。

　警察に任せてしまえば──

　あの人は、『処理』される。たぶん。

　当然だ。犯罪に関わってる。人間に害を与えてる。死人まで出ているという。あの人が殺したのかもしれない。生かしておいてはいけない吸血種だ。

　嚙かみついてくる野の良ら犬だ。

　記憶にある霧子の言葉が、階段を踏む足音に区切られて、頭の中で響ひびく。

　ただ、野良犬だっただけ。

　他にどうしようもないからゴミをあさって生きていただけ。

　あの人と、もっと話がしたい。このまま死なせたくない。

　ばか、やめろ、戻れ、と倫子の声も頭に響く。妄もう想そうだ。ためらっているあたし自身の声だ。梨紗は足を止めない。倫子の声は叫び続ける。おまえはスパイだって気づかれてる、白パイ大人ターレンにも霧子にも。だから今は早く家に戻れ。霧子には近づくな。浄血官を襲ったやつだぞ。

　お願い、黙って。梨紗は頭の中の倫子に言い返し、困こん憊ぱいした身体にわずかに残った体力をかき集めて足を速めた。







『白はく楼ろう』の正門から続くエレベーターの地上口は、なんの皮肉なのか、教会だった。

　階段が尽つき、梨紗が真まっ暗くら闇やみの中を手探りでドアにたどり着き、押し開いて外にまろび出ると、光が目を刺し、しんとした静せい寂じやくが身を押し包んだ。

　穹きゆう窿りよう状の高い天井、午後の陽が柔らかく射し込む花形のステンドグラス、十字架を戴いただく祭さい壇だんと、それに向かって二列に整然と並んだ木製の長なが椅い子す。

　礼拝堂……？

　梨り紗さは赤い絨じゆう毯たん敷じきの床に這はいつくばって荒い息をつきながら、堂内を見回した。礼拝堂だ。人の気配はまったくない。こんな場所に、吸血種の住すみ処かへの入り口が……？

　ふと振り返り、ぎょっとする。今さっき出てきたはずのドアがない。

　よくよく見れば、ドア枠は壁板の継つぎ目に巧こう妙みように偽装されている。押してみたが、びくともしない。一方通行？　いや、なにがしかの仕掛けでこちらからも開くのだろう。

　詮せん索さくしているひまはなかった。梨紗は礼拝堂を飛び出した。

　すぐ目の前に、礼拝堂の倍くらいの大聖堂がそびえていた。教会の建築様式については詳しくないが、お茶ちやの水みずにあるニコライ堂に似ている。芝生の敷き詰められた敷地にも、人の姿はない。

　霧きり子こは──もうどこかに行ってしまっただろうか。

　そのとき、車のエンジン音が聞こえた。考えるよりも早く梨紗はそちらに走り出していた。疲労が全身を侵おかしつくしていることを忘れていて、足がもつれて転びかけ、礼拝堂の壁に手をついてなんとか身を起こし、また芝生を蹴ける。

　小型のトラックが教会の裏門から車道に出ようとしているところだった。その一いつ瞬しゆん、自分でも信じられないくらいの力が脚にみなぎり、梨紗はトラックまでの十数メートルの距離をわずか三歩で詰めると、幌ほろを張った荷台に飛び込んだ。

　だれが運転しているのか確かめたわけでもない。身体が勝手に動いたのだ。

　砂すな埃ぼこりだらけの荷台の床にへばりつき、車体の振動を腹で感じながら息をつく。気づかれなかっただろうか。車が左折し、梨紗の身体は荷台を転がる。

　腕を突っ張り、おそるおそる身を起こした。

　暗がりの中、太いゴムバンドで固定されたいくつかの大きな荷物が見えた。最初は洗濯機か冷蔵庫かと思ったが、目をこらしてみるとどちらでもない。小さな画面や漏ろう斗と状の注入口やボタンのびっしり並んだコントロールパネルがついている。なにかの計測器？

　似たようなものを、『白はく楼ろう』のラボで見た気がする。

　運転席の小窓から見えないようにと、計測器の陰かげに縮こまる。

　霧子だ。運転しているのは霧子だ。間違いない。においでわかる。梨紗はこのときばかりは吸血種の身体に感謝していた。肉体にすさまじい無茶を強しいた後で神経が昂たかぶっているせいか、聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも張り詰めていた。

　間に合った。

　両足を投げ出し、息をつく。

　おかしいな、と疑問が頭をもたげる。

　霧子だって吸血種だ。こっちがにおいでわかるくらいの距離なのだから、向こうもにおいや乗ったときの振動であたしに気づかないものだろうか？

　まさか荷台にだれかが跳び乗ってくるなんて思わないから、タイヤが段差を踏んだのかな、くらいに考えているのか。においにしたって、集中しなければわからないのかも。

　とにかく、気づかれていないなら僥ぎよう倖こうだ。

　どこに向かっているのかはわからない。荷台の後ろから見えるのは、一戸建ての家並み、排気ガスで枯かれかけた街路樹、対向車線を走る車、信号待ちの通行人、追い越されて遠ざかっていく自転車……。どんどん人通りの多い市街地に入っていっている。しかし、外をよく見ようとして身体を起こす勇気はない。運転席から見えてしまうかもしれない。

　そうだ、携けい帯たいの地図で位置情報を確かめよう。ついでに、めちゃくちゃ怒られるだろうけれど、倫子さんにメッセージを入れておこう。そう思ってジャンパーのポケットを探った梨り紗さは青くなる。

　携帯電話がない。

『白はく楼ろう』に置きっ放しのバッグの中？　いや、それはない。倫子さんに電話しようとして通じないのに気づいてすぐポケットに突っ込んで──そのまま出てきたんだから、たしかに持っていたはずだ。

　たぶんトラックに飛び乗ったときに落としたのだ。

　今さらのように恐怖がひたひたと打ち寄せてくる。

　あたしがここにいることも、運ばれていく先も、だれも知らない。なにかあっても、だれも助けに来てくれない。

　今なら間に合う。信号で停車したときに飛び降りればいい。

　梨紗の身体は動かなかった。荷物固定用のゴムバンドにしがみついて荷台の床に身を押しつけ、運ばれるに任せた。この機会を逃したら霧きり子こにはもう二度と逢あえない気がしたし、新しい決断をするには身も心も疲れ切っていた。







　トラックが駐とまったのは、どこかのビルの地下駐車場だった。おそらく都心部のどこかだ。走行中、見憶えのある東京二十三区の地名を記した道路案内板ばかりが目に入ったし、高層ビルもしょっちゅう見えた。今も、外をひっきりなしに行き交う車の音がくぐもって聞こえる。中ちゆう央おう区とか港みなと区とかそのあたりじゃないだろうか。

　運転席のドアの開閉音が聞こえ、梨紗は身を固くした。

　コンクリートを踏む足音が幌ほろの向こうを通り過ぎる。どうせもう見つかるのだ。縮こまっていたってしかたがない。梨紗は身を起こすと、荷台の後ろに飛び降りた。

　ちょうどすぐ目の前に霧子がいて、真正面からぶつかりそうになる。

「──っ？」

　驚いて跳び退のいた霧子は、目を見開いて口を半開きにしている。梨紗はどういう顔をしていいのかわからず、視線を中途半はん端ぱにそらし、スカートについた砂すな埃ぼこりをしつこく払い落とした。

「……ええと。……ごめんなさい、勝手についてきちゃって」

　霧きり子この口が、何度か言葉にならない言葉を嚙かんだ。

「……どうやって？」

　ようやく出てきたのはそんな問いだった。

「霧子さんがエレベーターでいっちゃったすぐ後で、階段で追いかけたんです」

　やはり気づいていなかったのだ。幸か不幸か。

「その……どうしても、……」

　言葉がうまく出てこない。そもそも、自分でもどうしてこんなにまでして追いかけてきたのかよくわかっていないのだ。

　霧子は深く息をついた。

「あきれた。……わたしがどういう人間で、どんなことをしてきたのか、だいたい知ってるはずでしょう？」

　梨り紗さはうつむき、ぐっと唾つばを飲み込む。

　その問いは、霧子もまた梨紗がなぜ『白はく楼ろう』に通っていたのかとっくに知っていたことを意味する。

　あたしは──とんでもないことをしてしまったのかもしれない。

　浄じよう血けつ官かんを殺したかもしれない相手なのに。

　それでも。

　霧子が険しい声で続ける。

「なんであなたがこんなことまでして尾つけてきたのかは知らないけど、もう時間がないの。邪じや魔まするつもりなら──」

　梨紗は顔を上げ、霧子の顔を見据える。

「……どうしても、霧子さんに」

　梨紗の言葉はそこでぶっつりと断ち切られた。

　すさまじい激痛が背中に突き立てられ、身を貫つらぬいたからだ。

　あふれた熱い血が梨紗の喉のどをふさぎ、泡あわを立てて唇から声の代わりにあふれ出た。梨紗は目を見開き、霧子に向かってむなしく手を伸ばし、そのままコンクリートの地面に倒れた。

　ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。

　闇やみに吞のまれていく意識の中で、梨紗は何度も詫わびた。だれに対してか、自分でもわからないまま。










　　　　　　　４







　倫子に深々と頭を下げられ、課長席の大おお村むらは渋じゆう面めんをつくった。

「なンでおまえが謝る」

「特とく防ぼう局きよくにアマネライフ製薬関連の情報を渡してしまったのはわたしのミスです。そのせいで捜そう査さ妨害されましたし、死亡者まで出してしまいました」

「交換条件だったんだろう？　こっちだってあの拉ら致ちされたやつの話は知っときたかった」

　大村の言う通りだった。拉致された二等浄じよう血けつ官かんの証言を倫子にも聞かせる代わりに、刑事部が現時点でつかんでいる情報を教える。そういう取引だったのだ。

　取引に応じる判断を下したのは、倫子だ。特防局は、一応は身内である倫子以外とは交こう渉しようしようとしなかったので、自分で決めるしかなかった。

　ここまでひどい結果に至るとは思ってもみなかった。

「わたしは──しばらく捜査課を離れてひとりで動きます」

「馬ば鹿かかてめえ。ひとりでなにができる。いつも通り捜査一課と一緒に動け、命令だ」

「わたしは内ない閣かく府ふ所属ですから、秘ひ匿とくすべき情報を保持しているときには自己判断で単独行動できることになっています」

　大村は歯を軋きしらせた。

「ンな糞くそったれな特例を今さら持ち出すのかよ。秘匿情報？　岡おか島じまって名前の出所のことか」

「それもあります」

「……浄血官を殺やったやつの心当たりもあるのか」

　大村の声が低くしゃがれる。

「……はい」

　答えるときに思わず目を伏せてしまった。

「確実ではありませんが、少なくとも関わりがある人物を知ってます」

　大村の視線が倫子の頰ほおをえぐる。

「おまえが言えねえってことは、内閣府がどうとかは関係ねえな。マル吸きゆうどうしの仁じん義ぎに関わるってことだな？」

　この人はほんとうにわたしのことをよくわかっている、と倫子は痛感した。

　なにも答えられずにいると大村はさらに言葉を突き立ててくる。

「俺たち警察よりマル吸の村を選んだってことだ。わかってるのか」

　倫子は下唇を嚙かみしめ、頭を下げた。

「申し訳ありません」

　背後で舌打ちが聞こえた。捜そう査さ一課のだれかだろう。顔を伏せたまま足早に九課のオフィスに向かう。

　アマネライフ製薬という糸口はもうつかんだのだ。あとは自分ひとりで調べられるはずだ。刑事たちを『白はく楼ろう』に関わらせるわけにはいかなかった。秘密を守るためもあるが、白パイがなにをするかわからない。そして浄じよう血けつ官かんを殺した何者かも、警察官に同じことをしないとは限らないのだ。

　辻つじ村むら霧きり子こ。浄血官を拉ら致ちした女。

　殺したのも辻村霧子か？　浄血官に恋人を殺され、恨みを持っている。復ふく讐しゆうするつもりであるようなことも言っていた、と梨紗から聞いている。

　そうだとしても、なぜ最初の一人は拉致しておきながら殺さなかった？　『白楼』に連れ込んで、いったいなにをやっていたのか。白パイの協力を求めたというなら、なにか実験でもしたのだろうか。

　どのみち、『白楼』にもう一度行くしかないだろう。白パイに正直に話し、わたしにできる限りの代償を支払って情報を引き出す。

　今日も徹てつ夜やになるな、と思いながら九課のオフィスに入った。

「あ、リンコさん」

　捜査資料の整理をしていた紅く朗ろうが、椅い子すから立って寄ってきた。上うわ目め遣づかいで言いにくそうに言う。

「リンコさんに言っておかなきゃいけないことがあるんです」

「なんだ」

　声がどうしてもとげとげしくなる。どうせこいつも、刑事仲間なのに隠し事はやめろとか言い出すにちがいない。

　ところが紅朗は背後のロッカーをちらちら見ながら言った。

「リンコさんの着替え、もうなくなってます。ここんとこ徹夜続きだったから」

　倫子は口を半開きにして固まった。

「……着替え？」

「あ、ぱんつだけは一枚まだあります」

「なッ、な、なんでおまえがそんなこと知ってるんだっ？」

　たしかによくよく思い返してみれば昨夜警けい視し庁ちように泊まってシャワーを浴びたとき、備蓄の着替えが最後の一セットだったことを確認している。

「またロッカー勝手に開けたのか！」

「そんなことしませんよ！」と紅朗はむくれる。「でも上官のブラジャーのローテーションをチェックしておくのは部下のつとめですから！」

　倫子は真っ赤になって紅朗を殴なぐり倒した。

　しかたない、一度帰宅して着替えを補充しよう。ついでに、そろそろ梨り紗さが帰ってきているはずだから詳しい話を直接聞きたいし。

　荷物をまとめて倉庫を出ようとして、ふと思いついて振り向く。

「桐きり崎さき、わたしはちょっと自宅に戻るけど、おまえも来い」

「へっ？」張り飛ばされた頰ほおをさすっていた紅く朗ろうは、勢いよく立ち上がる。「荷物持ちですか。リンコさんのブラジャーはおれが運びます！」

「いいかげんにしろ」倫子は紅朗の爪つま先さきを踏んづけた。

　二人で警視庁を出て、拾ったタクシーの車中で倫子は紅朗に説明した。

「うちに梨紗がいるのは知ってるな？　しばらくの間、護衛を頼みたいんだ」

「ボディガードですか。ええと、だれかに狙ねらわれてるんですか？」

「うん、まあ……」

　事件に関わっているらしき吸血種の女と接触してしまったのだ。今日はその女はなにごともなく帰っていったらしいが、今後梨紗になにかしてこないとも限らない。紅朗も腐くさっても対吸血種捜査官だ。一通りの訓練は積んでいるし、他に任せられる者もいない。

　そうだ、紅朗を連れていくと電話しておこう。倫子は梨紗の携けい帯たいにかけた。

　通話に出ない。

　呼び出し音は鳴っている。なにかの用事で電話を置いてどこかにいっているのだろうか。

　自宅の固定電話にもかけてみるが、やはり出ない。

　嫌いやな予感がした。

『白はく楼ろう』にいる梨紗から電話があったのは二時間前。その後、連絡していない。ちゃんと言う通りに『白楼』を出て家に戻ったのだろうか？

　梨紗の電話のＧＰＳを確認した。位置情報は──葛かつ飾しか区、荒あら川かわ沿いだ。まだ『白楼』にいるということか？　いや、あそこは地下だからＧＰＳ測定結果は正常に出ない。それに、この場所はひょっとして。

　地図を拡大した。

　聖せいブランカ大だい聖せい堂どう。倫子は息を吞のむ。

　この場所は──『白楼』の正門に続くエレベーターの地上側の出入り口だ。なぜ梨紗の携帯がこんな場所にある？　東京拘こう置ち所しよ側ではなくこちら側から出たのか？　どうして？

　思い至り、ぞっとする。

　梨紗は電話で言っていた。辻つじ村むら霧きり子こは今さっき帰って行ったと。

　正門から出ていき、梨紗がついていったなら。

「すみません！」

　運転席に後ろから嚙かみつかんばかりの勢いで言った。運転手がぎょっとしてステアリングをぐらつかせる。

「葛かつ飾しかの方に行ってください、急いでッ」







　東京拘こう置ち所しよからだいぶ離れた荒あら川かわ沿いの閑かん静せいな住宅地の真ん中、木々に囲まれたビザンティン建築の教会。暗い夕空に突き出た大きなドーム屋根の大聖堂と、併設されたやや小さめの礼拝堂のシルエットは、陽が沈みかけているせいで樹影と同化していた。タクシーから飛び降りた倫子は、携けい帯たいを探すために梨り紗さの番号にかけた。

　かすかに着信音が聞こえる。礼拝堂の裏手だ。

　裏門のすぐ手前の砂地に、光るものが落ちている。駆け寄り、拾ひろい上げる。携帯だ。ケースには、梨紗と七な月つきが並んで笑っているプリクラが貼はられている。

　遅れてタクシーから降りてきた紅く朗ろうが「リンコさん……？」と声をかけてくるが、倫子の耳には届いていない。梨紗の携帯を握りしめ、呆ぼう然ぜんと見つめている。なにがあった？　梨紗は今どこにいる？　辻つじ村むら霧きり子このところか。

　倫子は『白はく楼ろう』に電話をかける。

「……わたしです。梨紗は？」

『だいぶ前に帰ったが』と白パイは答える。

「──どちらの出口からですか？」

　電話口の向こうで白パイが薄笑いを浮かべたのが見えた気がした。

『そちらからだよ』

　怖おぞ気けが立った。倫子が聖せいブランカ大だい聖せい堂どうに来ていることまで知っているのだ。

『面おも白しろそうなことをしようとしていたので、扉のロックは外したままにしてあげたんだ』

「辻村霧子はどこです、梨紗になにがあったんですかッ？」

『教える理由がない。霧子は私の客で、気に入っている。あの復ふく讐しゆう心しん、執しゆう着ちやく心しんはとても興味深い。なにより、研究材料として素晴らしかった。彼女の復讐が完成するところを見たいんだよ。きみたちに邪じや魔ましてほしくはない』

　倫子は唇を嚙かむ。

　これが──千年生きてきた化け物の本質だ。底が見えないほどの享きよう楽らく主義者。肥大化し続ける癌がん細さい胞ぼうのごとき知的好奇心。

　怒りとともに、実力行使という手段が脳裏に浮かぶ。すぐに頭を振って打ち消した。自分よりもはるかに老練な第一世代に勝てるかどうかわからないし、だいいち痛めつけたり殺すと脅おどしたりしてもほんとうのことを喋しやべるわけがない。

　いらだたしい手つきで電話を切った。

「……あの、リンコさん？」

　もう一度声をかけられ、ようやく紅朗の存在を思い出す。

「な、なにがあったんですか？　ここ、どこなんですか」

　もはや『白はく楼ろう』を気遣って隠し立てをしている場合ではなかった。

「梨り紗さがいなくなった。あいつは、『白楼』で情報収集をやってたんだ」

　言葉にしてみると、なんて愚かしい無茶をさせたのだろう、と後悔がにじみ出てくる。

　辻つじ村むら霧きり子こという、浄じよう血けつ官かんに恨みを持つ女と『白楼』で逢あったということ。最初の一件で浄血官を拉ら致ちし、二十四時間監かん禁きんしたのはおそらくその辻村霧子であること。

　梨紗はその辻村霧子を追って『白楼』のこちら側の出口を通り──

　その先はわからない。

「尾つけたのか、ここで見つかったのか……わからない。なにかあったんだ」

「つ、つ、捕まってるかもしれないですよねっ？」

　紅く朗ろうが青ざめて言う。その可能性もある。

「さ、探さなきゃ梨紗姐ねえさんが、ど、どうしましょう、ええと、課長に報しらせて」

「報告は頼んだ。おまえの知っていることは全部話していい。わたしはひとりで捜す」

「ひとりでっ？　い、いや、無理ですよ、人手がないと」

　倫子は息を詰めて首を振った。

「……またわたしの失敗で……それに、捜そう査さ一課のみんなにあれだけひどいことを言っておいて、今さら頼れない。わたしにしかできないやり方もあるから」

「リンコさんッ？」

　紅朗の叫び声を背に浴びながら倫子は車道に走り出た。

　太ふと腿ももに指を突き立て、爪で神経をえぐる。痛みが五感を燃え立たせる。砂すな埃ぼこりや排気ガスのにおいに混じって、少女の体たい臭しゆうがかすかに漂ただよっている。記憶にあるにおい。梨紗だ。かなりの緊張状態におかれていたのか、かなり汗のにおいが濃い。時間はたっているが、たどれる。

　歩道を走り出した。すぐに絶望が襲ってくる。においが車道側にある。

　車に乗せられて連れ去られた……？

　徒歩ならともかく自動車移動の相手を嗅きゆう覚かくだけで追うのは難しい。どこまでたどれるか。

　この手が行き詰まったら。倫子は背筋に寒気をおぼえながら足を速める。あとはもう、最後の手段しか残っていない。『白楼』に戻り、あの化け物と取引をするのだ。それでもいい。梨紗のためなら。

　やっと手に入れたわたしの、ただ一人のほんとうの家族を──救たすけるためなら。

　頼む、生きていてくれ。倫子は祈りながら、においの糸の端はしにしがみつき、走った。
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「なんで黙って行かせた、役立たずッ」

　教会に駆けつけた大おお村むらに紅く朗ろうは怒鳴り飛ばされた。最初に電話したときにも怒鳴られたので、これで二度目だ。

「すみません、でもリンコさんめっちゃ足速くて、あっという間でした」

　何台も駐とまったパトカーから捜そう査さ一課かの刑事たちが次々に降りて教会の敷しき地ちに入ってくる。宇う佐さ見みはドーム屋根をうさんくさそうに見上げ、樺かば沢さわはかがみ込んで地面のタイヤ跡をにらんでいる。

「もうあの女はほっときましょう、課長」と宇佐見が憎々しげに言う。「それより、この教会の人間がなにか目撃してるんじゃないんですか」

「人、いないんです」

　おそるおそる紅朗は言った。

「いないィ？」

　宇佐見にぎろりとにらまれる。紅朗は首をすくめた。

「ここ、ほんとうの教会じゃないらしいんです。名前はなんとか大だい聖せい堂どうってついてますけど、ええと、それっぽい建物ってだけで」

　つまりここは白パイの私有地なのである。『白はく楼ろう』への出入り口を隠すために見事なビザンティン様式の聖堂が建てられているが、べつに宗教法人として届け出てあるわけでもなく、司し祭さいもいないし信徒も通ってはこない。事情を知らない観光客や近所の子供がたまに勝手に入ってくるだけだという。

　知っていることは全部話していいと倫子に言われたので、紅朗は『白楼』やその住人について、そして辻つじ村むらという女が出入りしていたことも報告してあった。しかし考えてみれば、大事なところはほとんどなにも知らなかった。

「その、地下に住んでるとかいうじじいを締しめ上げればいいんじゃないんですか」

　年若く恐れ知らずの間ま島じま巡じゆん査さが言う。

「内ない閣かく府ふにも法ほう務む省しようにも部長からねじ込んでもらったがよ」と大村は苦い口調で言う。「無理だ。がっちがちだよ。そんなやつは存在しない、の一点張りだ。かなりやばいレベルの機密事項になってるってことだ」

　そんな場所になぜおれは入れてもらえたのだろう、と紅朗は思う。倫子さんに連れてってもらったからか。ああいや、あのおじいさんがおれを気に入ったとか言ってたっけ。じゃあおれが頼めばまた入れてもらえるのかな。いや、どうやって頼むんだ。連絡方法も知らないんだぞ。紅朗は腕組みして唸うなりながら考え込む。

「……フリオと、辻村……霧きり子こ、な」

「名前がわかっただけでも」

「どっちもマル吸きゆうだろう？　調べがつくかどうか」

「そこをなんとかするのが俺たちの仕事だろうが」

「女の方は風ふう俗ぞく嬢じようだったってことですからなんとか」

「何年も前の話だろう、時間もねえし」

「櫻さく夜やのやつ、勝手に突っ走りやがって、もっと詳しい話を──」

「言っててもしょうがないっスよ、あんな女のこと」

　無い頭で考えている紅く朗ろうの耳を、刑事たちの会話が素通りしていく。

　やがてなにやら話がまとまったらしく、刑事たちは車に戻っていく。エンジンが噴き上がる音が次々と聞こえてくる。

「え、あ、あの」

　裏門の外へと向かうトレンチコートの背中を見つけ、声をかけた。

「おれはどうすればいいんですかっ？」

「知らねえよ」宇う佐さ見みは顔だけこちらに向けてぶっきらぼうに言った。「あの女が一課には頼らねえっつったんだろ。なら、九課は九課で勝手にやれ」

　裏門を出た紅朗の目の前で、次々にパトカーが走り出し、辻つじを曲がって家並みの向こうに消えていく。取り残された紅朗は立ち尽つくした。振り向くと何人かの制服警官が残っているが、どうしたらいいか彼らに訊きいても困らせるだけだろう。

　ひとりだとなにもできない。

　紅朗は途方に暮れる。なにもできないのはわかっているつもりだった。それでも、これまでなんとなく捜そう査さ課かの仕事をやってきた。命令されていたからだ。言いつけてくれる人がいなければ、こうやってぼうっと突っ立っていることしかできない。

　何度目かわからない電話を倫子の携帯にかけてみる。電源を切っているか電波の届かないところに……というアナウンス。紅朗はため息をついてうなだれる。

　砂利の上にどすんと腰を下ろす。考えろ。空っぽの頭でも考えろ。梨り紗さ姐ねえさんが危ないんだ。早く見つけなきゃ。もっと情報が要いる。フリオとかキリコとかいう名前だけじゃ捜せるわけがない。

　でも、どうやって？

　しばらく冷え切った夕風に頭をさらした後で、思いついた。勢いよく立ち上がって門を飛び出し、表通りでタクシーを止めた。

「池いけ袋ぶくろの、ええと、北口までお願いします！」







　白はく竜りゆう軒けんは、池袋駅の北口を出て風俗街を抜け、路地を分け入った先、中華料理店ばかりが並ぶ猥わい雑ざつな雰ふん囲い気きの一角にあった。中華街と呼ぶにはやや慎ましい地域で、どの店も外装はきわめて大衆的だった。白竜軒も例外ではなく、油汚れでくすんだ黄色い店頭看板に店の名前の三文字が飾り気なく書かれているだけだ。

　ちょうど夕食時で、店内はカウンター席もテーブル席も客でいっぱいだった。息が詰まるほどの美う味まそうなにおいが立ちこめていて紅く朗ろうの腹の虫が鳴く。

「あら、紅朗ちゃん」

　給仕をしていた、真っ赤なチャイナドレス姿の女性が紅朗に気づく。

「お、お邪じや魔まします白パイ麗リーさん」

「ひとり？　食べにきてくれたの？　嬉うれしいわ、大盛りサービスしちゃうから……と言いたいところだけど」

　白パイ麗リーは見透かすような笑みを浮かべて続ける。

「どうも、そんなひまもない用事みたいね？」

「え、あ、は、はい！」

　焦あせっているのがそんなに顔に出ていたか、と紅朗は恥はずかしくなる。

「あの、でも、お忙しそうですけど」

　白パイ麗リーはいまできあがった料理を手早く給仕し終わると、厨ちゆう房ぼうの無骨な大男に言った。

「ごめんなさい白パイ竜ロン、上で紅朗ちゃんと話してくるから、しばらくフロアもお願い」

　無口なコックの白竜は手にした鉄てつ杓じやくを少しだけ持ち上げて了解の意を示した。客たちからは露ろ骨こつな不満の声があがる。

「白パイ麗リーさん行っちゃうのかい！」

「あんたのおみ足を拝んでると料理が三倍美味いんだけどねえ」

「お酌しやくしてもらいたかったんだが」

「ごめんなさいねえ、すぐ戻るから、ごゆっくり」

　紅朗は白パイ麗リーに連れられて勝手口から出ると、店の二階に上がった。通された客間は、全面の壁がタペストリで飾られ、間接照明のみで薄暗く、むせかえるほどのアロマが焚たかれた妖あやしい雰囲気の部屋だった。白パイ麗リーは紅朗に椅子をすすめ、自分も籐とう椅い子すに腰を下ろして足を組んだ。こぢんまりした中華料理店の店主という表向きの顔は、この謎なぞめいた美女のほんの一面に過ぎない。白パイ麗リーは第二世代の吸血種であり、占い師であり、あらゆる物品と人材を扱う手配師でもあり、そして吸血種社会に広くネットワークの根を張る情報屋でもあるのだ。

「……倫子ちゃんになにかあったの？」

　開口一番そう訊きいてくる。紅朗はまごついた。すっかり見透かされている。

「え、ええと、そ、そうなんですけど、なにかあったのは梨り紗さ姐ねえさんの方で、ああっと梨紗姐さんというのはそのう、リンコさんの……妹みたいな、ええと」

　まったく要領を得ない紅朗の言葉を白パイ麗リーは笑って遮った。

「梨紗ちゃんのことなら知っているわよ。倫子ちゃんが唯ゆい一いつ血を分けた相手ですもの」

「そ、その梨紗姐さんがですね」

　どこから説明すればいいものか迷い、紅朗はしじゅうこんがらがり、そのたびに白パイ麗リーから助け船を出されながらもことの経けい緯いを話した。

　話し終えてから、ふと思い至ってこわごわ訊きいてみる。

「……あの、白パイ麗リーさんひょっとして全部知ってました？」

　あまりにも折々の話の促うながし方が的確すぎたのだ。白パイ麗リーさんはくすりと笑った。

「梨り紗さちゃんがいなくなっちゃったことまでは知らなかったわ」

「それ以外は知ってたですか！　さすが情報屋さんですね！　っていうか、あの地下に住んでるおじいさんって白パイ麗リーさんたちのおやっさんでしたっけ」

「ええ。師父スーフにはもうずいぶん逢あっていないけれど、連絡はたまにしているわ。紅く朗ろうちゃんは一度逢ったのですってね？」

「はあ。リンコさんと一緒に」

「師父スーフが定命種モルタリスを『白はく楼ろう』に招くなんてまずあり得ないわよ。だいぶ気に入られたわねえ」

「そ、そうなんですかね？　よくわからないです」

「私も紅朗ちゃんのことは気に入っているもの」

　照れくさくなり、なにか答えなければと思って紅朗は姿勢を正して言った。

「ありがとうございます！　おれも白パイ麗リーさんのことは好きです！」

　白パイ麗リーさんは籐とう椅い子すから転げ落ちそうなくらい笑った。

「ほんとうに面おも白しろいわねえ、あなた。でも、私はともかく、そのへんの女性にそういうことを冗じよう談だんでも言っちゃだめよ」
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「え？　いや、冗談で言ったわけではないです」

　また笑いがこみ上げてきたようで白パイ麗リーは肩を揺らした。乱れた髪を直して、なんとか真顔に戻し、言う。

「嬉うれしいわ。でもこんな楽しい睦むつ言ごとを交わしている場合じゃないのよね？」

「あっ、そ、そうでした、それであの地下の庭に出入りしてた女がですね、ええと、なんだっけ、辻つじ村むら……そうだ、辻村霧きり子こって名前のマル吸きゆうらしいんですけど、犯人なんです、殺しもやってるんです、梨り紗さ姐ねえさんをさらったのもそいつなんです、白パイ麗リーさんなにか知りませんか？　白パイ麗リーさんの力でその女のこと調べられませんかっ？」

　白パイ麗リーの表情から柔らかさが完全に消え失せた。紅く朗ろうはぞっとして口をつぐんだ。

　なにか、言ってはいけないことを言ってしまっただろうか。

「……紅朗ちゃん」

　低い声で白パイ麗リーは言う。

「情報屋は、信頼がすべてなの。信頼はね、長い長い時間をかけて、二つのことを守り続けて積み上げていくもの。その二つがなにかわかる？」

　なんの話かわからない紅朗は首をすくめてかぶりを振り、白パイ麗リーの顔をうかがう。

「一つは必ず価値ある真実を提供すること。もう一つは秘密を守ること」

　白パイ麗リーの瞳に、束の間、血の色の炎が灯った。

「そんなわけであなたの頼みは聞けないわ。わかってくれた？」

「……いえ、すみません、よくわかんないです」

　血なまぐさい闇やみを生き抜く情報屋の剣けん吞のんな表情はたちまち消え、代わりに苦笑が浮かんだ。

「そう──ね。わからないわよね。普通はこれでなんとなく察してくれるものだけれど。いいわ、もう少しはっきり言いましょう。あなたの求めている情報を与えてしまうと、私のとある依頼人の秘密を侵おかしてしまうことになるの。それは情報屋を営む者としては絶対にやってはいけない背任行為。だから引き受けられない」

「なんとなくわかりました！」と紅朗は背筋を伸ばした。「でも、なんとかなりませんか」

「なんともならないのも今の話で普通はだいたい察してくれるものだけれど……」

　白パイ麗リーの口元からは、困ったような愛おしむような笑みが消えない。

「なんでもします、ただ働きで皿洗い一年とか、あっ、そんなんじゃ全然足りないですよね、どうしよう、そうだ、おれいくらでも血を吸われますから」

「すごく心惹ひかれるわね。でもだめ」

「う、ぅ……そ、そうですか……」

　紅朗は両りよう膝ひざに爪を立ててうなだれる。他にもうあてがない。こうしている間にも梨紗は犯人に痛めつけられて、あるいはもう殺され──いや、そんなこと考えるな、もっと意味のあることに頭を使え、どうすれば、どうすれば、どうしたら……。

「ただ、倫子ちゃんの居場所はたぶんわかるわ」

　白パイ麗リーの言葉に、紅く朗ろうははっとして顔を上げた。

「わっ、わかるんですかっ？」

「正確には、あの子の考えていることがわかるの。自分ひとりの力でその辻つじ村むら霧きり子こという女を捜そうとしたら、最終的に行き着く手段はひとつ」

「それは──なんですか？」

　紅朗は自分でも気づかないうちにテーブルに手をついて白パイ麗リーの目の前へと身を乗り出していた。青白い蠱こ惑わく的な美び貌ぼうがすぐそこにある。

「私の師父スーフ──白パイ大人ターレンに全部喋しやべらせるのよ」

　ぽかん、としてしまった。

　冗じよう談だんを言っているようには見えないので、紅朗はおずおずと言い返した。

「そのう、おれの目の前で倫子さんがすぐにあのおじいさんに電話しまして……女の居場所を教えてくれって頼んで、きっぱり断られてましたけど」

「それはそうでしょうね」

「だ、だからっ」

「無た料だなら喋るわけはないわ」

　目をしばたたく。

「……お金払えば、ってことですか？」

「まさか。師父スーフはそのへんの小国なら買えてしまうくらいの資産を持っているわよ。お金なんかでは動かない。でも、見合うだけの価値のあるものを差し出せば、頼みを聞いてくれるわ。ほんとうに自分の欲望に忠実な人だから」

「価値のあるもの、って……ええと、あのおじいさんもマル吸きゆうだから、血……とかですか」

　白パイ麗リーはさびしそうな顔で首を横に振った。

「倫子ちゃんにしか支払えない代償。あの子自身、よ」

「……え？」

　背中を虫が這はい回るような悪寒がやってきた。

「師父スーフが望むのはなによりも、私たちの種族の肉体、生命についての知識。それを突き止めるための実験材料。世代が上で血が濃い個体ほど望ましいわ。それで──第一世代の男性の実験材料は、自分自身がある。でも第一世代の女性の実験材料はまず手に入らない」

　手をついたテーブルが、不意にがたがた鳴った。自分が震えているせいだとしばらく気づかなかった。

「そ、それ、それって」

　紅朗の声は空転する。実験材料？

「実際になにをされるのかは、わからないわ。でも師父スーフが第二世代や第三世代の実験個体にどんなことをするのかは私も何度も見てきたから、……どれくらいひどい薬を連日投与されるか、どこをどんなふうに切り刻まれるか、……想像はつくわね」

「……そ、そんな、なんでそんなこと平気な顔で言えるんですかッ」

　白パイ麗リーの柳りゆう眉びが逆立つ。

「私をなんだと思っているの？　久命種メトセラなのよ。あなたたちの種族には、限りある命のための倫理とやらがあるのでしょうけれど、私たちはその外の闇やみで生きているの」

　紅く朗ろうは言葉を失う。

　自分は今まで、いったいだれと話をしていたのだろう──という、目め眩まいにも似た虚脱感が襲ってくる。そこにさらに追い打ちがかけられる。

「……それに、殺されはしないわよ。貴重な実験材料なのだし、だいいち滅めつ多たなことでは死なないし」

　そういう問題じゃないだろう、と怒鳴ろうとした紅朗は、すんでのところで我に返った。怒っている場合じゃないし、そもそも話の本筋はべつにあった。

「つまりリンコさんはまたあの地下に行くってことですか」

「たぶんね。電話だけで済む話ではないでしょうから」

　テーブルを蹴け倒たおして白パイ麗リーに詰め寄った。

「お願いがありますッ」
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　倫子は白しら樺かばのベンチの背もたれに身を預け、電池式ランタンの明かりでおぼろに照らされた草むらに群れる羽虫をぼんやり見ながら、木々の向こうのかすかなせせらぎに耳を傾けていた。この地下庭園にも、地上と同じように夜がやってくる。泥どろ砂すなのような眠気もじりじりと押し寄せてくる。

　梨り紗さのにおいは、教会からほんの一キロほど離れたあたりでもうたどれなくなった。においが薄れていくにつれて絶望感がこみ上げてきて、昂たかぶっていた神経が静まり、感覚が鈍り、あとはその悪循環だった。

　手詰まりの今、こうして『白はく楼ろう』に戻ってくるしかなかった。

　梨紗がいなくなってから、どれくらいたっただろうか。臭しゆう跡せきが途絶えてからもかなり長い間あきらめきれずに歩き回っていたせいで、だいぶ時間を浪費してしまった。そろそろ日付が変わる頃だろうか？

　無事でいてくれ。

　祈る相手などいないはずの呪のろわれた血族である倫子も、今は祈るしかなかった。

　実は梨り紗さは尾行などしておらず、教会に出たところで辻つじ村むら霧きり子こを見失い、あきらめて帰宅しようとしたところでうっかり携帯電話を落とした──という都合の良い夢想を何度もした。自宅に十五分おきに電話をかけた。そのたびに留守番電話のむなしい案内音声を聞かされた。そもそも、教会に出てすぐ帰宅したならあの方角に向かって臭しゆう跡せきが続いているはずがないのだ。あれは間違いなく、車で連れ去られたか、あるいはどうにかして同乗したのだ。わかっている。くだらない夢想はやめろ。

　もうすぐ、辻村霧子の行き先がわかる。

　最初からこうすればよかったのだ。すぐに後を追えたのに。そんなに我が身が可愛かわいかったのか。みんな自分のせいなのに。

　暗くら闇やみに、ぽつりと光が見えた。揺れながら近づいてくるにつれ、ランタンを手にした白衣姿が見て取れるようになる。

「待たせたね」

　白パイは言った。

　草を踏む足音が倫子のすぐ目の前までやってくる。二つのランタンが投げかける光の輪が、ひとつに溶け合う。

　頼りない電球の光で下から照らされた白パイのひげは、不吉な灰色をしている。眼にはほのかな赤い光。昂こう奮ふんしていることを隠していない。

　白パイの右手にはランタン、左手には──小さなケース。

　ベンチに置かれたランタンの隣となりに持ってきたランタンを並べて置くと、白パイはケースを開いた。注射器を取り出し、アンプルの中身を吸入する。

「もう一度説明しよう」

　小さなプラスチック筒つつの中の赤い液体を光に透かして見つめながら白パイは囁ささやくように言う。

「我々が自分の『子』に対して発揮するいわゆる『支配力』を、抽ちゆう出しゆつして強化した薬品だ。これは私の血から作ってあるから、定命種モルタリスに投与すれば感染すると同時に私への強迫的な服従意識を植え付けられる。久命種メトセラにも何度か投与したが、じゅうぶん満足のいく結果が得られたよ。もっとも」

　無機質な視線が倫子の全身をねめ回す。

「第ク一ド世ラ代クに投与したことはさすがに一度もないから、きみにどれほど効くのかは未知数だ。楽しみだよ」

　やはりそういう薬もここで開発していたのだな、と倫子は思う。

　では、殺された浄じよう血けつ官かんに──そしておそらくは連れ去られた残り二人の浄血官にも──投与された感染薬は、これと同種のものだろう。ひとを操り人形にする恐るべき薬物。『白はく楼ろう』から流出した、吸血種研究のおぞましい成果のひとつ。

「そんなもの打たなくても」と倫子は嫌悪感をあらわにする。「約束は守ります。情報さえ渡してくれれば、事件が片付いた後であなたのものになります」

「きみのことは信頼しているよ」

　親愛の情がにじむ口調になる。

「しかしこれを打てばより信頼が増すだろう？」

　倫子は顔をそむけた。

「好きにすればいいでしょう」

「しかし、なぜここまでする？」

「そんなのどうでもいい、早くしてください」

　倫子は内心のおびえを押し隠すように憤いきどおってみせた。

「筑ちく摩ま川がわ梨り紗さはきみにとってそこまで重要な存在だろうか」

「当たり前です。わたしが、わたしの都合で感染させた『子』です」

「それは大切に思っているということではなくただの責任感だね」

　我が慢まんできなくなり、白パイをにらみつけた。

「だからどうしたっていうんですか」

「私が提供できる情報は、辻つじ村むら霧きり子この行き先、彼女の復ふく讐しゆうの具体的な方法、それと彼女の肉体に関する医学的見解、それくらいのものだ。筑摩川梨紗を助け出す役に立つだろうか。行き先からさらにべつの場所に移動してしまえばそれまでだ。よしんば見つけられたとしてもきみのかわいい『子』はもうとっくに」

「なにが言いたいんですか、大人ターレン」

　怒鳴りつけてやりたいのをこらえるのに必死だった。

　しかし──

　白パイがひそめた声で告げる。

「きみのこの選択は、自じ罰ばつ願望だということだ」

　倫子は、老いた怪物の口元をじっと見つめることしかできなかった。

「きみは自分が犠ぎ牲せいになりたいんだ。自分が徹てつ底てい的に傷つくやり方で、ようやく赦ゆるしてもらえると信じているんだ」

　老人の顔がぼやける。

「……そうです。それがどうかしたんですか」

「どうもしない。ただ、美しいと思う」

　倫子はうつむき、ジャケットを肩から半分脱いで二の腕をさらけ出した。

「……早く済ませてください」

　白パイが一歩、もう一歩近づいてきた。冷たい手が倫子の左腕をつかみ、ジャケットをさらに引き下ろし、肘ひじの裏を指先で探る。

　注射針から空気を抜くため、白パイはわずかにピストンを押し込む。噴き出た微量の薬液が光を受けてきらめく。

　腕をつかむ白パイの手に力がこもった。無意識の抵抗で身が固くなる。自分が自分を売り渡す瞬間はせめて見届けようと、倫子は注射器を見つめる。針がゆっくりと、肘ひじ裏うらの柔やわ肌はだに向かっておりて──




　伸びてきただれかの手が注射器をつかんだ。




　白パイの手からもぎ取られたプラスチック筒つつは、そのだれかの手でへし折られる。赤い薬液が指の間から流れ落ちる。

　顔を上げた倫子は、信じられない思いでその人影を凝視する。

　白パイもまた、無表情のまま目をかすかに見張って、妨害者を見つめている。

「……桐きり崎さき……？」

　思考は混乱しきっていて、ただ名前だけが声になって唇からこぼれ出た。紅く朗ろうだった。たしかに紅朗だった。顔は青ざめ、唇はほとんど黒に近い紫むらさきに染まり、ダッフルコートも髪の毛も埃ほこりと煤すすにまみれている。

　なぜ紅朗がここに。どうやって入った？

「どうやって」

　白パイがかすれた声で倫子と同じ疑問を吐はく。

「ここに入った？　許可した憶えはない」

「夜の十二時からほんの何分か、空気調整のために換かん気き扇せんが全部停まる、って教えてもらったんです。で、エアダクト通ってきました」

　啞あ然ぜんとする他なかった。なんという無茶をするのだ、この男は。地上からここまでエアダクト伝いに下りてきた？　途中で換気扇がまた動き出したらどうするつもりだったのだ。閉じ込められ、下へ手たをすれば死ぬ可能性もあるのに。

　どうしてこいつは──

　そんな無茶までして、またわたしのところに。

「だれに教えられた？」

　白パイが目を細めて険しい声で訊たずねる。紅朗は笑って答えた。

「秘密です！　仁義ってもんがありますので！　それじゃあ失礼してリンコさんはもらっていきますね！」

　一瞬、なにが起きたのかわからなかった。視界が大きく揺れてひっくり返ったかと思うと、なにかに遮られる。頭に血が集まり、風が耳を引っ搔かき始める。紅朗がいきなり倫子の身体を肩に担かつぎ上げて走り出したのだ、と気づくのにかなりの時間を要した。

「──な、なにするんだばかっ」

　紅く朗ろうのコートの背中に何度も額ひたいをぶつけながら叫んだ。

「な、なにをしてるかわかってるのか、お、おまえっ」

　紅朗はなにも答えず足をさらに速める。闇やみと木々の影とが飛ぶように過ぎていく。倫子は手足をばたつかせてもがくが、極度の緊張がぶっつり切れた直後なので身体中が萎なえきっていて力が入らなかった。

　エレベーターに飛び込み、コントロールパネルを叩たたく。リフトが上昇を始め、ようやく紅朗は倫子を床におろした。そのままうずくまって嘔おう吐とするようなかっこうで荒い息をついている。倫子は紅朗の襟えり首くびをねじり上げた。

「なぜ邪じや魔ましたッ」

「しますよ！　リンコさんがあんなじいさんのものになっちゃうなんていやですッ」

　顔がかあっと熱くなるのを感じた。

「な、お、おまえっ」

　コントロールパネルに飛びついてエレベーターを停めようとするが、紅朗にしがみつかれ、引きはがされる。

「梨紗を捜すためなんだぞ、大人ターレンに喋しやべらせなきゃ──」

「日本の警察は世界一です、ぜったい見つけられますから！」

「どうやってッ」

「それは、ええとよくわかりませんけど、おれよりずっと頭のいい刑事さんたちが色々考えてくれますから」

「ふざけるなおまえっ、だいたいこんな真ま似ねしたら大人ターレンに」

　殺されるぞ、と言おうとして、倫子は足下を見る。

　リフトの上昇は続いている。

　白パイ大人ターレンなら、中央制御室から操作してこのエレベーターを簡単に停められる。なぜすぐさまそうしないのか。

　わたしとの取引は──もう、破談、ということなのか。

　倫子は床に膝ひざをつき、荒い息を繰り返す。紅朗がおそるおそる顔をのぞき込んでくる。

「……あの、リンコさん」

　おずおずとかけられる声。

「すみません勝手なことして、でもおれ、ほんとにリンコさんのこと」

「黙れ」

　紅朗の言葉をばっさりと遮った。

　しばらく、沈黙の中をリフトの稼働音がやかましく響ひびいていた。気圧変化のせいで耳の奥が痛んだ。

「……梨り紗さ姐ねえさんがなにかあったらって思うと、ほんと頭おかしくなりそうですけど」

　やがて紅く朗ろうがぼそりとつぶやく。

「リンコさんが……って考えたら、もっともっと、死にそうなくらいつらいんです」

　エレベーターが上階に到着して停まるまで、倫子は顔を上げられなかった。
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　二人が警けい視し庁ちように戻ったのは午前一時だったが、捜そう査さ一課かのオフィスはぎんぎんに照明され、大勢の刑事たちが忙しく出入りし、話し合い、電話をあちこちに矢継ぎ早にかけていた。

「これどう見てもガセだろう」

「小学校？　こんなんあり得るのか」「調べてみにゃわからん」

「確認とれました、誤報です、浮浪者でした」

「これ警察の方に来てる通報とクロスチェックできないのか」

「やってみます」

「データベース型が全然ちがうだろ」「そのへんはなんとかしますよ！」

「庶しよ務むから八人回してもらった、四十件こっちに分けて！」

「チェックかぶっとるぞ、済みの案件はわしを必ず通さんかい！」

　倫子は目を丸くした。

　何人かは徹てつ夜や仕事で残っているだろう、とは思っていたが、この人数──捜査一課全員どころではない。刑事部に総動員がかけられたのではないかというくらいだ。

「桐きり崎さきどこ行ってたてめえ！」

　近場のデスクで電話攻勢をしていた宇う佐さ見みがこちらを見て怒鳴った。

「こっちはおまえみたいなアホの手も借りたいんだよ、さっさと振り分け作業を」

　言葉の途中で倫子の存在に気づき、嫌いやそうな顔になる。

「……なんですか、内ない閣かく府ふの櫻さく夜や特命官どの。お早いお帰りで」

　厭いや味みに、顔を伏せるしかない。

「戻ったのかこの野郎」

　後ろからいきなり野太い声をかけられ、振り向くと、大おお村むらがオフィスに入ってきたところだった。浅黒い顔には疲労が色濃く刻まれているが、目は活気にぎらついている。

「申し訳ございませんでした」と倫子は頭を下げ、それから捜査課を見回す。「これは……どういうことですか」

「刑事部総出で確認作業だよ。あの人が張り切って発破かけたからな」

　大村があごでしゃくってみせた先、捜査一課長のデスクに、代わりに陣取っているのは刑事部長の筑ちく摩ま川がわだった。刑事が入れ替わり立ち替わりひっきりなしに報告しにきており、それを聞きながら、手元のノートＰＣに手早くまとめている。

　刑事部長が──なにかよくわからないが──こんな地道な調査の陣じん頭とう指し揮きを執とって、しかも自分も作業の手に加わっているとは。

「さらわれたのが梨り紗さお嬢だからな。……まあ、あの人は、そんなん関係ねえ、わしに娘なぞおらんわ、だいたい捜そう査さに私情は挟はさむな、とか言ってたがな」

　そうだ、いま危険にさらされているのはあの人の娘なのだ、と倫子は痛ましく思う。わたしのせいで、あの人は愛まな娘むすめを二度も喪うしなってしまうかもしれないのだ。

「これは、……なにを調べてるんですか」

　蟻ありのようにせわしなく働いている大部隊を見やって倫子は訊たずねる。なにか糸口があったのだろうか？

「辻つじ村むら霧きり子こは浄じよう血けつ官かんに復ふく讐しゆうしようとしてるっつってたな。どうやって、だ？」

「……え？」

「まさか特とく防ぼう局きよくにひとりで乗り込むわけでもあるめえ。浄血官が少人数で外に出てきたところを襲うわけだ。そのためには浄血官の動きを把握して先回りしてなきゃいけねえ。ただでさえ表にまったく出てない機関なのに、そんなことできると思うか？」

　倫子は目をしばたたく。考えてもみなかったポイントだ。しかし、言われてみればその通りだった。できるのか？

「実は簡単にできるんだ」と大おお村むらは言った。「通報すればいい」

「あ……！」

　倫子は目を見開く。

　特防局は、市民からの吸血種目撃情報を随ずい時じ受け付けている。浄血官が動くほどの有力な情報を提供すれば、待ち伏せが可能になる。

「善意の市民からのマル吸きゆう通報は、この不安なご時世、うんざりするほどたくさんある。警視庁にだって一日に十件くらいマル吸がらみの１１０番が来るからな、特防局ともなりゃその何倍も集まるだろう。その通報履り歴れきをここ一ヶ月分ごっそりいただいてきた」

　大村は底意地の悪そうな笑みを見せる。

「特防局から直接もらってきたわけじゃねえぞ。連中とはもう戦争状態だからな。ところが特防局には一日何百件もの通報を処理する部署がねえから、電話番は保健所に丸投げで任せてるんだ。そっちは脅おどしつけが効いた。今は絞しぼり込み作業中だ。糞くその山みたいな目撃情報の中に、辻村が通報したやつが絶対にある。なにせ最初に浄血官が拉ら致ちされたのも、通報を受けての捜査中のことだからな。次も絶対に同じことをやる。その場所に辻村はいる。殺すしか能の無い腐れ白服どもよりも先に見つけてやる」

　倫子は半ばあきれ、半ば感かん嘆たんしてもう一度オフィス内に視線を巡らせる。そんな方法があったとは思いもしなかった。

　わたしは──なにをやっていたんだろう。ひとりで。

「警サ察ツをなめんなよってことだ、櫻さく夜や」

　大おお村むらのその言葉が倫子の胸に深々と突き刺さる。

　ひとりで捜せる、などと言い切って勝手に飛び出し、闇やみ雲くもに街を走り回っている間、刑事たちは理性的で地味で着実な道をたどっていた。冷静な推理の種をていねいに蒔まき、芽吹いて育ち実をつけたなら圧倒的な人海戦術でなぎ倒して収穫する。それが──警察の捜そう査さ力りよく。

　間に合うだろうか。梨り紗さは見つかるだろうか？　ふと気づけば紅く朗ろうはすでに宇う佐さ見みに尻しりを蹴け飛とばされながら作業の輪に加わっている。

　……わたしは？

「おまえはどうすンだ、櫻夜」

　大村が訊たずねる。

「……わたしが、今さら──」

「おい、ふざけたこと言ってんじゃねえぞ。おまえもおまえなりになにかあてがあって捜してたんだろ。なにかわかったなら情報出せ。合わせりゃ無む駄だにはならねえ」

　倫子は伏せかけていた顔を持ち上げる。

「……あの教会から、梨紗のにおいをたどって一キロほど追跡しましたが、途中でたどれなくなりました。ただ、どちらへ向かったかはある程度わかるので、絞しぼり込みの材料になるかも」

「なるかも、じゃねえよ！」

　聞いていた宇佐見が机を殴なぐりつけた。

「なりまくりですよ、なんでそんな芸当ができるなら最初に言ってくれないんですか、もっと簡単に候補地を絞り込めましたよ！　無駄な作業させやがって！」

　胸の刺し傷にさらに次々と痛みが突き込まれる。倫子は唇を嚙かみしめて耐たえた。宇佐見の言う通りだ。

「申し訳ありません」

「謝ってるひまがあったらさっさと手を動かしてください」

「わかりました、その──候補地をプロットした地図をお願いします」

「お願いします、じゃねえだろ」

　宇佐見はノートＰＣのキーを乱暴に叩たたいてから立ち上がって倫子をにらんだ。

「あんたのそういう言葉遣い、聞くたびにいらいらするからこの際全部はっきり言わしてもらいますけどね、俺は警部補ですよ、なんで同じ部の目下に『お願いします』なんだよ。いつまでお客様気分でいる気だ。所属と階級言ってみろよ！」

　氷水を浴びせられた気分だった。

　身体は冷え切っているはずなのに、体温を強く感じた。それから自分の鼓動も。

「……わたしは──」

　視線が集まるのを感じる。

　わたしはここにいる。この場所を支え、この場所に支えられている。わたしが見たものを彼らも見る。わたしが手た繰ぐる糸を彼らが引き継ぐ。彼らが拓ひらいた道をわたしが駆ける。彼らの熾おこした炎にわたしも薪まきを投げ入れる。

　ジャケットの胸に手をあてる。内ポケットに入れた手帳の硬い感触。

　バッジは冷たく、心臓はなお熱い。

「──警けい視し庁ちよう刑けい事じ部ぶ捜そう査さ第だい九きゆう課か、櫻さく夜や倫子……警部です」

　どこかでだれかが息をついたのが聞こえた気がした。あるいは倫子自身の安あん堵どだったかもしれない。宇う佐さ見みは鼻を鳴らして言った。

「そりゃけっこう。さっさと命令しやがってください」

　候補地をプロットした地図を、と倫子が言い直すよりも早く、宇佐見はプリンタが吐はきだした丸印だらけの都心部地図を投げてよこした。
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　鈍どん痛つうの中で梨り紗さは目を醒さました。

　暗さと痺しびれと寒さのせいで、しばらく自分の身体がどういう向きになっているのかも、手足がどこにどう付いているのかもよくわからなかった。

　身じろぎすると、胸の傷口が床にこすれてずきりと痛み、意識にわずかな晴れ間ができる。うつぶせに倒れているらしい。床面は硬く、ざらついていて、張り付きそうなほど冷たい。

　口の中は血と砂でいっぱいだった。

　唾だ液えきを吐きだし、なんとか右腕だけで突っ張って身を起こそうとする。コンクリートの床だ。首を少し動かすだけでねじ切れそうだったが、歯を食いしばってあたりを見回す。

　闇やみに目が慣れてくる。

　広く、天井の低い空間だ。太い角柱が何本も見える。車の影。連れてこられたのと同じ、ビルの地下駐車場だろう。ふと振り向くと、乗ってきた幌ほろ付つきのトラックの姿もある。

　そうだ、あたしは──

　激痛とともに記憶がよみがえってくる。

　霧きり子この車に飛び乗って、ここまでやってきて彼女の前に姿を見せ、そこで──何者かに真後ろから刺された。

　背中の傷を触って確かめる。セーターもブラウスも血で濡ぬれている。傷口はただれ、再生が始まっていない。胸の傷は貫かん通つうしたものだ。こちらも指で確かめる。血がまだ少しずつあふれ出ている。

　痛い。でも耐たえきれないほどではない。刃がうまく心臓や肺はいを避よけたようだ。

　だれにやられたのだろう。霧子には仲間がいたのか？　ここが彼女の隠れ家だとしたら、あり得る。市街地で暮らす吸血種は複数人の共同生活であることが多い、と倫子から教わった。

　あらためて駐車場を見渡し、耳を澄すます。場内に人気はないが、スロープを上った先、シャッターの向こうからは車の排気音やクラクション、通行人の足音、喋しやべり声といった雑多な音が聞こえてくる。連れてこられたときよりはだいぶ騒がしさが衰えているので、おそらく夜遅いのだろう。

　刺されて倒れてから、かなり時間がたっている──ということだ。

　なぜあたしにとどめを刺さずに放っておいたのだろう。死んでいると勘かん違ちがいしたのだろうか。容易に再生する吸血種の生死を、確かめないなんてことがあるだろうか？

　とにかく、ここを出て倫子さんに連絡しなきゃ。それから霧きり子こさんを捜す。

　梨り紗さが立ち上がったとき、シャッターの向こうで悲鳴がいくつも響ひびいた。
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　刑事たちは数台のパトカーに分乗して、銀ぎん座ざ通どおりを北へと向かっていた。もう終電もなくなっている時間帯だったが、まだ車も通行人もかなり多く目についた。

　紅く朗ろうの運転する車は、助手席に倫子、後部座席に大村と宇う佐さ見みが乗っていた。

「なんでこんな都会のど真ん中に……」と大おお村むらが窓の外を過ぎていくビルのまばゆい照明をにらみながらぼやく。

「しかし、絞り込んでいったらこの場所しかないんです。あとは賭かけですよ」

　宇佐見が丸印でびっしり覆おおわれた地図を指ではたいて言う。丸印のほとんどには赤ペンで斜線が入れられ、ただひとつ、いま向かっている銀座の雑居ビルだけが無傷のままだ。

「櫻さく夜や警部がにおいで追いかけた方向。通報の具体的さ。通報時期。なによりこのビル、ペーパーカンパニーをいくつも隠れ蓑みのにしてますが、持ち主はアマネライフ製薬です。臭くさくてしょうがないでしょう」

「まあな……」

　二人の会話を背中に聞きながら、倫子はタブレットＰＣに詰め込んだ通報履り歴れきの資料と、これまでの事件の捜査資料とを見比べていた。

　なにか──おかしい。

　そうだ。この検視結果だ。

「今日の浄じよう血けつ官かん殺しの検視結果、さっき出ました。見ましたか」

　倫子が言うと、大村と宇佐見がそろって後部座席からこちらに顔を出そうとしてくる。倫子は検視結果をタブレット画面いっぱいに表示させた。

「死因は心機能停止、即そく死しです。発見時点で死亡後およそ三時間」

「三時間？　意外に新しかったんだな」と大村は眉まゆを寄せる。「マル吸の死体は再生できなくなったとたんに干からび始めるから、見た目じゃまるで判断つかねえな。それがどうした」

「つまり正午ごろです。この時間、辻つじ村むら霧きり子こは例の地下庭園にいるんです。梨り紗さが確認しています」

　宇う佐さ見みが喉のどを鳴らした。

「……アリバイがある？」

「ええ」

「おい、待て待て待て、どういうことだ」

　大おお村むらが手を伸ばしてきてタブレットをつかむ。

「浄じよう血けつ官かん三人を襲ったやつは──べつにいるって言いたいのか？」

「その可能性があります」

　宇佐見も険のある口調で突っ込んでくる。

「べつに、って、だれです？　ここにきてそんな、いきなり別口？　浄血官相手にやり合えるってことは並の人間じゃないでしょう、マル吸きゆうでしょう？　もう一人の、全然捜査に引っかかってもいないマル吸がいるってことですかッ？」

「まだわかりません。とにかく今日の殺しが辻村には不可能だったのはたしかです」

　倫子の声もこわばっている。ここにきて、という宇佐見の気持ちもわかる。単純な事件だったはずが、これではわけがわからなくなる。

　しかし。

　辻村霧子は、最初に拉ら致ちした二等浄血官を、殺していない。『白はく楼ろう』に連れ込み、なにか検査しただけだ。検査？　なにを？　辻村はなにをした？　そしてこれから一体なにをしようとしている？　浄血官への復ふく讐しゆう、と梨紗からも白パイからも聞かされ、辻村の目的が浄血官を殺すことだと無意識に思い込んでいた。ほんとうにそうなのか？

　寒気がひたひたと忍び寄ってきた。なにか見落としているような気がしてならない。辻村霧子という女について、倫子たちはなにも知らないのだ。

「──リンコさんっ」

　運転中の紅く朗ろうがいきなり叫び、車のスピードががくんと落ちた。倫子は前につんのめり、シートベルトに胸を圧おされる。

　前の車も停まっている。その前の車も。車道に車が溜たまり、不機嫌そうなクラクションが背後から吹き鳴らされ、後方へと伝でん播ぱしていく。ぎっしりと鬱うつ血けつした車の屋根の向こう、真っ白な長身の人影がちらと見えた。

「事故か？」大村が倫子の耳元で叫ぶ。

「課長、あれ目的地のビルの前です」宇佐見も大声で言った。

　倫子は助手席のドアを蹴けり開いて飛び出した。排気ガスくさい夜風が髪をなぶる。前の車の屋根に跳び乗り、そのまま屋根伝いに走った。続いて車から飛び出した大村が「ひとつ手前の信号で迂う回かい誘導しろ！」と部下に向かって怒鳴っている。その声もすぐに遠ざかる。ただひとつ追いかけてくるのは倫子の名前を呼ぶ紅く朗ろうの声だ。

　車の群れが尽つきた。

　先頭車両の鼻先、車道の真ん中に、丈たけの長い純白の制服を纏まとった男が立っている。佩はいた太た刀ちを見るまでもなく、全身から発される威い圧あつ感かんで志し津づ谷や竜りん胆どうだとわかる。

　志津谷の足下には、同じ制服の男が血まみれで倒れている。黒ずんだ紫むらさきに変色しきった皮ひ膚ふを見るに、おそらく死体だ。

　と、志津谷がにらみすえるビル二階の窓から、白い大きなものが放り出され、夜空を舞ってガードレールに叩たたきつけられ、弾はずみ、車道に落ちる。

　車から降りて事の次第を見守っていた人々の間から、悲鳴がいくつもあがる。

　倫子はぞっとして足をすくませる。

　もうひとつの──浄じよう血けつ官かんの死体だ。アスファルトの上で折れた手足が無む惨ざんな方向に曲がっている。皮膚はやはり腐くさった果実の色。

　死体に続いて窓から飛び降りてきた小さな人影が、ビルのすぐ目の前の歩道に着地した。若い女だ。髪はこざっぱりと短く、黒いぴったりとした服に包まれたしなやかな細身や切れ長の鋭い目は豹ひようを思わせる。

　あいつが、浄血官を二人も殺したのか。昼間、倉庫で見つかった一人も、か？

　まるで気づかないうちに空気が薄くなるかのように、現実感が倫子の意識から少しずつ退いていく。背中に吹き寄せるクラクションや怒声も耳に入らなくなる。

「──志津谷竜胆！」

　女の叫び声だけが、凜りんと響ひびく。

「フリオ、という第二世代を殺したことを憶えているか？」

　フリオ。その名を口にするということは。

　あれが、辻つじ村むら霧きり子こか。

「名前は──知らないが」

　志津谷は冷ややかに答えた。

「おまえのことは憶えている。あのとき逃がした女だな。一緒にいた第二世代のこともよく憶えている。……強かった」

　女の表情がこわばる。

「……そうだよ。あんたが殺し損そこねたのがわたしだ」

「ここに吸血種がいると通報したのはおまえか？」

「きまってるだろう。こんなに早くあんたが出てくるなんて、運が良い」

　霧子は歩道を横切り、先ほど死体を叩きつけて歪ゆがませたガードレールの鉄パイプをつかむと、力をこめて引きはがした。ボルトが弾はじけ飛び、道路に落ちて甲高く鳴る。同時に志津谷も抜ばつ刀とうした。

　二人は同時に跳んだ。

　白と黒の影が交こう錯さくし、ぶつかり合った刃と鉄パイプとが火花をまき散らす。振り向きざまの二の太た刀ちが霧きり子この耳元をかすめ、髪を一ひと房ふさ切り落として闇やみの虚空にばらけさせる。霧子は側転しながら中央分離帯まで退き、段差を蹴けって一気に志し津づ谷やとの距離を詰め、躍おどりかかった。振り下ろされた鉄柱の一撃を銀刃が受け止める。二撃、三撃、四撃目を柄つかで受けた志津谷は、そのまま刀身を滑すべらせて霧子の喉のどを狙ねらった。

　女の喉に切っ先が深々と埋うめ込まれた──かに見えた。

　跳び退のいた霧子の右の首筋から、だくだくと血が噴き出している。すんでのところで頭を左に傾けて刺突を躱かわしたのだ。

　道路に這はいつくばって志津谷の隙すきをうかがう女は、ほんとうに黒くろ豹ひようのようだ。目には凶獣の殺気がぎらついている。しゃあっと鳴いてアスファルトを蹴けり、ほとんど地面をなめるような低姿勢で志津谷の足下に飛び込む。真下からすくい上げられた鉄パイプが太刀を大きく跳ね上げ、志津谷の身体を泳がせる。

　すさまじい勢いの横よこ薙なぎがついに志津谷の脇わき腹ばらをとらえた。脊せき髄ずいに響ひびくような鈍い音。

　肋ろつ骨こつが砕け内臓がいくつも破裂し吐と血けつして倒れるところを倫子は幻視する。

　しかし実際には、志津谷の長身は揺らいだだけで、踏みとどまった。見れば、太刀を握っていた両手の拳こぶしの間を十数センチ離し、露ろ出しゆつした柄で鉄パイプの一撃を受けている。

　霧子は真後ろに跳び退いた。追いかけて踏み込んだ志津谷の袈け裟さ懸がけ斬ぎりが女の肩をとらえ、ウールの生地ごと肉を割いて血をほとばしらせる。

　別べつ等とう浄じよう血けつ官かんの両目に、静かな殺意が灯っていた。

　つむじ風のようなありとあらゆる角度からの切れ目無い斬ざん撃げきが霧子を襲い、吞のみ込む。受けた鉄パイプは無惨に削けずられ、流しきれなかった刃が何度も頰ほおや額ひたいや腕をかすめ、服を、肌を、千々に割いていく。

　血に染まる黒豹のような女を見て、倫子は不覚にも、美しい──と感じた。

　まっすぐに死にゆくことを恐れない、むしろ望んでいる、そんな目だ。傷がひとつ増え、血しぶきが夜風を汚すたびに、霧子の顔には命の色が戻っていく。

　死んでいたも同然の女が、今こうしてほんとうの死に面して生を取り戻そうとしている。そう感じた。

　どうして、と倫子は思う。

　どうしてこんな愚かな舞台を選んだ？　恋人を殺した志津谷竜りん胆どうに復ふく讐しゆうしたかったなら、なぜ銀ぎん座ざの真ん中などに呼び出した。人気のない廃屋にでも呼び出して不意を突けばよかったのに。同どう僚りようの死体を投げつけるなどという目立つ真ま似ねをして、車道までふさいで大騒ぎを起こすなんて。そんなばかなことをするから、こうしてわたしたち警察も間に合ってしまった。

　復ふく讐しゆうなんてさせない。倫子は懐かい中ちゆうから銃じゆうを引き抜いた。

「志し津づ谷や別べつ等とう！　退さがれ、警察が処理する！」

　志津谷は大きく中央分離帯際まで跳びすさると、倫子にちらと目を向けて鋭く言った。

「きさまこそ失せろ！　我々の仕事だッ」

　だれが殺やったって同じだろう、おまえがいつか言った言葉をそっくり返してやろうか、と倫子は胸中で毒づく。おまえがそうやって斬きり合っていると誤射の危険があるから撃てない。消えてくれ。

「邪魔しないで！」

　雨と降り注ぐ太刀をぎりぎりで受け止めながら霧きり子こも叫んだ。ばかばかしい、なにが復讐だ、おまえじゃその男に敵かなわない。無む駄だ死じにだ。

　そのとき──

「──霧子さんッ」

　シャッターの隙すき間まから少女の声が響ひびき、倫子は我に返る。

　梨り紗さの声だ。今の今まで梨紗のことが頭から消し飛んでいた。自分が信じられない、あれだけ梨紗のためと言い聞かせてかけずり回っていたくせに。

　倫子はガードレールを跳び越えて歩道に入るとシャッターに走った。一歩早く駆けつけていた紅く朗ろうがシャッターを持ち上げる。奥に見えるのは地下駐車場へのスロープだ。コンクリートの地面にうつぶせに倒れている小さな背中。這はいずってきたらしい梨紗の後ろには血の痕あとがべっとりと駐車場の闇やみに続いている。

「梨紗っ」

　倫子は抱き起こし、胸や背中をまさぐって傷の様子を確かめた。再生が遅く、血が止まっていない。おそらく銀製の刃物で刺された傷だ。倫子は梨紗の服を引き裂き、露ろ出しゆつした背中の傷口にためらわず歯を突き立てた。銀で汚染された組織をくいちぎり、吐はき捨てる。梨紗が痛みに身をよじるが、もう一度。さらに一度。嚙かみちぎって広げた傷口に、やがて血の泡あわが生まれる。正常な再生が始まったのだ。傍はたで見ている紅朗の目におびえが広がっていく。口のまわりを血まみれにした倫子の顔が、紅朗の瞳に映っている。

　つらくなり、倫子は顔をそむけた。

　梨紗が弱々しく手を持ち上げようとする。

「無理に動くな、病院に運ぶ！」

「……りこさん、……霧子さん……だめ、やめて……お願い」

　梨紗はうめき、アスファルトを搔かきむしり、車道の方へ這っていこうとする。

「ともこさん、あの人を……霧子さんを、……お願い」

　倫子は怒りに吞のまれそうになる。死にかけたくせに、なぜ殺人犯のことを気遣う？　あいつはもう志津谷竜りん胆どうに処分される、もう傷のせいで左腕もほとんど動かなくなって太た刀ちを受けきることもできない。ほら、倒れた。鉄パイプが撥はね飛ばされて道路に転がり、呆ほうけたようにうつろな金属音を響ひびかせる。

　志し津づ谷やが太た刀ちの血を払い、もはや立ち上がることさえできない獲物に近づいていく。

　心なしか──辻つじ村むら霧きり子こは笑っている気がした。

　そのとき、倫子の耳元で紅く朗ろうが言う。




「リンコさん、あの人マル吸じゃないです」




　倫子は啞あ然ぜんとして紅朗の顔を見つめた。

「……なにを……言ってるんだ？　おまえ」

「師し匠しようを止めてください！　殺しちゃだめですあの人マル吸じゃないんですッ」

　紅朗が叫んだ。倫子は理解できなかった。ただ──

　身体からだは動いていた。

　足下のアスファルトをえぐるほど強く蹴ける。まわりの世界すべてが黒い風になり、次の瞬間には倫子の身体は突き下ろされようとしている太刀先と這はいつくばる霧子との間にあった。

　霧子を抱きかかえ、跳躍の勢いそのままに車道を滑すべり、転がった。天地入り交じる視界の中、志津谷の太刀がむなしくアスファルトを嚙かむのが見えた。背中から中央分離帯に叩たたきつけられ、身体中の空気が喉のどから追い出される。腕の中で霧子が痛みに悶もん絶ぜつする。

　肌を突き刺す殺気に、倫子は痛みを意識から蹴り出して立ち上がった。

　太刀をだらりと提さげ持った志津谷竜りん胆どうが、一歩、また一歩、近づいてくるところだった。

　銃じゆうを引き抜き、純白の制服の胸にぴたりと照準を合わせる。

　志津谷は車道の真ん中で立ち止まり、猛もう禽きんの目で倫子をにらみすえる。

「なぜ妨害した、十六号」

　声に含まれた怒気だけで並の吸血種なら心臓を止められていたかもしれない。倫子は別べつ等とう浄じよう血けつ官かんの目を気丈ににらみ返す。なぜ邪魔をしたのかって？　こっちが訊ききたいくらいだ。自分でもわからない。止めろと桐きり崎さきが言った。意味を考えるより先に身体が勝手に動いた。

　わたしは、桐崎を信じた。

　わたしの魂たましいが、肉体が、血が、桐崎を信じたんだ。

「──この女は吸血種じゃない」

　志津谷の眉まゆがほんの一ミリ持ち上がった。

「なにを──」

　足下で霧子が身をよじって顔を上げた。

「なに言うのッ」

　志津谷のつぶやきを押し潰つぶすように引きつった声で叫んだ。

「そんなわけない！　志し津づ谷や竜りん胆どう！　殺せ！　早く、わたしを殺せ！」

　だれよりも、倫子が驚きよう愕がくしていた。

　ほんとうだ。この女は定命種モルタリスだ。信じられない。なぜそんなことが起こり得る？　でも、今の悲痛な叫びが証だ。この女は吸血種として殺されることを望んでいる、ただの人間なのだ。

　次の瞬間、倫子はすべてを理解する。

　これが──おまえの復ふく讐しゆうか。

　恋人を野良犬のように殺されたおまえの、浄血官すべてに対する、哀しい復讐。

　だとしても。

　倫子は銃じゆうの引き金に指をかける。

　遂げさせるわけにはいかない。わたしは──

　警察官だからだ。

「おまえの仕事じゃない。刀を引け、志津谷」

　志津谷竜胆はすうっと目を細めた。言葉はもう返ってこなかった。彼の目にいま映っているのは、処分すべき二人の吸血種だ。

　そう、おまえたちは百年以上にわたって磨みがき上げ積み重ねた独自の技術で、吸血種の存在を皮ひ膚ふ感覚として捉とらえることができる。だからわたしがなにを言おうと確信している。殺すべき敵なのだと。
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　だから──この復ふく讐しゆうが成り立つ。成り立つはずだった。

　させない。わたしが止める。

　銀の刃先がゆらりと持ち上がり、半月を描いて天を衝つく。

　志し津づ谷や竜りん胆どう。わたしではおそらくおまえに勝てない。浄血官の中の浄血官。夜の血族を狩るためだけに紡つむがれてきた家系の、最高傑けつ作さく。おまえはわたしの何倍も強い。わかっている。

　その強さを、わたしは信頼する。

　おまえはいつか言っていたな、銃じゆうは弱い、弾だん道どうは必ず直線を描くから目視してからの回避も容易だ、と。

　この弾たまをおまえが躱かわすことを、わたしは信じている。

　定命種モルタリスの身でありながら、わたしよりもはるかに強いおまえなら。

　倫子は引き金を引いた。

　全身の神経が猛たけり、空気がぬめって粘性を増す。引き延ばされた時間の中、銃口から放たれた弾が分厚い空気の層を削り穿うがちながらまっすぐに志津谷竜胆の額ひたいめがけて飛んでいく。引き金が絞られる一瞬前にすでに志津谷の手が動いていることも今の倫子には視みえる。寝かせた刀身を顔の前にかざす──頭頂に向かって斜面を描くように。

　倫子は銃を投げ捨て、左手で脇わきのナイフを引き抜きながら地面を蹴けった。

　銃弾が銀刃の中程に突き刺さり、斜面を滑すべって駆け上がっていき、夜空に高く投げ出される。着弾の衝撃で志津谷の上体がのけぞりかける。

　倫子はナイフを振りかぶって跳んだ。

　志津谷が撥はね飛ばされかけた太刀を信じがたい膂りよ力りよくで引き戻す。その勢いのままに、横よこ薙なぎの一太刀が倫子の脇腹を襲う。

　おまえはわたしよりずっとずっと強い。

　殺し合いなら、この一太刀でわたしは胸をまっぷたつにされている。

　でも、わたしが狙ねらうのはおまえの命じゃない。

　たったいま銃弾を受けたばかりの──その太刀の腹だ。

　ナイフを銀刃の真ん中に叩たたきつけた。心地よい電流のような衝撃が全身を走り抜け、甲高い音が響いて光の粒となって砕け散り、暗くら闇やみに舞った。

　折れた刀身の半分は、信じられないほど──実際にはおそらくほんの二秒ほど──の間、風を切って回りながら虚空にあった。

　やがてアスファルトに落ち、澄すんだ金属音を何度か響かせて、静かに横たわった。

　しびれて握力を失った倫子の左手からもナイフが滑り落ち、未練がましい高い音を闇の中に鳴り渡らせる。

　緊張が消え失せ、全身から汗が噴き出ていた。萎なえた右手でもう一丁の銃をまさぐりながら、志津谷を見据える。志津谷は、真っ二つに折れた太刀の残り半分をじっと見つめている。なにを考えているかはわからない。ただ、空気を歪ゆがませるほどだった殺気が、今は感じられない。倫子は一歩ずつ後ずさり、地面に這はいつくばったままの辻つじ村むら霧きり子こに近づく。

　霧子は顔を伏せている。

　アスファルトを濡ぬらすものは血だけではなかった。やがてひそめた嗚お咽えつも聞こえてくる。

　倫子はしばらく考えてから、その背中に優しく告げる。

「……辻村霧子。死体損そん壊かいと傷害未み遂すいの現行犯で、逮たい捕ほする」
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　梨り紗さは、またも入院が必要になった。以前世話になっていた、吸血種を多く引き受けているお茶ちやの水みずの専門病院だ。病室も、前と同じ地下の個室だった。

「浄じよう血けつ官かんの使うナイフは、こぼれやすい銀合金でね」

　病室で宮みや瀬せが梨紗に説明しているのを、倫子は脇わきで聞いている。

「深く刺すと体内に銀が残る。取り除ける分は取り除いたけど、血中にまだけっこう残っているはずだから、全部排はい出しゆつされてしまうまでは吐はき気があったり指先が麻ま痺ひしたりするかもしれない」

　ベッドに腰掛けたパジャマ姿の梨紗は、胸に手をやってうなずいた。

「たくさん水を飲んで、普通の倍くらい血液を摂せつ取しゆして、早く治しちゃおう」

「わかりました」

「しかし、やつらはほんと胸くその悪い武器を作るもんだよ。わざと脆もろくするなんて」

　宮瀬は不機嫌さをあらわにして言う。

　吸血種にとっては、刃に毒が塗ってあるようなものなのだ。宮瀬の言いたいこともわからないでもないが、賛成はできない。

「あいつらは狩るのが仕事なんだ。殺すための道具に、きれいも汚いもないだろう。よく効く武器が良い武器だ。わたしが使ってる硝しよう酸さん銀ぎん弾だんも硫りゆう化か銀ぎん弾だんも貫かん通つうせずに体内に残ったら猛もう毒どくになるんだぞ。同じだ」

「それはそうなんだけどね……」

　宮みや瀬せの本音は、武器どうのこうのではなく、単に浄血官が嫌いだというだけだ。

「……あたしを刺したの、浄血官だったんですね」

　梨り紗さがぽつりとつぶやく。

　倫子はがらんとした病室を見回す。三人しかいないことはわかっているが、それでも医者や看護師など部外者に聞かれてはまずい話なので、念には念を入れる。

「元浄血官だ」

　道路に叩たたきつけられた、白服の男二人の死体を思い出す。体表が変色し、急速に壊え死ししようとしていた。あれは──

「感染してたんだ」と宮瀬が倫子の言葉を引き継ぐ。「感染させられていた、といった方が正しいか。薬物でね」

「そうだったんですね」と梨紗はつぶやく。「それで……霧きり子こさんが、あたしを助けてくれたんだ……」

「……辻つじ村むらがあの二人を殺すところは、見たのか」

　倫子が訊きくと、梨紗は痛ましげな顔つきでうなずいた。

「刺されて倒れて、そのまま気絶しそうだったから、はっきりとはわからないけど。霧子さんが割って入ってきて、あの白服の男を二人とも殴り倒して、ナイフを奪い取って……」

「けっきょく彼女は、人間は一人も殺していないわけだね……」

　宮瀬が嘆たん息そくする。倫子は沈んだ気持ちでうなずいた。

　岡おか島じま智とも典のりの借りていた倉庫に調査に向かい、連絡を絶った三人組の浄血官。一人は現場の倉庫で殺されて見つかり、残る二人は行方不明だった。

　その二人が──あの、辻村霧子がビルから投げ落とした、二つの死体だ。

　なぜ浄血官たちが感染させられたのか、なぜ銀ぎん座ざのオフィスビルに向かったのか、たしかなことはわからない。推測を重ねるしかない。しかし少なくとも、辻村霧子はあの件に関しては被害者であり、襲われた側であり、身を守るために殺しただけだった。

　復ふく讐しゆうのために浄血官を殺したわけではない。

　いや、そもそも、彼女はだれ一人殺すつもりなどなかったはずだ。

「あの女が考えていた『復讐』は、殺すことじゃなかったからな」

　一人も殺さず、浄血官すべてに復讐する。見事な方法だった、と思う。しかし、止めなければならなかった。辻村霧子を死なせるわけにはいかなかった。

「霧きり子こさん、無事ですよね？　この病院にいるんですか？」

　梨り紗さが訊きいてくる。

「警察病院に入っているよ。吸血種じゃない、普通の人間だからね」と宮みや瀬せが答える。「あまり無事とは言えないな。身体じゅう刀傷だらけだ。なにか障しよう碍がいが残ってもおかしくない。よくもあんな無茶を──ああいや、死ぬつもりだったんだっけか……」

「でも、あの」梨紗は目をしばたたき、倫子と宮瀬を見比べる。「霧子さん、吸血種じゃないってどういうことですか。だって、死にかけのところをフリオって人に見つかって、血を分けてもらって助かった、……って言ってたし、だいたい、あんなに強かったし」

　倫子は硬い口調で言う。

「あの女はたしかに吸血種だった。以前は」

　梨紗の表情が疑問で濁にごる。当然だろう。わたしだって、こんな可能性は考えもしなかったし、真実を知ったときは信じられなかった。

　宮瀬が遠い目をして言う。

「フリオという人物はね、天才だ。信じがたい研究をしていた。吸血種を人間に戻すことだ」

「……え……？」

　梨紗の見開かれた目が驚きよう愕がくと困惑に揺らぐ。

「私も昨日知ったんだ。眠れなかったよ。まさかそんなことができるなんて」

　宮瀬のしゃべり方は少年じみた興奮で弾はずんでいる。

「世界中の吸血種研究者にとって見果てぬ夢だろう。でも成功例はわずかに一人、つまり辻つじ村むら霧きり子こだけだ。しかも単独研究だったから成果のほとんどはフリオの頭脳の中にしかなかった。そして彼の死とともに永遠の闇やみの中だ。……ああ、くそ！」

　宮瀬はベッドの端に拳こぶしを叩たたきつけた。

「なぜ殺したんだ！　世界を変えるかもしれなかったのに！　ほんとうにもう、どれだけの価値があるかわからないのか！　殺すことしか考えてない野や蛮ばん人じんめ」

　倫子はあきれて宮瀬を斜めににらむ。研究のことがからむとこの男も人が変わるというか、本性を現すというか。

「その成功例はいるわけだから、検査すれば少しはなにかわかるんじゃないのか」

「……ああ、まあね。彼女の身体を徹てつ底てい的に調べさせてもらいたい。それにしても、その成功例さえもくだらない復ふく讐しゆうとやらのために殺されていたかもしれないと考えると、ほんとうに怖おぞ気けが立つよ」

「そういえば霧子さん、『白はく楼ろう』に来るたびに白パイさんになにか検査してもらってた。あれは、身体が人間に戻ってるかどうか……調べてた、のかな」

　梨紗はベッドの上で膝ひざを抱え、泣きそうな目を伏せる。

「……霧きり子こさんは、せっかく人間に戻れたのに、なんで──死のうとしたんですか。あのとき、殺せ、って言ってたの、聞こえた……」

　倫子は梨り紗さの隣に腰を下ろす。

　呪のろわしい血を抱えて生きる者どうし、これだけ近くにいても、お互いの体温はほとんど感じられない。

「それがあいつの復ふく讐しゆうだったんだ」

「……復讐？　なんで？　死んでどうなるの」

「浄血官が吸血種ではない人間を殺したら、その正当性を問われる」

　梨紗は目を見開いて倫子の頰ほおに視線を刺す。

「辻つじ村むらは最初に二等浄血官を拉ら致ちして、『白はく楼ろう』で白パイの協力の下になにかを検査していた。あれはおそらく、浄血官のいう、《皮ひ膚ふ感覚で吸血種を見分ける》という技術が、具体的になにを検知しているのかを確かめたんだ」

　聞いていた宮みや瀬せがため息をつく。倫子は鬱ふさいだ気持ちで先を続ける。

「辻村霧子の身体はほぼ常人に戻っていた。検査した限り、血液は完全に正常だった。感染力もない。ただ、吸血種だった頃の筋組織や神経はまだ残っていた」

「……それであんなに強かったんだ……」

「時間をかけてケアすればそれもいずれ常人なみに戻っていただろう。だから、戻る前に行動する必要があった。信しん憑ぴよう性せいの高い目撃情報をでっちあげて、あの銀ぎん座ざのオフィスビルに浄血官をおびき出し、待ち伏せした」

「身体が戻る前に？　それは、浄血官を殺すために……ってこと？」

「ちがう。浄血官に見誤らせるためだ。やつらは訓練で皮膚感覚を磨みがいて吸血種を識別できると謳うたっている。でもその実態は、常人の何倍も強健な身体から発される雰囲気、汗のにおい、足音、しぐさ、そういった要素を総合しただけのものだ。極端な話、吸血種でなくとも肉体が異常発達した人間は吸血種だと判断されてしまう危険性がある」

　ましてや、人間に戻ったばかりの元吸血種であれば。

　どれほどの苦痛だっただろう、と倫子は寒々しく思う。吸血種の異常な筋力や反射神経は、穢けがれた血が産み出す無む尽じん蔵ぞうの生命力で支えられている。血がすでに常人のものに戻っているのに身体能力が維持されたままの間は、燃料切れのエンジンに自分の身体を削けずって薪まき代わりにくべているようなものだ。

　それに耐たえたのも、死ぬための準備。

「ばかみたい」と梨紗はつぶやいた。「ただでさえ復讐なんてばかみたいなのに、間違いで殺してもらうのが目的なんて、ほんとにばかみたい」

「……そうだな。わたしもそう思う」

「浄血官が間違って人間を殺しちゃったら、マスコミとかネットとかで叩たたかれて、浄血官っていう役職を見直すことになって……とかそういうこと？　それが霧きり子こさんの復ふく讐しゆう？」

「いや……ううん……」

　倫子は薄暗い病室の天井に視線をさまよわせる。

「辻つじ村むらに話を聞いたけれど、そういう具体的な結果を考えてたわけでもないみたいなんだ。つまり、ただ単純に、あいつらに間違いを犯させたかった。なるべく大勢の目の前で。だから銀ぎん座ざなんていう人の多い場所を選んだ。吸血種を殺すためだけに生きてきたやつらが、人間を殺してしまったと知ったときに、どんな顔をするのか見てやりたかった。そう言ってた」

「ほんとにほんとにばかみたい」

　梨り紗さはそう吐はき捨て、引き寄せた自分の脚にふくれ面つらを押しつける。

「だいたい死んじゃったら顔見るもなにもないじゃない」

「……そうだな」

　倫子は薄く笑った。
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　警けい視し庁ちように戻ると、すぐに刑事部長室に足を向けた。部長室には筑ちく摩ま川がわの他に大おお村むらもいたので、倫子は「すみません、出直します」と頭を下げて退出しようとする。

「なんじゃ。なにか報告があるなら大村も一緒に聞いた方がいいじゃろ、かまわず話せ」

「いえ、梨紗さんの容態のことですので」

　筑摩川は目を剝むいて腰を浮かせた。

「容態？　まずいのか」

「い、いえ」あまりの反応に倫子も驚く。「一週間くらいで退院できそうとのことです」

　筑摩川の顔に、やり場のない怒りと羞しゆう恥ちの表情がほんの一瞬だけよぎった。不機嫌そうな渋じゆう面めんになって椅い子すに深々と身を沈める。

「そんなくだらん話をわしにいちいち報告するなと言っておるだろうが。認可第二十号のことなんぞ知らんわ」

　口ではそう言うが、知りたがっているにきまっているので、これからも逐ちく一いち報告してやろう、と倫子は少し意地悪く思う。

「それよりも大村、櫻さく夜やがいるならちょうどええ。さっきの話を続けろ」

　倫子は大村を見た。

「なんのお話だったんですか」

「浄血官殺しのその後の話だ」と大村は声を落とした。倫子も表情を引き締める。

　岡おか島じま智とも典のりが私的に借りていた倉庫に、調査のために派遣された三人の浄血官。三人ともが吸血種化薬を打たれ、感染が不完全だった一人は倉庫でそのまま殺され、残る二人は完全に感染した。

「あの件さえなけりゃ、今回のは単純な事ヤ件マだった。浄血官に恨みのある女が、それらしい通報で浄血官をおびき寄せて、自分がマル吸きゆうのふりをして殺される。ただそれだけだ。ところがあの倉庫の件が話をクソややこしくしやがった」

「倉庫の件は辻つじ村むら霧きり子こではない、ということですよね」

「そうだ。べつに犯人がいる。この件はまだ終わってねえ」

　筑ちく摩ま川がわもどすのきいた声で言う。

「アマネライフ製薬を徹てつ底てい的てきに洗え。かなり上まで食い込んどるはずじゃ」

「あの会社のだれかが浄血官三人を始末した、と部長は考えているんですか」

「そうじゃ。岡おか島じまも口封じのために自殺に見せかけて殺されたんじゃろうとわしは見とる。その岡島の自宅だのオフィスだの、果ては倉庫だのを今さら警察や特とく防ぼう局きよくが嗅かぎ回り始めたら、やつらは焦あせる」

　そこで、調査に来た浄血官も拘こう束そくし、むりやり吸血種に感染させた。

　倫子はぞっとする。

　犠ぎ牲せいになっていたのは警察官だったかもしれないのだ。

「櫻さく夜や。マル吸に感染させたうえに言いなりの操り人形にするとかいう、ふざけた薬があるって言ってたな」

　大おお村むらが険しい顔で訊きいてくる。

「はい。……アマネライフ製薬ならば、その技術は入手できている可能性があります」

　あの会社には、フリオを通じて『白はく楼ろう』の研究成果が提供されている。白パイの作ったおぞましい薬と同じものをアマネライフ製薬が開発できていたとしても不思議ではない。

「あの浄血官どもが感染したのは、たぶんその薬だ。操り人形にされた二人は、例の銀ぎん座ざのオフィスビルに向かうように命令されたんだろう」

「あそこでなにをさせるつもりだったんでしょうか」

「推測だが、通報を受けてやってきた浄血官を始末させるつもりだったんじゃねえかと思う。あの銀座のビルもアマネライフの持ち物だ。探られたらやばいもんが置いてあるかもしれん」

　しかし浄血官よりも先にやってきたのは、辻村霧子と、梨り紗さだった。二人の操り人形は梨紗に襲いかかり、辻村霧子に倒され──

　事件は一気に複雑化した。

　辻村霧子も驚いたことだろう。浄血官に殺されるためにやってきたのに、待ち受けていたのは吸血種化した元浄血官だったのだから。

　逃げてべつの機会をうかがえばよかったのに、そうしなかったのは、梨紗がいたからだろうか。梨紗を助けるために……？

　わからない。あるいは霧子本人にもわかっていないかもしれない。

「もう特とく防ぼう局きよくに邪じや魔まは入れさせん、わしが話をきっちりつけてくる」

　筑ちく摩ま川がわは凶暴さを抑え込んだかのような低い声で言った。

「今度こそアマネライフを追い詰めろ」







　警視庁を出た倫子は、玄関口のすぐ外で意外な人物に逢あった。志し津づ谷や竜りん胆どうだった。いつもの丈の長い純白の制服姿なのだが、どこか違和感があった。すぐに気づく。太た刀ちを携帯していないのだ。

　どう反応していいものか迷い、倫子は立ち止まって目を伏せた。挨あい拶さつするのも無視するのもおかしい気がする。なぜ鉢はち合あわせしてしまったんだ、と自分の折の悪さを呪のろう。あと五分早く出ればよかった。

　と、真っ白な長身の影が目の前に立ち止まる。無視していってくれればいいのに、と思いながら倫子は顔を上げる。

「協同捜そう査さは中断ということになったはずだが」と倫子は言ってみる。

「桐きり崎さき巡じゆん査さと剣の稽けい古こをしにきただけだ」

　そういえば昼休みだったか、と思い出す。

「桐崎はいま警察病院に行っていて不在だ」

「む」

　志津谷はつまらなそうな顔になった。普段ずっと無表情のくせに、こんなときは感情をおもてに出すのか、と倫子は思う。なぜ桐崎と波長が合うのか、少しわかる気がする。要するに子供っぽいのだ。

　それ以上話すこともないので倫子が歩き出そうとすると、「十六号」と志津谷に呼び止められる。

「……なんだ」

　むっとして振り返る。

「我々の至らなさを気づかせてくれたこと、感謝している」

　倫子は鼻白む。まさか礼を言われるとは思っていなかった。

　誤って常人を殺処分してしまうところを、倫子が止めたのだ。志津谷個人どころか浄じよう血けつ官かんという役職すべて、あるいは特防局そのものを救ったといっても過言ではない。が、志津谷たちのためにやったことではない。警察官として、不法行為を止め、市民の生命を護るためにやったのだ。礼など言われると──

「次はより強度の高い刀を用意するつもりだ」

「そっちかッ」倫子は思わず叫んでいた。志津谷は怪け訝げんそうな顔になる。

「そっちか、とは」

「至らなさというから、吸血種の──」

　自分が声を張り上げているのが警視庁の玄関先だと気づき、出入りする他の警官たちにもじろじろ見られ、倫子は口をつぐんだ。

「もういい。とにかく、刀の強度に気を遣うひまがあったら吸きゆう対たい法ほうを守れ」

「そちらの至らなさについてなら」と志し津づ谷やは目を細めて言う。「より精度の高い識別法を研究するつもりだ」

「それじゃなにも変わらないのがわからないのか！」

「吸対法に定められた判別法にしたところで完かん璧ぺきではないだろう」

　倫子は歯を軋きしらせる。根本的なところで話が通じていない。

「吸対法が完璧じゃないからといって、おまえたちの勘かんに頼ったやり方の信頼度が増すわけじゃない。くだらない返し方はやめろ。だいたいおまえ、あの女と斬きり合っていて気づかなかったのか。傷口がまったく再生していなかったこと」

　志津谷は口を引き結んで少しの間沈ちん黙もくした。

「……我々の銀合金刀は、傷の再生を抑制するようにつくってある」

　たしかにそうだった。しかし言い訳にはならない。

「どういう識別法に変えても、おまえたちはいつかきっとまた同じ過ちを犯す」

　倫子は志津谷をにらみすえ、吐はき捨てた。

「自分たちが正しいという前提から始めているからだ。法の下で働くわたしたちは、自分が間違っているかもしれないという前提から始める。力を扱あつかう者の、それが──最低条件だ」

　志津谷の表情は鋼鉄のままだった。倫子は志津谷の脇わきを通り抜けて歩き出した。
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　水すい道どう橋ばし駅のそばにある警察病院は、築三十年の重厚で無愛想な七階建てだった。べつに警察だけが使っているわけではなく、来院者のほとんどは一般市民だが、警視庁にまずまず近いこともあって事件関係者を入院させることもよくあった。

　辻つじ村むら霧きり子こが収容されたのも、その水道橋の警察病院だった。

　倫子が着いたのは昼の一時ごろ、午後の診しん療りようが始まってすぐでロビーは待合客でごった返していた。階段で六階まで上がる。

　被疑者を収容といっても、窓に鉄てつ格ごう子しの入った専用の牢ろう獄ごく病室があるわけではない。一般患かん者じやが使うこともある普通の個室に入れる。代わりに、警察官が二十四時間つきっきりで監視にあたる。

　その時間帯の当番が、紅く朗ろうだった。倫子が病室に入っても、ベッドサイドに座った紅朗はしばらく倫子に気づかずに楽しげな話を続けていた。

「……で、ヴァンピーは美形ばっかしっていう話があるじゃないですか、おれってやっぱりあれはほんとだと思うんですよね、霧きり子こさんもきれーだし、他におれが知ってる人だとなっちゃんさんも可愛かわいいし白パイ麗リーさんもすっごい美人で、え、あ、白パイ麗リーさん知ってるんですか？　ほんとすごいですよねあの人、胸でっかいし脚長いし」

　なんの話をしているんだこいつは。怒りでかあっと頭が熱くなり、一発殴って黙らせてやろうと紅く朗ろうの背後に大おお股またで歩み寄る。

「あと、なんといってもおれの上司のリンコさんが──」

　倫子はびくっと足を止めた。

「かわいいんですよほんと、どこがっていうと色々ありすぎて困るんですけどまず怒った顔がかわいいです、あと泣いてる顔もすっごくかわいくて、それからほとんど見たことないですけど笑った顔も」

　紅朗がすぐ背後の倫子の存在に気づいたのは、ベッドに身を横たえた辻つじ村むら霧子が視線を紅朗の肩越しに倫子へと向けたからだった。紅朗も振り向き、「わっ」と腰を浮かせる。

　顔も耳も熱くなったのは怒りのせいだけではなかった。

「お、おまえはっ、な、なにをばかなこと喋しやべってッ」

「まままま待ってください、まだ胸がちっちゃいことは言ってませんからっ」

　倫子は紅朗を殴り倒すと、部屋の入口まで引きずっていって廊下に放り出し、ドアを閉めてふうと息をついた。

　気まずい空気の中で振り向く。

　緩ゆるい角度に起こしたベッドに深く身を沈めた辻村霧子は、痛々しい姿だった。青く腫はれた顔にはべたべたとガーゼが貼はられ、毛布の上に投げ出された腕は左右とも包帯で覆おおわれている。目はうつろで、倫子の胸のあたりをぼんやりと見ている。

「うちのばかが、騒がせて申し訳ないです」

　頭を下げると、霧子はかすかに首を振った。

「……べつにいい。退屈してたからね。……変な人。あれで刑事なんだ」

　あれでも刑事なのだ。恥はずかしながら。

「座ってもいいですか」

「どうぞ。……まだなにか訊きくことがあるの？　昨日ほとんど喋っちゃったけど」

「昨日のは取り調べです。今日は、……個人的に──というか、警察官としてではなく、同族として話がしたくて、来たんです」

　倫子に向けられた霧子の目は、焦しよう点てんが合っていないように思える。

「もう同族じゃないけど」

「ええ、そうでしたね」

　どんなふうに話を始めればいいのだろう、と倫子は迷う。からっぽになってしまった女を前にして。

「梨り紗さが、あなたのことを心配してました」

　霧きり子こは唇をかすかに歪ゆがめた。笑ったのだろうか。

「あんたがあの子の『親』なんだっけ？　……あの子、なんだかわたしと境遇を重ねて勝手に共感してたみたい。わたしとは全然ちがうのに」

　失って惜しいものなどひとつもないみじめな人生の終わりに、フリオに救われた霧子。

　恵まれた未来のすべてを唐とう突とつに失い、死さえも倫子のわがままによって奪われた梨紗。

　まるでちがう。共感されたら腹立たしく思えるくらいに。

「でも、あなたは梨紗を助けてくれましたよね」

　霧子は肩をすくめる。

「そんなことした憶えはないけど。襲ってきたやつらを邪じや魔まだから殺したってだけ」

　認めたくないらしい。そこを責めたってしかたがないだろう。

「それと、『白はく楼ろう』の子供たちもあなたのことは気に入ってたみたいです。また来てほしいと言っていました」

「浄じよう血けつ官かんの体質を調べるときに手伝ってもらって、お礼に色々遊びにつきあったからね。だいたいあの子たちは外からの客ならだれにでもなつくでしょ」

　そうではない。子供たちになつかれるような者でなければ庭に入れてもらえないのだ。

「なんなの。そんなどうでもいい話をしにきたの？」

「どうでもいい──ですか？」

　くたびれきった顔で霧子は枕まくらに頭をうずめ、ため息をつく。

「心底どうでもいい。どうせもう二度と逢あわないんだし」

「これから、どうするんですか？」

　霧子の濁にごった視線が倫子の喉のど元もとをまさぐる。居心地の悪さを味わいながら続ける。

「あなたがやった主な犯罪行為は浄血官の拉ら致ち監かん禁きんくらいで、これは特防局が面子メンツを保つために表おもて沙ざ汰たにしないはずだから不起訴になる可能性はかなりあります。釈放されたら、どこかに行くあてはあるんですか」

「わたしがどうしようと、あんたには関係ない」

　窓に顔を向けてぶっきらぼうな口調で霧子は言った。

「行くあて？　のんきなこと考えるんだね。わたしがまた同じことするとは考えないの？　浄血官のところに押し入って一人二人刺し殺せば、向こうも正当防衛ってことでわたしをきれいさっぱり殺してくれるんじゃない？」

　言いようのない思いに胸がふさがれる。

「まだ──死にたいなんて思ってるんですか」

「まだ？」霧子の口調にいらだちがこもる。「当たり前でしょう？　いっぺん半殺しにされて入院して怪け我がが治ったら人生考え直すとでも思ってるわけ？　馬ば鹿かじゃないの？」

　倫子は感情的になにか言い返しそうになり、ぐっと言葉を吞のむ。

「ねえ、なんで邪魔したの？　ほっといてくれればよかったのに。……フリオはもういないの、わたしにはもうなんにもないの。どうせ最初からなんにもなかった。フリオに逢あわなきゃ歌か舞ぶ伎き町ちようのゴミ捨て場でゲロまき散らして死んでた。フリオがいたから。フリオが──」

　霧きり子この声が不意に熱と湿しめり気を帯びる。

「フリオが、一緒にいてくれたから。こんなゴミみたいなわたしも、……生きててもいいのかなって思えたのに。……あいつが、……殺した。わたしの目の前で。どうして──わたしあのとき、逃げたんだろう。フリオと一緒に殺されてればよかった。一緒のゴミ袋に入れられて、どっちがどっちかもわかんない一緒のぐちゃぐちゃに腐くさった肉と骨になればよかった。でも、生き延びちゃった。なんで。馬鹿みたい」

　霧子は包帯の上から自分の腕に爪を立て、静かに嗚お咽えつを繰り返した。痛ましくて、見ていられなかった。それでも倫子は顔をそむけなかった。

　伝えなければいけないことが──ひとつ、あった。

「霧子さん」

　呼んでみても、霧子は顔を伏せたままだ。肩が震えている。

「あなたは、吸血種を人間に戻す薬品を投与されましたよね。そういう薬だと事前に知っていましたか？　フリオさんは教えてくれましたか」

「……知らなかったにきまってるでしょ」鼻声で霧子は言う。「知ってたら。そんな薬、絶対に打ったりしない。フリオと一緒にいられなくなるのに。……なんで、フリオはわたしの身体を元に戻そうとしたのか、……わかんない。そんなことして喜ぶと思ったの？　フリオと同じ身体なのが、フリオの血がわたしにも流れてるのが、……嬉うれしかったのに。どうして」

　やはり、知らなかったのだ。

　前もって知っていたら、拒んでいた。フリオはそれを理解していたからこそ、なんの薬かを明かさずに与えた。

　今、告げるべきだろう。恋人が告げられなかったことを。

「霧子さん。あなたの身体検査の結果が昨日、出たんです」

　倫子はやせ細ったうなじにそっと声をかける。

「あなたは妊にん娠しんしています」

　肩の震えが止まった。

「三ヶ月です。……だれの子か、わかりますよね」

　霧子は、時間の流れが粘ねん化かしたのではないかと思うほどゆっくりと頭を持ち上げ、倫子の方を見た。

「……うそ」

　かさついた唇の間から、ようやくそれだけ言葉が漏もれ出てくる。

「ほんとうです。最近まで身体が吸血種のものだったから、妊にん娠しん兆候が遅れたんだろう、って医者は言っていました」

「……そんな、でも、……だって、……それじゃあ」

　霧きり子この瞳がぼやけて溶けていく。

「フリオさんがあなたの身体を戻したのは、そのためです。わかりますよね」

　霧子は震える唇を嚙かみしめて首を振る。理解しているはずだ。認めたくないだけで。

　彼女は第三世代だった。そのままでは生まれてくる赤ん坊は母子感染して、凶暴化を宿命づけられた第四世代となってしまう。

「産んでほしかったんです。フリオさんは」

　倫子の言葉に、霧子はなおも首を振る。まつげから払い落とされたしずくが腕に落ちて包帯に染みこむ。

「だから、あなたは──」

　その先を、倫子は言葉にできなかった。

　あなたはひとりじゃない。今でも、恋人の血とともにある。だから生きて、その血をつながなければいけない。そう言葉にしてしまったら、真実は汚けがれ、爛ただれ、腐くさり落ちて土にまみれてしまう。そんな気がした。

　だからただ、待った。

　彼女の心に、今はここにいないだれかの想いが染み込むのを。

　涙の中で戸惑って揺れていた彼女の瞳が、晴れるのを。

　そして彼女の傷だらけの手が、自分の下腹にそっと置かれるのを。







　交替の警察官がやってきたのは午後二時だった。倫子は紅く朗ろうを伴って病院を後にした。冬空は雲ひとつなく、硬く深く晴れていて、街路樹の葉はみんな落ち、歩道を黄色く汚していた。ジャンパーを着ぶくれさせた子供たちの一団がはしゃぎながら追い抜いていった。

「霧子さん、元気になるといいですね」

　隣を歩く紅朗が言う。

「せっかくリンコさんが助けたんですから、もう死ぬ死ぬ言わないでほしいですね！　めっちゃ大変でしたもんね、まさか志し津づ谷や師し匠しようとリンコさんが勝負する羽目になるなんて思いませんでしたし、なんかもう二人とも動き速すぎてなにが起きたのかさっぱり見えませんでしたけどリンコさんまじすごいですよね師匠に勝っちゃうなんて！」

　こいつはいつでも楽しそうだな、と倫子は思う。厭いや味みではなく、率直な感想として。

「あっそうだリンコさん、お礼言ってませんでした、おれの無茶な頼み聞いて霧子さんを助けてくれてほんとにありがとうです！」

　足を止めないまま深々と頭を下げてくる。倫子は苦い顔をした。

「なんでおまえが礼なんて言うんだ。仕事なんだからやるのが当たり前だ」

「いや、でも、おれの言ったの信じてくれて……ほんと嬉うれしかったです」

　そう言われて、悔くやしさがこみ上げてくる。

「……認めたくないけど。……わたしも、気づかなかった。辻つじ村むら霧きり子こが吸血種じゃなかった、なんて。素手でガードレールからパイプを引き抜いて、あの志し津づ谷や竜りん胆どうとやりあってたんだ。疑いもしなかった」

　ほんとうはわたしも志津谷たち浄血官を責める資格などないのだ、と倫子は思う。

「桐きり崎さきはどうしてわかったんだ」

　なにか自分の知らない判別法があるのか。それとも前情報でも持っていたのか？

　ところが紅く朗ろうはきょとんとした顔になり、答えた。

「わかってはいなかったですよ」

「なっ」

　倫子は素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「だって吸対法に書いてあるじゃないですか。えーと、二つ以上の特徴を二人以上で確認しないと吸血種認定できない……って。だから、あのときの霧子さんはまだ確認してなかったからまだ吸血種じゃなかったです」

　足が止まってしまう。目を見開き、言葉を喉のどに詰まらせ、倫子は紅朗を見つめる。紅朗もそれに気づいて立ち止まり、不安げな顔になる。

「……あ、あの、リンコさん、すみません、怒りました？　や、やっぱりだめでしたか、こんな理由で」

「ち、ちがう！」倫子はあわてて首を何度も振った。「それでいいんだ。おまえの言った通りだ。忘れてたのはわたしの方だ」

　痛いほどに思い知らされる。自分に志津谷たちを責める資格など毛ほどもないのだ、と。

　自分が間違っているかもしれない、という前提を、法にたずさわる者はいつでも胸に留め置かなければいけない。有罪だと確定するまでは人はみな無罪なのだ。なぜこんな大切な基き礎そを忘れていたのだろう。

　これでは──警察官落第だ。

「おまえは……すごいな」

　本心から言った。紅朗は目を丸くした。少し照れくさくなり、倫子は早足でまた歩き出す。紅朗のあわてた足音がついてくる。

「え、えっと？　なにがでしょうか」

「なんでもない」

　やがて目の前が開け、二人は外そと堀ぼり通どおりに出る。横断歩道を渡り、川沿いに駅の方へと向かう。右手の手すりの向こう、木立の間からは深緑の神かん田だ川がわの水面が見えた。陽を受けてきらめいている。

　まぶしさに目を細め、倫子はつぶやいた。

「……わたしは、……心の底ではたぶん、浄じよう血けつ官かんたちと同じだ。血を流すやり方がけっきょくいちばん早くて確実だろう、思い悩むよりも、言葉を尽つくすよりも、這はいずり回って真実を探すよりも──そんなふうに考えてしまうときがある」

　あのときも、志し津づ谷やに対してためらいなく引き金を引いた。

　自分の中の獣は強く、誇ほこり高く、傲ごう慢まんで、自信に満ちあふれている。すべて委ねてしまえば、楽になれる。

「そういうとき、隣におまえがいると……おまえが、当たり前みたいな顔で、当たり前のことを当たり前だと言ってくれると、……すごく、助かる」

　紅く朗ろうはしばらく口を半開きにしていたが、やがて足取りを速め、倫子のまわりをくるくる巡めぐり始めた。

「な、なんだ、歩きにくい」

「リンコさんにそんなこと言ってもらえるのはじめてで！　おれ役に立ってるんですね、話が難しくてよくわかりませんでしたけど！」

　顔をそむける。すると紅朗が倫子の顔の向いている方に回り込んでくるので、逆に向ける。何度か繰り返した後で、業を煮やして紅朗の爪つま先さきを踏んづけた。

「いいかげんにしろっ」

　痛みに悶もん絶ぜつする紅朗を置いて、倫子は大おお股またで歩き出した。あわてた足音が追いかけてくる。認めたくないことだが、どんなときもすぐに追いついてくれるこの足音に、倫子はいつも安心させられるのだ。





〈了〉












　あとがき




　吸血鬼は恐ろしい力を持った怪物ですが、また同時に様々な弱点を抱えていることでも知られています。十字架やにんにくや陽光を恐れるのはみなさんもよくご存じかと思います。

　なぜあんなにも弱点が多いのか。

　たぶん、人々が安心したいからではないか、と思います。

　怪物は、得体の知れないものへの恐怖から産み出されます。夜の闇やみの怖さ、死の怖さ、土ど葬そうした屍しかばねの怖さ、狂きよう犬けん病びよう患かん者じやの怖さ、通常では考えられないほど残忍な人物の怖さ、そういったものに形と名前を与えるために吸血鬼という怪物が想像（創造）されたのでしょう。ところが人間は勝手なもので、自分で具体化した妄もう想そうがなおいっそう怖くてしょうがないので、なにかしら安心できる余地もほしいと願います。そこで吸血鬼に限らず怪物はみんな弱点とか対抗手段を用意されるわけです。十字架握りしめてお祈りすれば大丈夫、昼間なら大丈夫、と。

　さて、吸血鬼の数ある弱点の中でもとりわけ情なさけないのが、「招かれた家でなければ立ち入れない」というものです。これなど露ろ骨こつに「安心のために創られた弱点」です。自分で招きさえしなければ真夜中に勝手に家に入ってきて血を吸われるなどということは起きないわけですから、ぐっすり眠れます。

　この弱点、さほど有名でない割には、フィクション作品では高確率で採用されます。

　非常にドラマが創りやすく、またホラー効果が高いためでしょう。親しくなった相手が家に遊びに来たがるので呼んだら実は──というお話が簡単に考えつきます。

　この『夜よ桜ざくらヴァンパネルラ』でも、採用を検討しました。

　……が、さっくり断念しました。なにしろヒロインの吸血鬼は刑事です。招かれていない家に立ち入れないようでは捜そう査さにとても参加できません。令状が出ているのに家主に入れてもらえるようにお願いするとか間抜けすぎます。

　あるいは吸血鬼が美形ばかりという設定が多いのも、招き入れてもらうためなのでしょうか。なんだかチェンジされないように必死なデリヘル嬢みたいで夜の支配者の威い厳げんなどかけらもないですね。自分で書いていて哀しくなってきました。




　今回も崎さき由よけぇきさんには素敵なイラストをいただきました。けぇきさんの描く倫子があまりにもエロい格好をしているので、露出多めの服を着ているのは活性化したときになるべく破けないようにするため、という設定を付け加えました。ありがとうございます（？）。担当編集の湯ゆ浅あさ様にもまたしてもお手数をおかけしました。謹んで御礼申し上げます。





二〇一五年十一月　杉すぎ井い　光ひかる
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杉すぎ井い 光ひかる

１９７８年、東京生まれ。新しいノートＰＣのキーボードに未だに慣れない。以前と同じ感覚でEnterキーを押そうとして￥キーを押してしまうことがしばしば。それを消そうとしてBackSpaceを押そうとしてまたも￥キー誤打。文末に￥が並ぶ。金の亡者みたい。
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イラスト／崎さき由よけぇき

最近吸血鬼関連の本や映画をよくみる影響でトマトジュースにはまってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「杉井 光先生」係

「崎由けぇき先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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